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本誌の1964年 9月 号で,「後期中等教育と職業・技

術教育」の特集をおこなっている。そこでは,「後期

中等教育完成への接近一一企業の要求とそのひずみ」

(後藤),「企業における通信教育の集団受講について」

(宮地),ほか,イ タリアやソ連邦における改革動向の

具体的なすがたが紹介されている。今回はこれらをひ

っくるめて,重要な問題点をうきぼりすることに努め

てみたいと思う。なお,上記 9月 号に所収の「資料一

中等教育をめぐっての動向 (わ が国のばあい)」はよい

考察の手がかりを与えてくれるので,本号の資料とあ

わせて精読されることをおすすめする。

教 育 改 革 動 向

ここ数年,世界は再び全面的な教育改革の時期

に際会しているといってよい。そして,改革の触

発因となったものが著しい技術的変革であったこ

とも疑いない。英国のいわゆる「 技術教育白書」

(1956.2)ゃ USAに おけるスプー トニク・ ショ

ックの教育問題への波及 とキャンペーン (1958)

など,教育改革動向の口火を切ったもののなかに

このような触発因が明らかに描き出されている。

社会主義諸国における改革の基調・動向には,資

本主義諸国のそれとはやや異るものがあるけれど

2

も,技術的変革が有力な誘発因となっていること

に変 りはないように思われる。

資本主義諸国における教育改革の力点は科学 0

技術要員の量的確保にあり, したがって要員養戎

機関 (理工系大学,各種職業技術教育機関)の量

的拡充や再編が問題とな り, これにつらなって,

やや副次的に,質的水準の向上や養成方法の問題

が出てきている。後期中等教育改革もその一環 L

して脚光をあびているといえる。 これに対して,

社会主義諸国のばあい,普通教育における総合技

術教育の徹底や教育 と生産労働の結合の強化とい

う形で,社会主義体制の強化・発展の軸としての

精神労働と肉体労働の止揚がはかられなければな

らないという方向を明らかにしている。

科学 0技術要員の質的向上という問題も,多 く

の局面からの接近が考えられているが,英国のば

あいを見ると

○ 初級から上級まで,すべての技術者は,か ってよ

りもいっそう深く(専門および基礎教育),広い (一

般教育)教育的背景を必要とする。

○ とくに上級技術者は,加えて管理と責任にも適す

るように教育されなければならない。

○ また一般労10J者 も,従来のような一定の技能に習

熟することよりも,む しろ機械の示度をよみとり,

その意味を解釈して,それに適切に対応しうるだけ
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の高度の知識と理解,さ らに判断力をもたねばなら

ない。(以上はレデイング大, ドビンソンの見解)

なお,テ クニカル・ カレッジのカリキュラムヘ

の反省 として,余 りに特定の分野に特殊化しすぎ

ていて (試験検定の要綱にしばられていて), そ

の結果,数学・科学の基礎教育がとかく不十分と

:な り,あ るいは一般教育がほとんど行なわれてい

ないことに注意と関′いを払 うべきだ, という声が

でているという。また, 中等教育前段階への反省

として, 3課程主義というような早期分化をさけ

て,総合制高校の実現につとめるべきだ, という

声 も出ている。 (以上の記述に関しては,山内太

郎氏の報告に負 うところが多い。)

ここには別段ことあたらしい見解は見 られ な

い。多くはすでに言いふるされているといってよ

い。

以上のような諸外国における教育改革の動向と

てらし合わせてみて,わが国の教育改革の動向が

資本主義諸国のそれとおおよそ軌を―にしている

ことに不思議はないが,それでも,わが国独特の

ひずみや混迷があるように見受けられる。 このひ

ずみや混迷の生じているすじ道をときあかすこと

は容易ではないが,つ とめてみなければならない

課題であろう。

わが国のばあいの特徴

わが国の教育改革の動向, したがって後期中等

教育構想にはどのような特徴が見られ るだ ろ う

か。前記 9月 号所収の資料や現在すすんでいる具

体的構想としての各種の案 (本号の資料参照)な

どから,特徴 と思えるものをあげれば,つ ぎの諸

点であろう。

(1)コ ースの多様化

(2)中 ・高級技術者の性急な造出

(3)教 育内容編成視点の不明確さ

(4)技 術者倫理, しつ |ナ の強調

(1)コ ースの多様化について

このことが最大の問題点であろう。

コースの多様化 というばあい,① さまざまな中

間的コース (中 間的学校段階)の設定,② “進路

特性に応ずる"と いう名目のもとでの分化,③さ

さまざまな社会教育的コース (各種学校的なコー

ス,青年学級,企業内の養成 コースなど)の包摂

などがふくまれていると見てよい。

①の中間的コース (中 間的学校段階)設定の主

張が出はじめたのは新 しいことではない。すでに

昭和26年11月 の政令改正諮問委員会による「 教育

制度の改革に関する答申」のなかに基本線が見ら

れる。それは実質的な 6・ 3制否定の線であ り,さ

まざまな中間段階の学校設置の必要を力説 してい

る。当初は,新教育制度維持に必要な財政的困難

を表面の理由としているけれども,その真実は,

格差のある各級労働力, ことにローコス トの労働

力維持 0造出に応ずる教育体制のの実現というこ

とにあったとみることができる。

次の図の点線部分は中間コースを示している。

④と③ 「中学校(3)の課程は,普通教育偏重に陥るこ

とをさけ,地方の実情に応じ,普通課程に重点をおく

ものと職業課程に重点をおくものとに分ち,後者にお

いては,実用的職業教育の充実強化を図ること」

(備考)中学校(3)の課程における職業教育は,各

地方における産業の実情に即し,それぞれの職場を教

育の場として利用することができるようにすること等

弾力性をもった課程とすることを考慮すること。 (審

議課程では,こ のコースは 2年制でよいとする意見の

あったことが明らかにされている。)

(6) 中(3)高(3)大 (4) 大学院



◎ 「中学校(3)と 高等学校(3)(又はそのうち(2))

を併せた 6年制 (又は 5年常1)の農工商等の職業教育

に重点をおく『 高等学校』を認めること」

「綜合高等学校はこれを分解し,普通課程学校又は

職業課程学校の何れかに重′点をおいて,その内容の充

実強化を図ること。学区常1は原則として廃止すること」

① 「高等学校(3)と 大学の(2)又は(3)と を併せた 5

年制又は 6年告1の 農・工・商・教育等の職業教育に重

点をおく『専修大学.』 を認めることJ

この答中案は,戦後の占領体制叉は占領軍のイ

ニシァテイブによって構築 された諸体制への反動

的傾向 (USAじ たぃが当初の方策を否定する方

向を著 しく強めてきていた)の なかでつ くられた

こと,わが国ではまだ技術革新の諄頭がとどいて

いなかった時期に審議されたことなど考慮に入れ

るべきかもしれない。 しんヽし, このような教育制

度改革の基本線は,そ の後も堅持され,昭和31年

2月 の日経連教育委員会「新時代の要請に対応す

る技術教育に関する意見」,昭和 32年 12月 の日経

連技術教育委員会「 科学技術教育振興に関する意

見」,同年 11月 の中教審答中「 科学技術教育の振

興方策」などにも, くりかえしこのことが強調さ

れてお り, 中学校段階の分化を除いては,そのほ

とんどがすでに具体化していることに周知のとお

りである。たとえば, 6年制高等学校のモデル校

の設置,工業専門学校の設置などがそれである。

すると, このような改革方向が,現今のような情

勢・条件が生じていなかったから生まれたのだと

見るのはあやまりであり,わが国総資本の変るこ

とのない要請にそったものと見るよりほ か は な

tヽ 。

②の「 進路特性に応ずる」教育課程の構成は現

行の中学・高校課程構成の主要な軸になったこと

は周知のとお りであり,最近の構想・立案におい

てはいっそうその重みを加えてきている。進学す

るもののコースと就職するもののコース (ハ イ 0

4

タレン トたるもののコースとしからざるもののコ

ーア、), 支学系コースと理科系コース, 男子のコ

ースと女子のコース,そ の他就職方向によるさま

ざまなコースわけなど, これである。

③の社会教育的 コース (各種学校的コース,青

年学級,職業訓謄 コースなど)を公教育体系に包

摂する主張と構想もだんだん形をあらわしはじめ

ている。職業副|1練 コースの実技科目についての認

定をきっかけとしてはじまった社立定時制高校の

設置, さまざまな形での公立学校との連携など,

職業訓練との吻合,通信教育へのなだれこみ的参

加, さらには技術高校や看護 (養護)高校の新設

など, このケースは枚挙にいとまない ほ どで あ

るc

このような動きに対 して,文部省は当初公教育

体系のなしくずしの変形をおそれて承認をしぶっ

ていた傾きがあったようだが,い まはそのイニシ

ャテイブと基準さえみたされるなら認めてよいと

いう官僚的対応の姿勢にかわってきたように見え

るc教育基準さえみたされるなら, ということで

これら一連の動きが容認されてよい問題なのだろ

うか。

このようなコースの多様化を生み出し, ささえ

る要因は何であり, どのような問題を含んでいる

だろうか。基底として,われわれは企業の要求と

いうものを想定せざるを得ない。たとえば,技能

者副1障東への要求として,つ ぎのような構造, した

がって高校段階教育への参加のかまえがあるもの

と考える。

次の図は概略ながら, コース多様化の要請を生

む条件の把握に役立つと思 う。いまはこれの詳細

な説明はさけよう。 (た だ図Bは Aの補足的な説

明のために付したもので,Aを主に見てもらえば

よい。)要 するに, このような要求は, コス トの

低減――職階の分化,企業体としての秩序維持と
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機械の保全と管理

饒言I13LII顎.Tl.「「 lI[熾 ヒI[餃[}[艦渫 財
棚・

い う総資本 としての至上課題 と直結 しているもの

と見 るよりほかない。人間 としての全面的発達・

完成への要求にそ うものではない。 このような総

資本の要求は,つ ぎのような ILOの「 職業訓練

に関する勧告」(1962,第 46回総会での採択)を

無視する結果を生んでいる。

企業においてか,ま たは職業訓練施設において訓練

を受けている者――特に若年者一一の労働条件が満足

すべきものであるようにし,ま た特別に彼らの行なう

仕事は本質的に教育的性格のものであり,かつそのよ

うなものに限られるようにするために,適当な措置が

とられなければならない。(第 8条 )

割|1練 の早期においては専門化をさけ,訓練生には,

将来の専門化が最少の追加訓練や再訓練でその上につ

づけるような技能と知識の広い基礎をあたえること。

(第 18条 第 6項 )

1つの型の訓練から他の型のものへ容易にうつるこ

とができ,ま た,次々の異った段階の訓練に入ること

カミできて,個人がその持っている能力や傾向に応じて

最高の訓練段階まで到達できるようなものに設計され

るべきである。(第 3条第 3項 )

以上の勧告は,一面技il的変革期における訓|1練

のあり方を述べていると同時に,いやむしろ,人

間の発達 0完成の可能性を早期に摘みとってしま

うような職業訓練への抗議と受けとることができ

る。また, この勧告は職業訓練に関するものであ

るが,同時に学校休系のありようを規制する意味

をも合んでいる。つまり,早期に,低次の専門化

を強いる教育のコース分化否定につながるもので

ある。 日本教職員組合の「 中等教育研究委員会報

告」のなかの次のコメントは, ILO勧告の学校

教育版と見なすことができる。

将来の進路の如何を問わず (も ちろん進路によって

分化が行われるのは当然だが),一定水準の社会科学,

自然科学の基礎の系統的学習,実践をとおしての法則

技術の修得,心の豊かさの育成を可能にするような後

期中等教育をすべての青年のために共通に用意しなけ

ればならない。

(2)中 ・高級技術者の性急な造出

この問題に関しては,わが国の企業が性急でム

リな規模拡大の機運にのって,上・ 中 0下級技術



者の急速なl曽大を要求し,やや無計画な養成を強

いたきらいがある。その拙速さはすでに要員配置

にムリを生じ,今度はアツモ ノにこりてナマスを

吹くたく
゛
いで増員計画をひかえさせるというふう

に,長期的見とおしのない欠陥を露呈するに至る

だろう。

後期中等教育に関連して1ま下級技術者の養成ヨ

ースとしての工業高校のやみくもな増設が問題 と

なる。 (3)でふれるべきことかもしれないが,

明確な技術者像を描 くことなしに増員要求が先立

つことになり, したがって,工業高校における教

育 目標のあいまいさや無原則な課程細分と新設を

野放 しにする結果を生んでいる。 このことに関し

ては,つ ぎの項であらためてとい上げよう。

(3)教 育内容編成視点の不明確さと,

技術者倫理,し つけの強調

教育内容編成視点の不明確さと,各種意見・案

を通じていえることである。 日経連の「 新時代の

要請に対応する技術教育に関する意見」, 中教審

の「 科学技術の振興方策について」などを見ても

そのことは明らかである。そこにlま,教育制度改

変への関′いが大きいわ りに,教育内容改善への関

心 と提言はすくない。たまたまそのことに言及さ

れていても,それが的はずれであることが多い。

例 として, 日経連の「 意見」から,教育内容に言

及した部分をとり出してみようc

工業高校の教育内容については,学校所在地域の産

業の特色を充分考慮し,必要な知識と技能を授けるば

かりでなく,産業人としての人格教育,躾教育にも力

点をおくべきである。戦後の工業高校生は技能におい

ても基礎知識においても甚だしく不十分であるが,こ

れは主として年限が3年であた,こ とおよび教職員の資

質の低下によるものである。 (従って効率的な初等技

術教育を行うため,中学校を結びつけて6年制とし,

一貫した教育を行いうるような道を拓く必要があり…

…。 (工科系大学の教育内容にも同様な形で言及され

6

ているが,省略する。)

英国の技術白書と比較しても,わが国のばあい

教育内容への言及はあっても,それがきわめて近

視的であり,従来の実業教育・職業教育からの脱

脚さえ見られない。たとえば,地域産業への結び

つきの強調は養成 コース←→地域職域の直結であ

り, どこに従来 とちがったとらえ方があるか。人

格教育・躾教育の強調についても,従来の職業教

育分野でいいふるされてきたことにすぎない。 こ

のこと以外には,「必要な知識・技術」というつ

かみどころのない提言があるだけだ。

相原氏はその論文のなかで (雑誌「 産業教育」

1956・ 11号),つ ぎのように述べている。

「今年初頭にユネスコの国際委員会が決議した新技

術時代への職業教育のあり方の中においても,職業的

弾力性 VOCaunal flexibilityに 富んだ教育をして,

幅のある適応能力を身につけることを重視し,こ のこ

とは今日のいわゆる後進産業国でもすでに必要になっ

て来たとして,イ ンド,ア フリカの例をあげている。」

ところが,「 日本の経営者の中には,今でも,こ の教

育の幅をその企業の現在に即した狭いものにした方が

よいという,し たがって,学校教育によってこれをや

や一般化することは不利であるかのような考え方をす

るノ、や,昔 の乙種実業学校の教育に郷愁に似たものを

感じている人があるようであるが,それは時代に逆行

した考え方であって……」

イギリスの技術教育白書とはやや対照的な日経:

連のうけとめかたには,い ま引用したような傾向

の反映があり,ま たわが国職業教育の歴史の残映

がある.

一方,上にあげられた工業高校の課程はどうい

うことこれっているだろうか。特徴的なのは,教

育目標の固定化と課程設置の無原則という点にあ

るように思われる。

ます, 工業高校で教育を受けたものは techni_



cianと して位置づけられるし,工高もそれをめざ

している。 ところが technicianじ たいの職能分

化 |こ はかなり著 しい分化があることは今 日周知の

ことである。技師補助としての開発・研究業務,

プランニング(設計業務),各種管理スタッフ,現

場スタッフ, セールス・ サービス・エンジニアと

してのしごと, フォアマンとしてのしごとなど。

そのいずれにも間に合 う養成はいずれにも間に合

わない教育ともなりかねない。 ここでは,進路特

性 lこ応ずる課程構成原則は及んでいない。 ところ

が,工業高校の教育課程は細分化していく一方で

ある。機械・電気 0化工……など,実に72種類も

の課程があるといわれている。近代工業の専門化

に対応する課程設置 といえようが,その無原則的

な細分化はやがて近代工業における総合化 (分野

間の緊密な連関」に対応できなくなるという弊を

生み出すだろう。

上の 2っ をてらし合わせてみて,工業高校の課

程の構成は,職能分化,専門化と総合化の統一を

実現するような方向に向うべきもののように考え

らi■ る。すなわちはじめから専攻ごとの課程に分

かれることなく,職能・専門群 ごとの最も基礎的

教養を修める段階から,漸次分化していくような

課程構成が考えられるべきであろう。このことは

さらに拡げていけば,高等学校段階教育の総合化

ということに及ぶ。さらにこのことは,工業高校

教育|二 おける一般教育の問題や普通課程における

一般技術教育の問題にも波及することになる。

現代の一般教育・
~l主

張は,職業・専門教育に対

し,その欠陥を補うものとして出てきている。つ

まり,職業教育が専門化と細分化のために,主体

であるべき人間を見失い,職業的技能のなかに人

間の主体性を没却し去ろうとすることへのプロテ

ストとして出てきたといえる。それは, したがっ

て,職業教育・専門教育の基礎をなす人間性の陶

冶をめざす教養教育であることをその根本特質と

するといえよう。半面,普通課程に一般技術教育

を課することによって,人文教養にかたよらない

人間の全面的発達 0完成への道を同時に考えてお

かなければならない。

技術の変革に対応して教育体制の変革をいうば

あい, とかく教育制度をひねくりまわすことに関

心がむきやすく,かんじんの教育内容への関′きが

うすいこと,たまたまそれがとり上げられても,

いわば “属身的知識・技術"の徒一一知識 0技術

を主体的に駆使できない人間一一の進出をはたす

ような内容いじりに終りやすい。このようないき

方が,ながい日でみて, 日本人としての完成,同

時にわが国の科学・技術水準を真にたかめること

になるかどうかを疑う。さしあたり,「科学技術

教育を学校制度ばかりでなく,教育課程や教育方

法の構成原理として,わが国の技術をして外国の

模倣技術の段階を脱却させ,その水準を国際的な

ものにまで近づかせることに一歩ふみ出すことが

今日の教育の当面する大きな課題である」 (細谷

俊夫「生産教育」国土社)よ うに思われる。

(国 学院大学教授 )



後期 中等教育編成 と課題

忠 信口山

1経  過

後期中等教育が本格的に問題にな りはじめたの

は,昭和35年 (1960年 )ごろからである。 もちろ

んそれ以前にも,高校進学率の上昇や技術革新の

進行に伴なって,科学技術教育の振興や高校全入

といった観点から,中等教育の制度や内容に関す

る改善の動きはあった。

しかし,後期中等教育の全面的な再編成という

見地から問題が提出されはじめたのは,前年 (19

59年 )に イギ リスでクラウザー報告が,ア メリカ

でコンナント報告が出されたことがきっかけにな

ったといえる。前者は書名が「 15to18」 となって

お り,その年令段階のすべての青年の教育の再構

成 を問題にしたし,後者は進学率が95%以 上 とい

われる「今 日のアメリカの高等学校」の再検討を

勧告したものであった。

いまや,教育爆発の時代 といわれ,イ ギ リス,

アメリカのみならず,フ ランス, ソ連, ドイツな

ど世界各国でいろいろなな教育改革が進められつ

つあるが,そ の焦点は,義務教育年限の延長,中

等教育の機会均等,そ の質的充実 といった,後期

中等段階の教育に向けられている。

わが国では,35年 には教育白書「進み行 く社会

の青少年教育」が刊行され,ま た同年に,高等学

θ

校教育課程の改定 (38年 度から実施)が行なわれ

た。 これは教育課程にA,B二 類型を設け,生徒

の能力,適性,進路に応ずる教育を意図したもの

である。

その後,高校急増対策が焦点になったが,38年

になって経済審議会から,「経済発展における人

間能力開発の課題と対策」 と題する答申が出され

た。 これは審議会の性格からもわがるように,経

済発展のためのマンパワーの開発の見地から後期

中等教育編成の提案を行なっている。同年 6月 に

中央教育審議会に対して「後期中等教育の拡充整

備について」諮問が行なわれた。 これは「期待さ

れる人間像」 と「後期中等教育のあり方」の二つ

にわかれてお り,前者については今年の 1月 に草

案が出されたことは周知のとお りである。後者の

内容は,後期中等教育の①目的・性格 ②教育内

容・方法・授業形態・教員 ③教育機関の形態・

制度上の位置づけを諮問したものであ り, これは

目下審議が進められている。

諮問が行なわれてから,論議は活発 とな り, こ

れまでに全国都道府県教育委員長協議会,同教育

長協議会,全国工業高等学校長協会, 日経連教育

特別委員会, 日教組中等教育研究委員会などから

意見書が提出された。



一
ヽ

全国高校長協議会では,現在の高校では,生徒

の能力の巾が広 く,一方,高校に対する社会的需

要は多様化されてきているので,柔軟性に富んだ

教育課程の編成が必要であり,普通課程について

は才能コース (学問的または芸術的),文科コー

ス,理科コース,普通コース,実務コース,家庭

コース,職業課程については,技術を主 とする教

育,技能を主 とする教育などのコースの分化が必

要であることをのべている。

日経連のものは,技能に関する学科の新設 (技

能高等学校の設置), コース等の多様化をあげ,

画一的な教育の改善を主張している。

また日教組の中等教育研究委員会では,新たな

普通教育の創造 と課程の差別なき分化 ということ

を提案 している。そのため分イしの時期はできるだ

けお くらせること,ま た分化は職業的な分化では

なく科学の領域にみあった分化であるべきである

と述べている。

2量 の 問 題

後期中等教育問題をひきおこしたもっとも大き

な要因は,高校進学率の急激な上昇にあるといえ

よう。昭和10年 に義務教育終了者の うち中等学校

への進学者は18.5%(現在では大学進学者の割合

にほぼ匹敵する)であったが,昭和25年の高校進

学率は45.5%に 達 し,39年 には70.6%に 伸びてい

る。男子だけでは73.3%,女子だけでは67.8%と

女子がやや低いが,男女差が縮まってきたことも

大 きな特色で,25年 との差が男子では18.6%に 対

し女子では31.9%と 著 しい伸びを示している。

進学希望はさらにこれを上まわっている。たと

え,現在70%程度の進学希望は90%以 上に達 し,

また今後さらにふえると予想される地域が少なく

ない。高校 く
゛
らいでてお くのがあた りまえとい う

意識が一般化しつつある。 このように,高等学校

はもはや一部の優秀な人材のための教育機関では

な く,すべての青年のために開放されねばならな

い機関 となったといえるであろう。しかるに,現

在では一方において,高等学校を依然 として過去

の中等教育 と同様に考え,能力のない者をいれず

高等学校教育の水準を保 とうとする動きがある。

かっては,中等教育への進学を妨げる要因 とし

て,経済的・社会的要因が大 きな比重を占めてい

た。しかし,今 日では事情がかわ りつつある。そ

れらの要因は比較的弱 くな り, これにかわって大

きな位置を占めてきたのは,学力要因である。

進学するか否かは,主 として中学校時の成績 ,

ないしは種々の形で行なわれているテス トの成績

によって決定される。 (進学する学校や課程まで

もほぼこれによってきまる)進学を希望 しない者

も,自分の成績から考えて断念している者が多 く

なっている。

また,進学を希望 しない理由の中には,仕事に

つ くには今の高校では役 lC立たない。勉強 より仕

事のほうがよいというものもある。 これは成績が

悪いための表現 ともとれるが,一面では現在の高

校教育がある層の青年の要求を満たすものになっ

ていないことへの批半」ともみることができる。

これらは高等学校の性格に関する問題である。

高校が一定の学力水準以上の者を対象とすれば,

すべての青年のための教育機関とはならない。し

かしすでに70%,地域によっては80%以上 も進学

しているとき, この学力水準なるものの意味はあ

いまいになっている。そのような基準によって進

学,非進学をふるいわけることより,積極的にす

べての青年をとらえ,かれらのさまざまな能力を

開発する機関に高校の性格をかえることが,教育

としては望ましい方向というべきであろう。

これまで,青年期の教育は学校教育としての高

等学校教育 と,勤労青少年教育 とに三分されてい

た。前者に対しては学習指導要領が明示され高い

教育水準が期待されたのに対し,後者に対しては



比較的自由な半面,条件が十分に整備されないの

で,低いレベルの教育にならぎるを得なかった。

後期中等教育という概念は, このような二本立

の教育でなく,15才から18才 にいたるすべての青

年のための教育を一貫した立場から再構成しよう

という理念を含んでいると考える。

3 内容・方法の問題

後期中等教育をすべての青年のものと考えると

き,現在の高等学校をそのまま量的に拡大するだ

けではいろいろな問題が生じてこよう。そこで,

再編成を行なうためにもっとも重要な問題は,教

育の内容や方法のあり方を明らかにすることであ

ると考える。

原則的には,能力,適性,進蕗に応じる多様性

に富んだ教育ということが認められよう。しかし

この多様性を単に制度の問題として処理するので

は基本的な解決にはならないであろう。現在後期

中等段階の教育機関としては高等学校のほかに,

公共職業訓練所,事業内職業訓練所,青年学級,

勤労青年学校,各種学校,経営伝習農場などがあ

る。これらの機関をそのまま後期中等教育機関と

して位置づけるとか,い くつかのコース分化を考

るといった制度的な問題以前に,青年によるべき

教育内容や方法についての具体的な検討がなされ

ねばならないであ′ろう。

この問題についてはまだ解答がでているわけで

はなく,む しろ今後の課題であるが,次にそれら

の検討の視点をいくつか述べてみたいと思 う。

まず第一に,現在の高等学校の教育内容は,将

来学問的分野につながるものにかたよりすぎてい

る傾向がある。それは,中等教育が一部の者の教

育であった時代の教育内容と基本的性格において

かわってはいない。この傾向は高等学校が大学進

学準備教育に力を注 く
゛
ことによってますます強め

られている。38年 度から普通教科に関 して は,

Iθ

A,B二つの類型が設けられたが,その設置の状

況は大学進学につながるB類型にかた よって い

る。しかも,そ のような教育内容の設定において,

日標に到達しない者がかなり出ているといわれて

いる。この場合,教育内容の設定において,日標

に到達しない者を高校教育をうける能力をもたな

い者として除外するのでなく,現在の内容の性格

に問題があるとみるべきであろう。

高等学校は,大学進学の準備機関ではなく,高

等普通教育および専門教育をほどこす機関として

設置されている。現に大学への進学は,高等卒業

者全体で22.696(38年 3月 卒)であり,普通課程

のみとしても33.4%であって,大部分の者は高等

学校だけでさまざまな産業分野に進出して行く。

かれらにとっては,高等学校は社会に出るための

完成教育としての役割を呆さねばならない。

そこで,高等学校において与えるべき教養の構

造について新たな観点からの再構成が必要であろ

う。たとえば,普通課程を卒業して就職する者に

とって職業についての基礎的準備を要しないかど

うか。この点に関しては,学校においては基礎教

育を十分にやっておけばよいので,職業に必要な

能力は職場に入ってからで十分であり,む しろ基

を深くやっている方が適応力もあり将来も伸びる

という意見もある。しかしそれが果して教育の成

果としてそうであるのかはまだ明らかではないと

思 う。逆に職業的な基礎を欠いていたために職場

に適応できなかったケースもある。

要するに,基礎とは何か,普通教科と職業教科

の構造を,卒業後の生活に必要とされる能力とい

う見地から明らかにされねばならないであろう。

次に,教育内容の知識主義的性格について指摘

したい。この傾向は普通教科においてもいえるこ

とであるが,ま た職業課程における専門教科につ

いても同様である。専門科目の内容は多くは大学

の内容の縮少版であって,広い知識が羅列されて
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いる傾向が強い。それは,卒業後社会に出て必要

とされる能力とはかな りずれがある。現在の内容

構成の立場は,社会に出て働 く基礎を養 うために

巾広くいろいろな知識を身につけておくことが必

要だというものであるが果して基礎 とはそのよう

な知識であるか検討を要する。

かってわれわれの研究室で,仕事の分析にもと

づく教育内容の検討を試みたことがある。その時

に得た一つの結論は,仕事の中で必要な能力は,

個々の要素的な知識だけではなくて,具体的な仕

事の場で総合的な判断を下せる能力が大きいとい

うことであった。たとえば農業についていえば,

肥料や土壌について種類や性質や,ま た施設設計

のし方などを学ぶが,実際に自分の土地でやろう

とすると,さ まざまな条件を考慮 して決定しなけ

ければならないので 2, 3年の経験を要する。

このような実際場面における判断力といったも

のは現在の教育の直接の目標 で は な い。それは

本人が知識を基礎に自分で努力して習得するもの

とされている。 しかし教育 としては,生徒の努力

にゆだねるのでなく,そ のような能力の訓練自体

を内容 としてもりこむこ
・
とが必要であろう。

教育内容として知識以外にどのような能力が必

要かを明らかにしなければならない。判断力,応

用力,創造力のほかにも,体力や共同で仕事をす

る能力や態度,人間関係のもち方,健康管理の能

力など,かな り種類のちがった目標が教育の中で

はっきり位置づけられることが必要であろう。

次に, これは主 として教育の方法の問題である

が,学科 と実習の関連についての検討が必要 とな

ろう。主 として というのは内容の構成のし方 とも

関連するからである。

職場で要求される能力は,知識や理論 と実技 と

が一体 となった行動力である。そのような能力は

やはり両者が関連をもつ ように指導されて身につ

くものであろう。現在のところの座学 と称される

学科と実習とは直接的な関連をもっては行なわれ

ていない。われわれの研究室では,生産活動 (実

習)を 中核としてその基礎となる理論や知識を関

連させながら段階的に発展させて行くような教育

方式を一つの仮説として提案している。しかし種

々の条件が満たされないためにまだはっきりした

効果を出すにはいたっていない。

学科と実習,生産と教育との関連を密接にする

ことによって効果をあげることをめざし,学校 と

企業や訓練所との連けい方式がさいきん多くなっ

て,い る。しかしいまのところは,実習を職場で,

学科を学校でという運受形態としての連けいで,

また内容的に生産の現場と理論的学習の統合が行

なわれるまでにはいたっていないといえよう。内

容および方法については。まだいろいろな工夫が

必要とされている。

最後に,教育方法における画一性をあげること

ができる。現在の教育は40人なり50人 に対する一

斉授業が主体をなしている。しかも主として講義

方式であって,生徒のひとりひとりの学習を確認

しつつ進むような授業の形態になっていない。

これはまた評価のあり方につながっている。ひ

とりひとりの個性や至I達状況を診断し,それにも

とづいて適切な指導を行なうというより,総合成

績による序列づけを主としているといえよう。そ

うしてその序列によって生徒の進路がきめられる

ことになる。能力の順位が問題であって, どのよ

うな個性や能力 (その内容)を身につけたかはあ

まり問題にならない。このような評価のし方をあ

らためることはきわめて重要な課題と考 え られ

る。評価は従来の序列方式からひとりひとりがど

のような内容を履習しどのような能力を身につけ

たか,その上に何をプラスすればよいかを判断す

る診断のための役害」を果さねばならない。そのよ

うな地盤のないところで進路指導を行なお うとし

ても,,そ れは学校や職場への配分をきめるだけで

Q



も,本人の能力を育てるものにはならない。

4組 織 の 問 題

以上のような観点をふまえて,それぞれの青年

のさまざまな能力が最高度にひきのばせるように

することが,後期中等教育を再組織する基本的態

度であると考える。ところで,そ の組識化のため

に考慮すべき点をいくつか述べてみよう。

まず第一には高等教育との関連である。現在高

等教育というと,アカデミックな能力を育てると

いう点で共通した性格をもっている。したがって

進学のためには学問をおさめる基礎能力が主とし

て問題になっている。

しかし現在のように技術のレベルが進歩してく

ると,広い層にわたって中等教育をこえる教育が

必要になってきている。企業内の教育でも短大程

度の教育機関が置されるようになってきている。

このことは,高等教育段階にも従来の大学とはち

がった性格の教育が必要となっていることを示す

ものであろう。さまざまな職業に対応して,その

能力をさらに高めるための,後期中等教育の発展

としての高等教育機関が望まれる。

次に,勤労青年のためには,教育のための社会

的条件が整備される必要がある。その一つとして

仕事をもちながら勉学する青年に対しては,週に

一日とか二日の昼間の勉学の機会が用意されねば

ならないであろう。そのためには企業倶1に対して

それを可能lCするような措置が必要となる。また

現在の勤労青年のための教育は、施設においても

指導者についてもきわめて不十分である。そのた

め,い くつかの機関が提けいし多目的に利用でき

るような総合的な教育組織の設置が考 えられねば

ならないであろう。

次に教育計画の広域化を指摘したい。現在大学

以外の教育機関は地域主義の原貝Jに 立っている。

すなわち,地域で育った青少年に対しては地域で
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すべて教育するという考え方である。ところが,

後期中等教育段階における青年の地域移動は全国

的にひろがっている。そのため,高校進学者をの

ぞいて地域にはほとんど後期中等教育の対象とな

る青年は残っていない場合もあるのではないかと

考えられる。逆にそのような非進学青年が大都市

に集中している。したがって後期中等教育の編成

にあたっては,青年の地域移動を前提 として,集

中的な対策を講 じることが必要になる。

おわりに一実験研究の必要性

最後に政策を実施するにあたって実験期間の必要

性を強調 してお きたい。

イギ リスにおいてもフランスにおいても,新 し

い改革案が提出される場合,実験校なら実験地域

を指定して,具体的な実施のプランを検討 してい

る。 これに対して,わ が国では政策の実施にあた

り,実験によって計画の妥当性や具体的な問題を

検討することはほとんどなかった。

とくにこのような制度の改善 ということになる

と,一つの学校,一つの市町村が単独で研究を試

みるには種々の制約をともなっている。指導要領

のわくをはずして思いきった新 しい教育内容を編

成することもむつかしいし,ま してや年限の短縮

など制度のわくをこえることは不可能であ り,ま

た財政的,人的な限界も伴 う。制度の改訂 とい う

ような大きな問題についてはかな り大規模な実験

が必要であろう。

その過程をねきにして政策が決定されてしまう

と,肯定か否定かの二者択一の態度 しかとれない

結果 となる。実践の結果にもとづいて,生 じる間

題を具体的に検討 してゆけば, より実 りの多い結

論を得ることができるであろうし,ま た改正のた

めの混舌しや空白を除きうる。

そういう意味において思いきった実験研究の必

要性を強調しておきたい。  (国 立教育研究所)
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後期 中等教育 の改革案

――全国高校長協会・全国工高校長協会・

都道府県教育委員長教育長協議会

日教組一―

ま え が き

現代は ｀
教育競争の時代である、といわれるように,

世界の主要諸国の教育は,後期中等教育の再編成をめぐ

って大きくゆれ動いている。  )
周知のように,19世紀の末から20世紀の20年代にかけ

て,義務教育年限を前期中等教育におよぼすことが課題

となったが,現代もその時期に似て,義務教育年限を後

期中等教育へ延長し,すべての青年に完全な中等教育を

ということが大きくクローズアップされるとともに,科

学技術教育を中心に,教育内容の再編成が課題となって

きている。

こうした国際的風潮に刺戟されて,わが国でも, ここ

数年来,後期中等教育の再編成が,教育界をはじめ,社

会全般の関心事となり,各種の団体や個人が,それぞれ

の視点にたって,改革意見を発表し,今秋中に発表され

る予定の「中教審の答申」へ働きかけている。つぎに,

おもな団体の改革案の大略をとりあげ,後期中等教育に

おける技術教育のありかたを検討する参考資料を提供す

ることにしよう。

全国高等学校長協会

「後期中等教育のあり方」に関する意見書

I序  説

わが国の教育は,戦後の教育改革によって,量的には

著しく拡大普及した。しかし,そ の内容においては,改

善を要する点が少なくない。今日,量より質への転換が

大きな課題となっているのは当然のことといわなければ

ならない。およそ一国の教育はその国の風土,民族性,

歴史,伝統に即し,良 き国民の育成をめざして行なわる

べきである。戦後2C年,わが国の教育をかえりみると,

この点において,はたしてこれでよかったろうか。

つぎに今日,わが国は民主的自由国家として,教育の

根本を人間尊重におかなければならないことは当然であ

るが,はたして, こうした理念を実現するための教育が

正しくすすめられているかどうか。とりわけ高等学校の

教育をみると,義務教育終了者の 70%強が入学し,し

たがって入学者の能力,適性,索質に著しい開きのある

うえに,さ らに,産業経済の高度化に伴って,社会の高

等教育に対する需要は広範かつ多様になってきているの

で,現行制度をもって,はたして, こうした要請にこた

えうるかどうか, じゅうぶん検討を要する。

もとより,高校の教育は 603o3・ 4の教育牛1度の一

環として存在するものであるから,単に高等教育だけの

改善を考えても,その他の各段階の教育がそれに適合す

るように改められない限り,実効はあがらない。したが

って,われわれとしては大学をはじめ各段階の教育につ

いて,高等教育とう関連において,検討を加えたいと思

う。

(1)中学校教育について

中学校は義務教育の完成期であり,生徒の身体的・精

神的発達とともに能力 0適性は顕著になり,その幅は広

くなる。先進各国においては,早 くは10歳 (西独)か ら

おそくも15o6歳 まで (フ ランス)の期間において,その

適性能力を,あ るいはイギリスのように各種のテスト等

により,あ るいはフランスのように観察課程を通 じ,あ

るいはアメリカに見られるようにガイダンス 0カ ウンセ

リング等により詳細に調査し,生徒の多様な能力に即し

たコースに配分しているのである。しかるにわが国では

かかる進路指導よりも,学力検査の得点が指標 として過

Ｒ
Ｐ
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大視される傾向が強い。

高等学校への進学については,ただ学力検査の成績の

みによることなく適性,能力および学習到達度が公正な

方法によって判定され,それにふさわしいコースヘ進む

よう指導されなければならない。またこれらを無視した

「全入」ということは,当人にとって損失であるばかり

でなく,高校教育の水準を低下させ,国家社会に対し,

いたずらに浪費をしいることになろう。「国民は,その

能力に応じて,ひ としく教育を受ける権利を有する」の

であるが,その能力,適性を無視して,同質の教育を与

えられることは,決して平等でも機会均等でもない。平

等とか機会均等とかは,学習の到達度と能力・適性と志

望とを異にしたものを同一の学校とかクラスとかに入れ

ておくことによって与えられる性質のものではない。教

室での落後者を生まないことが実質的な平等であり,機

会均等なのである。

中学校の教育は,各人の適性・能力を発見し,さ らに

それを積極的に伸ばし,個性の自覚に導くことを本質的

な使命とするように改善されなければならない。かかる

教育によってこそ,直ちに社会において実務に従事する

ものにあっても,あ るいは高等学校のどの学科・ コース

を選ぶものにあっても, 自己の能力・個性については,

明確な自覚と進路と使命についての確固たる信念をもっ

て行動する主体的な人間が育てられるであろう。優越感

とか劣等感とか差別感にわずらわされないで,ど こまで

も個性を伸ばすことが,教育の基底でなけれ ば な らな

(2)高等教育について (略 )

(3)入学試験について (略 )

Ⅱ 高等学校教育の改善

現在高校には,全 日制・定時制・通信制の3つの課程

があり,それぞれの課程に普通科のほかに,農・工・商

などの専門教育を主として行なう学科がある。そして,

これらは生徒の能力・適性・志望などに応じて,そ のい

ずれかが履習できるようになっている。しかし,実際に

は必ずしも適切な進路指導が行なわれていない現状にお

いては,生徒の個人個人にふさわしい課程なり,学科を

履習しているとはいえない。そのうえ転科という機会も

きわめて困難なので,生徒は不本意ながらはじめに選ん

だ課程なり,学科にとどまることになって,能力開発の

面から見ても,大きな損失を重ねている。

とくに,現在の高校では,さ きに述べたように生徒の
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能力の幅が広く,一方,高校に対する社会的需要は多様

化されてきているので, この′点から柔軟性に富んだ教育

課程の編成が要請されるわけである。すなわち, コース

制等の設定によって学習の目的を明確にして,学習の合

理化・能率化をはかる必要がある。それとともに必要に

応じて単独の学科・ コースをおく高校,さ らに,中学校

の課程とあわせて一貫教育を行なう6年制のものなどを

検討すべきである。とくに,職業科の教育においては,

4年制の高校も考える必要がある。

さらに,こ うした教育課程や教育制度の改変に即応し

て,学科や学年制,単位制をはじめ,教育内容,教育方

法,教科用図書,学校の規模:学級定員,教職員定教,

教員養成制度,入試制度等に改善を加えるとともに,総

合制高校,学区制,男女共学,全寮制高校等についても

新しい視野に立って検討する必要がある。

(1)普通科につもヽて

高校在学者の約 6割が普通科の生徒であり,そ の約 3

割が進学し,他は就職するか,家庭に入るものである。

就職するものの職場は多種多様であるから,それに即応

する教育課程が必要であるのに, ともすれば,詰め込み

式進学中心の教育となり,そのために新たに増加した大

衆に対する教育や職業指導に対する配慮がじゅうぶんで

ない。新教育課程においてA,B2つ の類型が設けられ

たが, これだけでは,多様な社会的要請にも応ずること

ができないし,ま た個人差に応ずることもできない。

生徒達の能力適性や志望などにもとづき,カ ウンセラ

ーなどの提供する資料や助言によって,父母や教師が生

徒に学習の範囲や系列を決めさせると,そ のコースは各

人ごとには単位の組み合わせという形式をとる場合が多

いであろう。普通科高校として一定の地域における一般

青少年の必要に応ずるコースは,およそつぎのような 6

つが考えられる。さらに地域の実情,職業科高校のあり

方や学区制などの関係によって,い ろいろの場合が考慮

されよう。

①才能コース (学問的または芸術的) ②文科コース

③理科コース ④普通コース ⑤実務コース (3家庭

コ ー ス

学問的または芸術的才能は,早期に確認されるならば

中学校の第 2学年からでもこのコースに入れることも可

能であろう。また大学進学についても特別の配慮を検討

すべきである。単位制を採用し,年数の順序に拘泥した

り,ム ダな足踏みをすることを省いて,そ の才能にいど

むことも検討すべきであろう。民主的社会の発展は多種

多様の貢献によってなされ,文化の進展も倉」造的才能に
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よってもたらされるものである。学問のための学問,芸

術のための芸術を目ざす人間は少ないが,かかる倉1造的

才能のある者は,文化進展の推進者である。

文科,理科と分けたのは,学問的才能の類型によるも

のであるが,さ らに多様化することもできよう。普通コ

ースというのはいわば完成コースで,市民的一般教養を

中心とするものである。実務コースは,一般教養と職業

的ないし近代産業社会の要望する技術技能に重点をおく

ものである。もとより,実務に関する専門的教育は職業

科の担当する分野であるが,普通科でも個人または地域

の必要等に応じ,特定の職業とか技術技能に傾斜をつけ

るものも考えられよう。したがってこのコースは職業科

高校との関連も検討する必要があろう。家庭コースは,

家庭生活に関する教養を中心とするものである。

以上のようにコースとその目的を明確にし,その教育

課程を編成するならば,そ の学習も目的的になり,充実

したものになるであろう。さらにまた必要に応じて単独

コースのみの普通科高校とか,)2～ 3種併設のそれを設

置することもよい。

つぎに各科の指導要領についても改定の要がある。と

くに何を教えるかということについては,各方面の要求

を入れすぎて,量的肥大症におかされているから,それ

を基本的事項について能力開発の立場から精選し,ま た

個人差に応ずるよう配慮すべきである。むずかしい理論

を暗記するよりも,基礎的能力を練 り,いかにくふ うし

創造するかという意欲と態度をかん養することが教育の

眼目である。現行の学習指導要領も, この趣旨と同じで

あるが,大学入試やその他の要求などによって,実際に

は生かされていないのである。

今日の普通科の教育は,受験勉強本位であるとさえい

われる。各大学における思い思いの基準による出題傾向

にふり回されたり,各会社等の入社試験の傾向に一喜一

憂したりする。試験問題を入学ないし入社後の成績との

相関度も,ほ とんど検討もされていない。高校教育の本

旨に即した合理的で妥当な出題は少ないから,点取 り主

義や詰め込み教育が発生する。

教養ということは,断片的な知識の獲得とは関係がな

い。視野が広く,精神が柔軟で創造くふうの能力に富み

美的情操と人間的感受性がゆたかなことなのである。こ

れは受験勉強という詰め込み教育に追われる青白いイン

テリといわれるものには期待はできない。古典は教養の

宝庫といわれるけれど,ひ とたび「受験物」として,そ

の理解の仕方まで特定の「暗記」を「詰め込ま」れるよ

うなものになっては,教養とは無縁になる。これに反し

て真に教養ある教師ならば,「機械工作」の授業を通し

てでもゆたかな教養を与えることもできるであろう。教

育するということは,その学問への本質的興味を深めさ

せることであり,それがやがて自己の特性を知 り, 自己

の使命や責任にめざめさせるのである。

生徒たちが学校生活を通じて, 自己の特性を自覚し,

真に生きがいを見出すならば,学習も自主的になり,計

画的になるであろう。このような態度と意欲が「教育は

一生にわたるもの」と自覚させる基本である。高等学校

の科目を必修にし,大学の教養科日と一致するようにし

たからとて,教養の片寄りを防ぎ,一貫性をもたせるこ

ととにはならないで,む しろ「前に習っている」「いた

ずらな重複」ということにもなるであろう。「本質的興

味」をかきたてられた学生ならば,むしろその深さを増

すことに喜びを感じ,生涯その道に生きがいを見出すほ

どになるであろう。

形式や量的な教材の系統性よりも,学問の質の一貫性

が基本である。高等学校の普通科は,高等普通教育を施

すことを目的とし,一般的な教養を高め,社会について

広く深い理解と健全な判断力を養い,個性の確立につと

め,国家社会の有為な人材を育成することを 目標 とす

る。近時ようやく「人間像」の確立が唱えられている。

今こそ人間教育の本旨によって,普通科教育の基本体制

から検討すべきである。

(2)職業科について

近年,経済の高度成長にともなって,中堅技術者に対

する社会的要求が増大し, これに応じて,職業に関する

学科 (以下単に職業科という)の生徒が,急激に増加し

てきている。しかし,その入学者の実情をみると,学力

の高い者もあるが,多数入学の当然の結果として,学力

の低い者が多くなってきている。中には,現行の教育課

程を履修するのにはなはだしく困難を感じている者も少

なくない。

現在の職業科の教育においては,普通科のA類型程度

の普通教科を履修するとともに,かなり高い程度の専門

教育を修めることになるので,大部分の生徒にとっては

負担過重になって,消化不良をおこしているのが現状で

ある。とりわけ前述したように学力的に劣る生徒が急増

している現状から,職業科については根本的な検討を行

ない,技術革新の新しい時代に対処できるような中堅技

術者ならびに技能者の育成に遺憾のないようにする必要

がある。

今日,世界の先進諸国においては,いずれも職業・技

術の教育を重視し,そ の方向に沿 うて教育制度の改革を
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行なっている。学校におけるこれら職業・技術の行きヵ

にはいろいろあるが,大きく分けてつぎの 2つ とするこ

とができる。

①基礎技術的な教育に重点をおき,将来広い具体的職

業分野への適応・発展への基幹をつ くる。

②技能的・作業的教育を重視して,卒業後直ちに職業

に適応できる能力のいとぐちをつ くる。

現在のわが国では, どちらかといえば①に属するもの

がおこなわれている。この型は,今 日の産業の高度化の

中で当然重要な意味をもつことはい うまでもない。しか

し,産業の大規模化に応じ,ま た生徒の特性を生かすた

め,② の型の職業教育も伸ばす必要がある。 もちろん,

この 2つの職業教育は高等学校教育として,Cは②の要

素をもったものであ り,同時に②は①の要素を無視した

ものであってはならない。いずれにしても, これからの

職業教育は,従来のような画一的な制度を廃して生徒の

進路・適性・能力ならびに地域の実情に応じて,弾力性

のあるものにする必要がある。   )
職業科においてはその性格上,実験・実習に重きをお

き, これを通 じて職業人としての人間形成に役立てるこ

とが考えられなければならない。いたずらに理論をつめ

こむことに終始して,生徒の自主性を妨げるような指導

は厳につつしまなければならない。

なお,職業科に関しては, とくにつぎの点について検

討する必要がある。

①職業に対する意欲を盛んにすること=職業科の生徒は

学校で修得した技術や技能について,誇 りと自信とをも

って職場につき, 自己の能力・適性を伸ばすことが本領

である。ただ漫然と大学進学を考えて,実力養成の期を

空しくしないよう指導することが肝要である。それには

同時に社会的に実力尊重の気風をたかめ,学歴などに関

係なく,能力ある者を登用する道を開くことを希望した

ヽヽ。

②資格試験制度の新設ならびに改善をはかること=職業

系高校の卒業者に対し,必要に応じ,資格検定制度を設

けるとともに,現行の検定制度については,高校教育と

の関連づけを考慮すべきである。

③大学への門戸を開くこと=今 日の社会組織のうち,技

術の世界の中で,普通に大学をおえた多 くの技術者 0経

営者のほかに,早期に専門的な素養を身につけた うえに

さらに大学に進んで高い程度の職業教育を うけたような

者が,あ る程度の数必要なことはい うまでもない。した

がって職業高校卒業者の中で, とくに才能のある者が ,

大学に進むことについては,職業的・技術的大学による
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一貫教育を行なうか,一般大学に対する別ワク入学など

の方途を講ずる必要がある。

④各教科および小学科の独自性を強化すること=職業に

関する各学科はそれぞれ,独自の教育目標と教育内容が

定められている。しかるに現行学習指導要領においては

教育課程編成の基準を定めるにあたり,個々の学習の特

性を無視し,普通科に対する職業科 1本 としての画一的

なワクをかけている。したがって各学校,各学科におい

て生徒の進路・適性・能力ならびに地域の実情に応じた

特色ある幾種類もの教育課程を編成することを妨げてい

る。この点については,各学科ごとに独自性をもたせる

方向で,根本的に検討を加える必要がある。つぎに職業

科のおもなる学科につき, とくに改善を要する重ッ点事項

につき述べる。

□農業に関する学科=わが国の農業は歴史的転機を迎え

旧来の生産性の低い農業から,生産性のたかい農業への

発展のために,国 も指導者も農民も努力している。農業

の発展をはかるためには,有能な後継者を確保すること

である。そのための農業教育において改善を要する最も

重要な問題はつぎの3項である。

①農業自営者の教育については,生産性の高い農業をめ

ざして,経営規模の拡大に応じ機械化一貫作業体系技術

の習得を通じて,近代化された経営・技術の教育を行な

う必要がある。

②農業の自営は祖先から継承した農地等がなければ就農

し得ないという特殊事情があるので,農業自営者になる

ような環境条件をそなえた者には,農業教育を受ける機

会が与えられるよう入学者選抜の際配慮するとともに,

その教育内容は生徒の就農の意欲をもたせるよう改善す

べきである。

③農業関連産業者を養成する学科においては,最近,農

業関連産業が膨張し,生産技術が急速に発展してきたの

に応じ基礎的技術の教育とともに,それぞれの学科の目

ざす専門的教育の強化をはかる必要がある。

□工業に関する学科=工業教育はとくに学校教育のフク

内だけで考えることは困難であり,産業社会と学校との,

両者共同の責任で,技術者を育てるという態度を必要と

する。科学技術の「高度の進歩J「作業の単純化J「生産

の巨大化Jに よって中級技術者は,上の方に引き上げら

れた技術者 (テ クニシアン)群 と作業ラインに接した群

とに分化する。この傾向と「工業高校倍増Jに よる生徒

増の関連から,工業高校をつぎの2つの教育内容をもっ

たものに分けるべきである。

①技術を主とする学校=つぎの②との分別によって,現



在よりも内容設備の整理ができる。

C技能を主とする学校=と くに倍増した新しい層の少年

たちを有能で自信をもった工業人とするため, この種の

学校を多くする必要がある。

この①と②はそれぞれ単独の学校であることが望まし

□商業に関する学科=現在商業高校に在学する生徒には

卒業後直ちに実務に従事するものと上級学校に進学する

ものとがある。実務に従事するものも,その実態により

千差万別の職種に配置される。また,男女の別によって

就職先の職種も生涯の生活も異にする。しかるに現行学

習指導要領は,男子を中心とした商業教育一般について

の基準を示すものであって,いたずらに広範な知識技能

を浅 く広く学習することを要求し,生徒個々の特性を生

かし,社会の要望にこたえることが困難である。そのう

え,今 日商業教育の対象となる実務の内容は日々大きな

変容をとげているので,それに即応するため,つぎの点

に留意して,商業学科の体質を尊善する必要がある。

Cコ ース制を設けるか,類型を強化するなどの方途を講

じ,商業教育の専門性を明確化すること。 (例 =経理コ

ース,販売コース,事務管理コース等)

②商業に関する科目の総単位数を最小限度に規定し,一

般教養教科を含めて教科・科目の整理を行ない,各学校

において自由な教育課程の類型を編成できるように現行

学習指導要領を改定すること。

G企業における事務処理は急速に合理化し機械化されて

いるので,商業教育においてはすみやかにそれらに応ず

る体制を整えること。

日水産に関する学科=水産高校はその性格上,卒業後,

資格獲得を必要とする場合が多いが,現行の資格検定制

度は高校教育との関連性が乏しい。この点,検定制度な

らびに高校教育の改善が必要である。また,専門科目担

当の教職員確保がきわめて困難である現状を打開する方

途を講ずる必要がある。

①水産高校には,漁業科・製造科・増殖科・機関科・無

線科・経営科等の小学科があり,各科ともそれぞれの資

格検定制度に関連があるが,学習指導要領と一致しない

ため不便が多く,せっかくの資格も受けられない場合が

多いcかつ水産高校の教育内容は多岐にわたり,しかも

高度の内容をもつ教科が多いので,教科の融通性をもた

せた2カ 年の専攻科制を制度化して,生徒に希望をもっ

て学習にはげめるよう,明確な目標を与えるべ きであ

るc

②水産関係大学は数少なく,かつ,教職科程履習者はき

わめて少なくそれも産業界に流出する傾向が多いため,

教職員確保ははなはだしく困難である。この点につぃて

は,水産関係大学・学部または学科を弾力性ある制度の

ものに改め,水産高校教職員の確保をはかるべきであ

る。

国家庭に関する学科=現下の社会の要請と女子の適性能

力に応ずる職業教育の分野として,つ ぎのつのコースを

設ける。

①家政コース=家庭生活の全領域にわたって,均衡のと

れた教育を施すものc

②専門コース=家庭科教育の内容を専門化する。たとえ

ば,看護科 (看護婦を養成),保健科 (保健婦),保育科

(保母),栄養科 (栄養士),服飾デザイン科 (服飾デザ

イナー)等。

なお,専門コースの卒業生に対し,資格検定告1度を設

ける必要がある。

(3)定通教育について

□定時制教育=わが国の定時制課程は,その大部分が実

際には夜間全日制の教育を行なっているcしかも,その

教育課程をみると,全日制のそれと全く同じで,勤労青

年の教育としての特色は,ほ とんどみることが で きな

い。それゆえ,あ くまで働きつつ学ぶ青年に対する教育

であるという明確な定時制教育の理念が確立されるよう

施策される必要が痛感される。

一方,生徒の実態をみると,.その過半数は労働時間 1

日8時間以上で,疲労の程度もかなり高いといわれてい

る。しかも,現在生徒の実態は,学力にかなりの差異が

みられる。このような事情のもとに 4年 という期間に,

全日制と同じ程度の学習をさせて卒業を認めるというこ

とは,生徒にとっては負担に耐えられないであろうし,

学校としても,使用者側にとっても,かなり無理がある

ことは否定できない。したがって,今後の定時制の教育

については,昼間勤労の後,夜間 6日 の授業が人間能力

の限界をこえていることを考え,こ れをその本来の姿に

かえし,夜間授業と昼間授業とをあわせ行なうなどのほ

か,さ らに授業の完全実施のために少なくとも雇
1用

主に

対して,就学の義務づけをするとともに,税の減免など

一連の法的措置を講じなくてはならないc

また,修業年限なども固定しないで,無理なく学習で

きるような体制に改める必要がある。これがために先行

条件として,社会資格制度の慣習を確立して,能力本位

の人材登用をすることを本格化することが重要である。

もちろん,定時制課程におけるこうした改革に伴って

教育課程も当然これに即応するようなものに改められな
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ければならない。すなわち,定時制では,そ の性格上,

技能教育を中,い とする教育課程があってもよいし,基礎

的職業教育を中′いとするもの,一般教養を主とするもの

など,いろいろな教育課程が用意されなけれ ば な らな

ヽヽ。

また,生徒各自の興味や適性・能力・環境などに応じ

て,適当なコースをえらんで学習することができるとと

もに,通信教育や企業内訓練などとの連係をはかるほか

とくに,学習指導法の近代化,給食,保健体育施設の改

善充実など定時制教育の振興に必要な施策が財政面から

もとられなければならない。

□通信制教育=通信教育を沿革史的にみると,社会教育

として,ま たは学校教育の社会科として発展 して きた

が,昭和37年の学校教育法の改正と,38年 の改定学習指

導要領によって,高校教育の 1本の柱として,全日制 0

定時制と並列して高校教育を構成するにいたった。した

がって現在でもなお歴史的関係で残っている社会教育的

要素を払拭して,明確に学校教育とし〆の体制を確立す

べきである。このためには現在の全員入学方式を改め,

選抜方式に切り替え,入学者の能力向上をはかり,それ

により現在のごとき極端な生徒の脱落防止と社会的信用

の増進につとめる必要がある。

また教育内容を適性・能力に応じ多様化をはかり,生

徒の勤労と関係のある職業科教育を可能ならしめるとと

もに,自学主義学習に適応するよう教科書と学習書の内

容を改善すべきである。

定時制教育の改善と並列して:併修しやすい体制を考

慮することも必要である。また,学習指導・生活指導そ

の他にわたり個人指導の形態をとらざるを得ないし,事

務的・管理的に時間と労力を多大に要するので,職員定

数の増加,事務の機械化をはかるべきである。その他一

般教科,視聴覚教育,実験実習,保健体育等の施設・設

備の充実が望まれる。

将来は一県に一校の通信教育の独立校を設置し,専任

校長の下に体制を確立すべきである。なお狭域および広

域通信制の協力校については,その性格規定を明確化し

その体制の確立をはかるとともに, これに対する予算措

置を検討すべきである。

在籍生徒数を明確にするため,国において受講料の有

効期間とその措置規定を明らかにすることが望まれる。

なお高校在学者以外のもので,社会教育として高校教育

程度の教養を得たいという社会教育的学習希望者のため

には,教養科ともいうべき別ワクの課程を考慮してみる

必要がある。

Iθ

(4)女子教育について

個人の尊厳と両性の本質的平等にもとづく教育の機会

均等の原則は尊重されねばならない。しかし,ややもす

れば女子の高校教育を男子との形式的平等の面からのみ

とらえ,男女に同質同量の教育を施すことの面だけが強

調される風潮がみられる。しかし元来,男女は心身とも

に本質的に異なる面があるので,基本的には平等である

という基礎の上に立ちながら,それぞれの特性や進路に

応じた教育が必要である。

□女子教育の重点=女子は妊娠と育児という天賦の責任

があるし,家庭経営という社会的経済的任務もある。家

庭の民主化と合理化は進み,消費生活は近代化されてき

たが,女子は家庭生活の中,い であることは不変であり,

しかも近代社会においては組織の中の孤独感,職場の機

械化や営利本位の企業の弊などは,家族間の正常な結合

を乱し,人間疎外の現象はますます深刻化する傾向があ

るから,家庭が家族の′い身安定の場であり,人間形成の

場であり,社会構成の基盤であるべきことは,今後一層

強調されねばならない。しかも,そ の責任をになうもの

は主として妻であり,主婦であり,母である。

それゆえ家庭経営を担当する女子の教育としては,高

校では一般教養が, とくに社会・文芸・芸術・理科・保

健等を重視するとともに,家庭科については,家庭生活

の近代化に即応するよう検討を加えて生徒に魅力あるも

のに改め,こ れを重んじなければならない。

家庭生活の内容形式は地域社会の実情や家庭の環境等

によって,かなり異なるので,教育内容や単位数などにつ

いてはじゅうぶんな計画性と弾力性が必要である。とく

に円満な人格とゆたかな情操と母体としての健康とに,

女子独特の役目を果たすために女子教育の重点とすべき

であろう。

□女子と職業=戦後,法的に男女同権が認められて,女

性の自主性が高まり,女子教育が急速に普及するととも

に,産業技術の進歩は労働の合理化,細分化,単純化を

もたらし,女性の職場への進出が著しく増加した。しか

も,こ の傾向は今後若年労働者の絶対数が大幅に不足す

ることが予想されるので,ま すます顕著とな るで あろ

う。

女性自身も男子と対等に,社会公共に寄与する価値あ

る仕事に従事することに生きがいをみいだそうとするも

のがますます増加するすう勢である。かくて一般教育は

もちろん,政治的市民的ないし職業的教育については,

男子と同質の教育が要請される一面のあることは当然で

ある。



また,女子の職業教育については,男子と同様な教育

と訓練を要するものもあれば,女子のみの分野もあるが

いまだ女子の適職適材の研究や管理がふじゅうぶんであ

る。したがって,女子の適性能力にふさわしい適職を研

究するとともに,それに適応した職業教育が必要であろ

う。

□男女共学=新学制の発足とともに実施された共学も,

16年を経過した今日,当初危ぐされたほどの弊害もなく,

一応安定したかたちである。しかし女子が男子の刺激を

うけて学力が向上した半面,男性化して女子の特性が失

われるとの批判もある。別学と共学とそれぞれ長短はあ

るが,い まだに傾聴に値するほどの研究がなされていな

いことは残念である。

今日の時点においては,共学の原則を認めながら,男

女ともにその成熟期において,異性との比較や競争′いや

劣等感などにわずらわされないで,それ自身の完全な成

長をはかることをめざして男子のみと女子のみとあわせ

て 3種類の学校を育成し,それぞれ特色ある学校づくり

人つくりを長期的展望のもとに研究的態度をもって実践

すべきであろう。とくに共学校にあっては, これまでの

ような形式的共学ではなく,共学に必要な施設・設備の

整備,職員構成の配慮,男女 2名 の専任指導責任者の設

置など,男女の特性に適応する指導をするとともに,男

女の比率は原則として均等にすべきであろうぅ

(5)教育財政について (略 )

Ⅲ その他の後期中等教育について

義務教育終了後のすべての青少年(と くに15歳～17歳 )

に対して,そ の能力・適性・進路に応じ,かつその生活

実態に即して教育の機会を与えることは,現下の社会・

:経済の実体から,緊急かつ重大な要請となっている。世

界の先進諸国がすでに, この線にそって教育制度の改革

を実行にうつしているのも,こ うした事由にもとづくも

のである。

統計によれば,昭和38年度において上述の後期中等教

育該当年齢のものは, 629万 で,そ のうち高等学校在籍

者は60.7%,各種学校・青年学級・職業訓練所等の高校

以外の教育訓練機関に在籍しているもの9.9%, 残 りの

29.4%は ,なんらの教育機関にも在籍せず,そのまま放

置されている。したがって,こ れらすべての青少年に教

育の機会をひとしく与えるためには,高校教育の体質改

善と並んで,他の教育訓練機関においても検討を加え,

これらを整備拡充するとともに,勤労青少年をとりまく

社会的・経済的諸条件を改善する方途を講じなければな

らない。つぎに, この点について, とくに検討すべき事

項をあげる。

□各種青少年教育訓練所の整備 0充実=各種学校・青年

学級・社会通信教育・公共職業訓練所・事業内訓練所・

経営伝習農場等における教育および訓練は,公的なもの

として徹底を期する必要がある。現在これらの機関は施

設・設備・教育内容および方法・教職員組織・財政措置

において問題点が多く,必ずしも勤労青少年の実態に応

じたものとはいえない。したがってそれら各機関の目的

性格を明確にするとともに, じゅうぶんな財政措置を講

じ,教育・訓練の全般にわたって整備充実を期すべきで

ある。とくに各種学校については,従来の規範にとらわ

れることなく, ドイツの職業教育機関におけるがごとく

多くの職種の技能の修練の場とし,特殊な技能教育を徹

底的に行なう機関とする必要がある。

全国工業高校長協会

「 後期中等教育における

工業教育の改善に関する意見書」

工業教育は単に学校教育のワク内だけで考えることは

不可能であり,教育一般の問題の上に,さ らにわが国経

済の根幹をなすところの工業生産に必要な技術要員を,

産業社会と学校との両者共同の責任で育てるという強い

企業能勢で考えたい。

I 中級の技術者

(1)ピ ラミッド型の技術者体系 (技術と技能)=大きな機

械が新たに考えられ,具体的に設計され図面化されてい

く過程だけを考えても,頂上の技術者から以下,数多い

段階の多くの人たちの手と頭脳を経て,その機械の機関

・組織・細胞に相当するものが具体化されていく。この

場合の技術的な系列は幾何級数的に投げ網のような広が

りをもっている。

またこれを下の工作面から見上げると部品工作の技能

的作業の中でも,小さな技術的な問題処理が含まれ,最

終の総合組立てまでには,その間に繰 り返される検査・

試験をも含めて,技能的作業と技術的な活動とはつねに

ねじり合わされて最終の製品になっていく。

しかし以下では大きくみて上のほうに濃い ｀
技術、下

のほうに濃い ｀
技能、と単純な表現で2つに分けて述べ

る。また上・下の語も技術の組織体系からみたものにす

ぎず,人の上下を意味するものではないのはもちろんで
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ある。

佗)工業高校出身者の占める立場=か って工業が小規模で

あったころは,多 くは現場工員の上に立って指導し,間

題を解決処理するフォアマンであり,ま たあるときは町

の小経営者でもあった。技術の進歩につれて作業的要素

よりも技術的要素が中級者にも多く要求され,中級の技

術者としての大事な範囲を担当してきた。

今日――科学技術の ｀
高度の進歩、と作業面の ｀

単純

化、の進行,それと ｀
生産規模の巨大化、と,こ れら3

要因によって中級の工高卒の技術者層は,①高く引き上

げられたピラミッド上部の大学出身者,こ れにつづく高

専出身者,こ れらにつづく部分の大きな真空を埋める中

級技術者群,◎底辺の単純化された作業ラインの人たち

に接する技能的要素をもった技能者群 ,

この2つの群に分化する勢いにある。これは中学校か

ら一般高校への進学率の上昇と相まって著しい。ただし

この2群が同一企業・同一事業所で並存する場合もあろ

うが,産業別企業の種類によって④を要求するもの (例

=電気機械製造,通信機工業等)⑮を要求するもの (例

=鉄鋼,装置工業等,一般に小企業)に分かれることが

多いであろう。

Ⅱ 工業教育をどうするか

a)｀工業高等学校、を,上述のことと生徒倍増 (過去

3年で毎年卒業生 8万～17万)に も対応して,技能的体

験を重視しながら,つぎの2つの方向に大別する必要が

ある。もちろん,こ の中間に傾斜して多様の内容のもの

が考えられてよい。

1)型,技術を主とする学校=科学技術の進歩に適応しう

るため,技術の中での基本的な面に重点をおく。現在の

工業高校は大体この方向を向いているが,つぎの(2)と 分

別すれば現在よりもっと教育内容の整理ができよう。こ

の場合,技能的体験の価値を軽視してはいけない。

(2)型 ,技能を主とする学校=工業高校の倍増と高校進学

率の上昇による新しい大きな層に属する作業型の少年た

ちを,有能にして自信をもった今日の工業現場人とする

ため,こ の種の学校を増す必要がある。

(1)と (2)は 同一学校内の 2つのコースとしても可能では

あるが,それぞれ別の性格をもった個性のある学校であ

るほうが望ましい。この場合,(2)の学校を技能高校など

と別の名称で呼ぶには当たらない。教科科目の総合,作

業を基にしての教育に特徴を誇 り,工業界に実際に観迎

されればよい。これらのことは学科によっても異なった

形をとろう。佗)の型を行なうには,実習指導の教師の養

2θ

成,資格,待遇について, とくに考慮を要する。

以上のほかに工業高校の形態と活動は,下記の産学協

同,各種の技能学校との融合,組み合わせ等,その他多

様なものがあってよい。

b)｀企業内の青少年、が中学卒業後の数年間は,なん

らかの形の数育を受けられるようにする (事業主に義務

づける等)。 たとえば週,昼間 1～ 2日 など。これに関連

して

(3)型 , ｀
産学協同の工業高校、を作る。

卜定時制 (並列型)=工場勤務中の業務と合わせて一

体としての教育をする。たとえば昼間週 2日 程度,

夜間週 3日 程度の登校

:全日制 (サ ンドイッチ型)=工場に籍を置き,た と

えば3カ 月交代で学校で授業

これら工場に籍を置いたものは工場での狭いが深いlyt_

験のうえに,学校でその背景と基礎をなす工学一般 (一

般的な実習も含む)と 一般教育を加える。現在の工業高

校の内容・程度にとらわれない。

全日常1(サ ンドイッチ型)では学校に籍を置いたもの

も考えてよい。この場合の工場実習は実地にふれて直接:

間接に問題を発見しながら学ぶが,工場は学校の実験実

習をそっくり代行するところではない。 両`者あわせて

1本、の教育である。

以上のようにして,工業地帯では昼間定時制・夜間定

時制の 1つになった学校ができる。その他,工業大学で

普通高校卒業後,あ る年数の実務経験をもったものを優

先入学させ,その経験と問題を生かすこともぜひ考えな

ければならない。イヽ企業の連合,職能組合等にも企業内

訓練を及ぼさせるような奨励策を研究し,上記の(3)型の

学校と連絡するc

C)｀各種の技能学校、の振興=各種職能技能を専修す

る学校を国で奨励 (補助法等により)し ,その水準を高

める。高等学校に付設して相互に益するもよい。工業高

校と遜色のない充実した公立の職能学校を代表的な地域

にモデルとして作るのも1つの方法であろう。(例)=建 :

築製図,工作機械,電子機器,印刷などを昼夜。

d)｀検定制度、=工業高等学校その他の学校の目標と

教育内容は,多種多様の自主性を尊重し,その一方,技

術員としての基礎資格認定の検定試験を公の機関 (技術

関係の学会なども含む)で行なう。

e)｀工業高等学校の修業年限、=いろいろの形があっ

てよい。中学 2年修了後, ｀
高校 4年間、で行なうのが

最も望ましい。作業的な訓練にも現在の年齢ではすでに

おそい。 6`年制工業高校、一―中学校,高等学校の教



育を年次にかかわらず融合一貫して行なうようなものも

中学校義務教育の内容に弾力性をもたせることによって

作られるべきである。

Ⅲ 小 0中 。普通高校の一般技術科教育

文化的な今日の社会生活・家庭生活に密接な関係のあ

るような,そ して一般市民のためのものとしての一般技

術の教育を小・中・高の段階に適した内容で 必`修、す

る。中学,高校の上紙では選択の幅を大きくして,週 1

時間ぐらいから,職業準備教育に相当する充実したもの

もあるようにする。欧米でのインダストリアル・アーツ

のように国全体の科学的水準技術的水準の向上 に貢 献

し,ま た上級での専門教育に大きく影響を与えるもので

ある。

わが国学校教育における工業技術教育の進学体系をみ

て, とくに若い時代での空白に近い作業訓練の上に重ね

られる大学 (工学部)の教育のためまことに惜しいもの

がある。また同じく工業高校の威術教育をも生かして,

さらにその上に高等教育を受けた技術者 (現在で|ま ほと

んど不可能)も わが国には必要であることを知る。

〔付〕(i)技術教育と教養=技術者はいっそう豊かな人

FFl性をもたなければ,仕事の上でさえも円満に活動する

ことはできない。しかし教育の中で人間性の育成をいわ

ゆる一般教養だけに期待し,そ の一般教養を科目の知識

の集積のみで与えようとするのは誤 りである。人間的な

教養は教育の過程で,文科的学習,工学的研究,作業的

労作のあらゆる教育活動の中に,反復よき経験を積んで

いくようにして,総合されて行かなければならない。

そのためには文科的学習はもとより工学的な学習にお

いてはとくに内容だけを過重に詰め込むことを避け, じ

ゅうぶんな時間をかけて学習・作業による啓発を重視し

なければならない。社会に生きる技術者という具体的な

人間像―一単なる抽象的な人間でなく――を中′いにおい

て各担当者が協力教育する考えが教育の場全体にとけ込

んでいることが必要である。

(il)女子・の工業への参加=大量の女子の労働力が工業

界にはいってくることが期待される。しかし, この多数

の女子に対する工業に関する教育というものはここでい

う工業教育とは異質なもので,その職域,仕事内容をじ

ゅうぶん考慮に入れて別途に配慮すべきものである。

都道府県教育委員長教育長協議会

「 勤労青少年に対する

後期中等教育の拡充整備に関する方策」

第 I 勤労青少年に対する後期中等教育の実態

1概  況

(1)中学卒業者は,高校教育の対象として急速に組織化さ

れている=38年度における中学卒業者の進路は67%が高

校に進み,10%が各種学校,職業訓練所,青年学級等に

進み,教育未組織者は23%でぁる。最近5カ 年間の傾向

は,高校では全日制 (と くに普通科,工業科)と 通信制

が増加の傾向を示しており,定時制は減少している。

高校以外のおもな機関では各種学校,職業訓練所に進

む者がふえ,青年学級は減少している。高校進学の量的

拡大の内容は,全日制が主であり,それも普通科を中心

としてその方向をたどっており,各教育機関から知的教

育偏重の弊を指摘されている。なお中学卒業者の 1割余

は県外に出て就職または進学するが, これら移動者の進

学について,適切な措置がとられているかどうかが問題

であろう。

(2)高校卒業者は 6割強が就職者である=大学進学傾向が

高まっているとはいえ,全体からみれば38年度において

20%強 であり,高校卒業者の60%強は進学しないでただ

ちに就職する。これら6割余の生徒に対する就職前教育

は,じ ゅうぶんとはいえない現状である。

(3)後
期中等教育は質的改善が要請されている=後期中等

教育は青少年の能力,適性,進路に応じた教育,青少年

の生活実態に即した教育,産業社会等の要請に応じた教

育という質的な面の改善が要請されている。

2 勤労青少年教育の実態=勤労青少年教育機関に在籍

する生徒数は,高校通信課程,各種学校,職業訓練所,

準看護婦養成所が増加しているのに対して,高校定時制

課程,青年学級は減少している。

そしてこれらの教育機関は,13施設・設備 ②教職員

組織 C教育の内容および方法 0財政措置 ⑤生徒の

生活および学習環境 C生徒の福祉対策等に問題点があ

り,必ずしも勤労青少年の実態に応じて,適切な教育が

行なわれているとはいえない状況である。各教育機関の

傾向と問題点はつぎのように指摘されている。

(1)高等学校定時制課程=学校数は年 減々少しており, と

くに独立校の減少が目立っている。これに伴い生徒数も

工業科を除いて全般的に減っており, とりわけ農業,家

庭科が減少している。また生徒の大部分は夜間制の生徒

で,昼間制は減っており,入学率は急増期の38年度にお

いてさえ90%に とどまっている。さらに,卒業率は60～
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80%で ある。

こうした定時制不振の傾向は,多分に,そ の質的実態に

起因している。職場労働による生徒の疾労・就学に対す

る父兄,雇用主の理解と協力の不足,共用の施設・設備,

講義中心の画一的教育,優秀な専任教員の不足,個別指

導・生活指導の不行き届き, 4年以上の長期間就学,卒

業者に対する全日制との差別待遇等が問題′点としてあげ

られている。 さ らに定時制の生徒 1人当たり年間経費

(公費)は公立校で 37年度平均 49,000円 で全日制より

14,000円 も少ない。これらのことが定時常1不振の原因と

なっている。

(2)高 等学校通信制課程 =通信告1は ほとんどが併置校で,

生徒数は年々増加している。男女別では女子,年齢別で

は15～16歳の層がふえている。また入学者の傾向として

とくに最近,集団入学者の増加がいちじるしくなってい

る。さらに卒業率は多くの学校が10%以下である。通信

告1教育の問題点としては,全般的には定時制と同様であ

るが,内容的にはさらに深亥」である.)

その他,生徒の労働条件と職域の実態から起きている

スクーリング,休日授業の困難性,職業科教育の未整備

日曜日以外の日における施設・設備の使用不可能,教員

組織の弱体に伴 う個別指導,巡 |ヨ 指導の問題があげられ

る。また生徒 1人当たりの年間経費 (公費)は公立校で

37年度平均 8000円 で全日制の 9分の 1, 定時制の6分

の 1と なっている。さらには集団入学等生徒の増加に対

する受け入れ体制, とくに教育内容,指導方法,教職員

の組織等が問題として提起されている。

(3)各種学校=学校数はこのところふえていないが,生徒

数は増加しており,男女別では女子,課程別では工業・

サービス・教養・予備校,修業年限ワ」では「 1年以上の

もの」,年齢別では 15～ 16歳 と20歳以上の者がそれぞれ

ふえている。各種学校の問題点としては,修業年限が 1

年未満では短いこと,生活指導が困難であること,学校

間の格差が大きいこと, 2年以上の課程を出ても高校単

位が取得できないこと,女子中卒者増に伴 う学校の未整

備等があげられている。

(4)青年学級=青年学級の大部分は,公民館,学校におい

て,夜間制の形で開設されている。学級数,学級生数は

ともに年々減少している。学級生数は男女別では男子が

やや多く,産業分類別では 1次産業が多く,ま た年齢別

では 20歳以上が 5割余を占め, 低年層になるほど少な

い。職員はほとんどが兼務者である。学級生 1人当たり

年間経費は37年度 1,600円 で,高校全日常1の 40分の 1,

同定時制の30分の1,同通信制の 5分の 1と なっており,
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したがって年間 1人当たりの学習時間数も平均 258時 FFl

にとどまっている。

青年学級の問題′まとしては, 1年ではじゅうぶんな教

育ができないこと,修了者に対する資格特典がないこと

専用の施設・設備がないこと,学級生が多様なため教育

課程編成が困難であること,職員組織が弱体で講義式に

なりやすく,学習 0生活指導ともにふじゅうぶんである

こと等が提起されているが,こ れら問題の原因としては

1学級当たり年間経費 9万円 (38年度)と その予算措置

がきわめて少ないことがあげられ,さ らに父兄,雇用主

の協力不足,実習 0実験費等の自己負担が青年学級の不

振を増大させている。

(5)勤労青年学校=勤労青年学校は,国の助成によって38

年度から発足した年少勤労青年を対象とする実験的教育

機関であり,公民館,学校において夜間牛1ま たは昼間制

の形で開設されている。対象は15～18歳の青少年,学習

時間数は年間350時 間,修業年限は3カ 年, 1校当たり

年間経費 200万円 (青年学級の 22倍), 1人当たり年間

経費は7,600円 (青年学級の4.5倍)と ぃった中身をも

っている。この学校の問題
`点

としては,性格が明確でな

いこと, 3年修了してもなんの資格もえられないこと,

施設・設備,教職員組合組織,生徒の学習の条件および

福祉等について問題が提起されている。

(6)職業訓練所=訓練所は所数,生徒数ともに年々ふえて

おり, とくに公共および事業内単独訓練の増加が目立っ

ている。生徒は訓練期間別では 1～ 3年が大部分で,学

歴別では中卒者が多い。しかし大都市をもつ都道府県で

は最近,高卒者が公共訓練所に多くなっている。年齢別

では 15～ 18歳が大部分で,こ のところ 15～ 16歳の増加

がいちじるしいc専任職員は公共訓練所に多く,事業内

訓練所に少ないc

職業訓練所の問題点としては,生徒が高校卒業資格と

の関連において2重負担となっていること,技能の修得

は 1年ではじゅうぶんでないこと,一般教養科目が少な

いこと,教育指導・生活指導がふじゅうぶんであること

施設・設備・教材の不備,修了しても職場における特分」

な格付けがないこと等があげられ, とりわけこれらの間|

題は事業内訓練において深刻である。

(7)准看護婦養成所=養成所は中卒の女子に対して,準看

護婦に必要な知識技能を 2～ 3年間で修得させようとす

る機関で勤労青年学級と同様,他の機関に比し全国的に

数はまだ少ない。しかし所数,生徒数はともに年々ふえ

ているc生徒は女子で,大部分は15～ 17歳 , とくに15歳

の層が激増を示している。



養成所の問題点としては,在所中または修了後高校定

時命1,通信常1にはいる者が多く, 2重負担となっている

こと,教職員の資格基準が確明でなく,かつ教育的指導

がじゅうぶんでないこと,病院等の協力不足,資格をと

っても待遇が改善されないこと,看護婦不足で生徒が労

働過重になっているとこ等が指摘されている。

第Ⅱ 勤労青少年に対する後期中等教育の拡充整備に関

する方策

1 基本的な考え方

(1)すべての青少年に対して,その能力・適性・進路に応

じ,かつその生活実態に即した後期中等教育の機会を提

供する。

(2)後期中等教育は多様な教育課程を設け,かつ労働と学

習,学校と職場との一貫性ある教育を推進する。

(31=般教養の向上と相まって, とくに職業技能教育を充

実し,現代の産業社会に適応する産業人を養成する。

(4)勤労青少年に対する教育の諸染件を整備し,その経済

的,身′き的負担の軽減に努める。

(5)技能検定および学力検定制度を確立しその資格取得者

に対する待遇等について適切な措置を講ずる。

2当 面 の 対 策

(1)勤労青少年教育機関の整備=高校定時制,高校通信制

各種学校,青年学級,勤労青年学校,職業訓練所,準看

護婦養成所等の各勤労青少年教育機関の性格,機能を明

確にし,勤労青少年の要求と社会の要請にそうよう整備

されねばならない。各教育機関の共通的な整備対策は,

つぎのとおりである。

①既設の施設・設備の活用,専用施設の設置等,施設・

設備の整備をはかる。

②生徒の実態に即して教科書,教材を整備する。

③専任職員の増員等教職員組織を充実し,生活指導,個

別指導等の指導体告1を 整備するとともに,教職員の待遇

改善をはかる。

④生徒の実態と社会の要請に即するよう教育課程を改善

し,あわせて勤労と学習,学校と職場との一貫性ある教

育を推進する。

⑤教育内容は,一般教養と専門教養,理論と実習の均衡

をはかる。

⑥夜間制の機関においては,週 1日 程度の昼間登校を組

み入れ,生徒の夜間通学を軽減する。

⑦生徒が負担する教材費,通学費等を軽減する措置を講

ずる必要がある。

ア 高等学校定時制課程=171勤労青少年の能力,適性,

産業社会の要請に適応した新しい教育形態の高校の拡充

をはかる。

И)一定規模以上の併置の定時制については, これを独立

校とする。なお定時制のセンター的機能をもつ独立校の

設置を考慮する。

171進学を目的とする者に対しては,基礎学力の向上に努

め,進学を目的としない者に対しては生徒の職業との関

連を考慮した教育内容とし,その中に家庭実習,現場実

習を包含する。とくに生徒の職業生活に適応するよう現

行学科の細分化をはかる必要がある。

l■l技能教育を主とする 1年以上の短期の課程を設け,履

修時間数に相当する単位を与える方途を講ずる。

囲専用施設の設置と相まって, とくに夜間牛1の 課程では

照明,暖房,給食の設備を整備する。

佛)優秀な教員を確保するため,高校の各課程間の人́事交

流を積極的にするとともに,教職員の待遇改善 をはか

る。

開中学卒業後,他県に出て就職進学する勤労青少年のた

めに,入学,卒業の時期について検討する必要があるc

イ 高等学校通信制課程=И教育内容は普通科のみでな

く,生徒の勤労と密接に関係のある職業科教育ができう

る措置を講ずる。

材)生徒の実態に即するよう教育課程,指導方法,教科書

等について改善する。

171科 目によっては定時常1教育との併修を促進し,教育の

能率化と生徒負担の軽減をはかるc

l■l進団入学者の増加に伴い,集団入学者と個別入学者そ

れぞれに適応した教育方法を考慮する。

l■l教職員定数基準を改正して本務教員を増員し,個別指

導,巡回指導等の徹底をはかるc

ウ 各種学校=И最近の在籍生徒数は低年齢層が増加し

ている状況から,技能的な課程については,内容として

基礎的教養のかん養に配慮を加えるc

に)修業年限 1年以上で,かつ一定規模以上の課程につい

ては,指定によって高校単位の認定ができる方途を検討

し改善する。

171各 種学校は, とくに女子に対する技能教育に重要な役

割りを果たしているので勤労女子青年の実態に即するよ

う教育内容・方法等の改善をはかる。

l■i学校間の格差がはなはだしいので,施設・設備および

教職員の充実をはかるよう配慮するc

工 青年学級=17120歳以上の年長青年を対象とする青年

学級は,青年の自主性を尊重する共同学習機関として性
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格づけ,その充実をはかる。

●)20歳未満の年少青少年を対象とする青年学級は,青少

年の余暇利用,余暇善用のための幅の広い教育機関とし

て性格づけ,その充実をはかる。

i7115～ 18歳 の青少年を対象とし,かつ修業年限が 1年以

上の青年学級については,義務教育に接続する教育機関

として性格づけ,教育課程,教職員組織,施設等の基準

を設け,指定によって高校単位の認定ができる方途を検

討し改善する。

l・l青年学級振興法を改正し,青年学級の性格に応じて開

設者の拡大,専任職員および専用施設の設置,国の補助

率,補助額の拡大をはかる。

オ 勤労青年学校=И勤労青年学校の地位,性格を明確

にする。

И)設置,教育課程,教職員,施設・設備等必要な基準を

設定し,高校単位の認定ができる方途を検討 し改善す

る。
)

力 職業訓練所=И 15～ 17歳 の生徒が大部分を占めてい

る実情から,副1練内容に基礎的教養のかん養に配慮を加

える。

И)訓練期間が 1年以上で,かつ一定規模以上の職業訓練

所については,指定によって高校単位の認定ができる方

途を検討し改善する。

171公 共訓練,事業内単独訓練に比し,事業内共同訓練は

その内容が劣るので,施設・設備,教職員,教材等をよ

り整備する措置を講ずる。

閉一定基準以上の課程を修了した者については,職場に

おける格付け等必要な措置を講ずる。

キ 准看護婦養成所=015～ 17歳 の女子生徒が大部分を

占めている現状から教育内容に基礎的教養のかん養に配

慮を加える。

И)養成課程が 2年以上で,かつ一定規模以上の養成所に

ついては,指定によって高校単位の認定ができる方途を

検討し改善する。

171私立の養成所については,教職員,施設・設備,教材

等を整備する措置を講ずる。

(2)勤労青少年教育機関相互の連繋

ア 勤労青少年に対する効率的な学習を促進するため,

各教育機関が各々その長所を生かしながら連係できる措

置を講ずる。とくに現行制度下において試みられている

新しい教育形態による教育機関に対し,国は財源その他

について積極的に助成する。

イ 学校と職業訓練等技能教育施設との連係については

「修業年限 3年以上の技能教育施設」とする現行規程を
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「 1年以上」に改定し,生徒の2重負担の軽減,学習の

能率化,学校と職場との一貫性ある教育をさらに推進す

る。

(3)生徒の生活および学習環境の改善

ア 生徒の勤労と学習による2重負担の軽減と学習能率

の向上をはかるため,労働時間内の就学を促進する。こ

のため雇用主に対して税制上における減税,その他必要

な措置を講ずる。

イ 職場における生徒の労働条件,健康管理を適正|こ し

て,そ の身′い的負担を軽減する措置を講ずる。

ウ 教育機関,雇用主,保護者の連係を深め, とくに生

徒の実態に即した生活指導が行なわれるよう配慮する。

工 奨学資金の拡大,生活保護法による保護の拡大,通

学割り引き等の措置を講じ生徒の経済的負担の軽減をは

かる。

(4)差別待遇の改善=高校定時制および通信制卒業者に対

する就職,職場においての待遇その他の差別的取 り扱い

の排除についての努力をさらに推進する。

(5)国家検定制度の確立=技術検定および学力検定制度を

確立して,資格取得者に対する待遇等について,適切な

措置を講ずる。なお勤労青少年の教育機関等との密接な

連係のもとに行なう必要がある。

日本経営者団体連盟

「 後期中等教育に対する要望」

わが国の学校教育は,戦後の教育改革によって,量的

にはいちじるしく拡大,普及し,義務教育段階において

は,ほ とんど100%近い就学率を示し,高等学校への追

学率も70%を こえ,教育の量的普及をみるかぎり,世界

にはこりうるものである。

しかし,その質的な面については,検討を要する点も

きわめて多い。高等学校進学率上昇の過程で,生徒の能

力,適性にはいちじるしい開きが生じているにもかかわ

らず,画一的な教育が行なわれ,ま た,上級進学中′いの

教育が行なわれるため,基礎知識教育は徹底されず,人

間形成も軽視されがちである。同時に,技能に対する社

会的な軽視の風潮から知識教育が中′いになり,技能教育

は一段低くみなされている。中等教育の完成教育として

直接社会との接触を期する高等学校教育では, これらの

点に関する社会の要請をじゅうぶんとり入れて,よ り充

実の方向に向かうことがぜひとも必要であろう。

一方,技術革新の進展や開放経済体制の進行により,



産業界においては従業員の能力開発に力を入れており,

とくに後期中等教育段階では,職業訓練を中,い として,

質的には高等学校教育に比して遜色 (そ んしょく)の な

い専門教育をすでに実施している企業も少なくない。

職業訓練の成果につ い ては,国際職業訓練競技大会

(技能五輪大会)で如実に示されたとおり,技能的にも人

間的にも世界一流の青年を育成したことで明らかである

が,社会的には必ずしも正当な評価をうけていないのが

実情である。かかる状態では将来,右能な技術者を確保

することが不可能となるおそれがある。

このような観点から産業界としては,以下のとおり職

業訓練制度を後期中等教育の一環として正しく位置づけ

るとともに,後期中等教育の拡充整備をはかられんこと

を要望する。

なお教育の整備改善に伴い,産業教育の専管部局を設

けるなど教育行政機構の効率化をはかることも,あわせ

要望するものである。
)

(1)学校教育について

|□高等学校教育の改善

a)技能に関する学科の新設=産業界の必要とする技能

を開発するためには,おそくとも高等学校の段階で技能

:教育を開始する必要があるので,高等学校に専門教育を

主 とする学科として工業,商業,農業等のほかに,技能

,に関する学科 (以下技能学科という)を新設すべきであ

る。技能学科は真に技能修得にふさわしい内容をもつべ

きであるから,現在の高等学校の教科,科目に拘束され

ることなく,た とえば技能に関する基本実習や応用実習

を単位として認めるなど,技能教育に重
`点

をおくことが

必要である。

b)コ ース等の多様化=経済社会の高度化に伴って,人

材に対する要求は多様化し,ま た進学率上昇の過程で,

生徒にはなはだしい個人差が生じてきている。したがっ

て今後は,高等学校教育を多様化し生徒の能力・適性に

応じた教育を行なうことが必要である。

①コースの多様化をはかり,多様な社会的要請および生

徒の個人差に即した適切な教育を行なう。

②職業教育を重視し中学校,高等学校の課程を一貫した

6年制の学校を設けて,技能の適期開発をはかる。

③一般教養教育と家庭科教育を主とする別種の高等学校

(家政高等学校)を新設する。

④高等学校教育にかぎらず小学校教育から大学教育まで

とび級制度を設けて英才に対する早期能力開発の道をひ

らく。

C)教育内容の充実=高等学校教育は中等教育の完成教

育であり,社会との直接的な接触を期するものであるか

ら, とくにつぎの面について社会の要請を満たすような

教育内容を充実させなければならない。

①精神面・態度面の教育を充実して,人間形成をはかる。

②基礎的知識を確実に修得させるとともに応用力・倉1造

力を与えるための教育を充実する。        ,
③コースの多様化に即し教科,科 日,指導方法,教科書

施設などを改善整備する。

d)通信制課程,定時制課程の改善=現在の通信制課程

および定時制課程は,勤労青少年に対する教育の見地か

らすれば,必ずしもじゅうぶんとはいえないので, とく

につぎの点について改善する必要がある。

①通信制課程および定時制課程は普通科が主であるから

教育の効率化をはかるため, とくに工業,商業,技能お

よび家庭学科を大幅に増設する。

②企業内訓練施設との連携教育を拡大するほか,通信制

課程と定時制課程との相互併修を促進し,教育の効率化

と生徒負担の軽減をはかる。

③生徒の実態に即し,教科,科 目,指導方法,教科書な

どを改善する。

□中学校における進路指導の充実=中学校は義務教育の

完成期であり,先進国における生徒の進路指導はきわめ

て親切に行なわれているが,わが国での進路指導は進学

偏重におちいっている。正しい職業観を生徒につちかう

と同時に,適切な進路指導を行なうことは,義務教育の

終了段階においては最も肝要なことである。

①就職者に対する進路指導については,変化の激しい今

日の経済社会の実態をじゅうぶん把握のうえ,生徒の能

力,適性に応じた指導をする。

②高等学校への進学者に対しては,高等学校の課程や多

様化されたコースに即し,適切な進学指導を行なう。

□大学入学試験の改善=従来の大学入学試験は,ややも

すると高等学校教育にゆがみを生ぜしめる傾向があり,

高等学校教育は大学の予備校的性格をもつものすらみう

けられる。この弊をあらためるには,大学入学試験の際

の学力検査だけでなく,高等学校の内申書や能カテスト

(た とえば能力開発研究所テス ト)な ども重視すべきで

あろう。

(2)企業内教育について

□企業内訓練施設の技能学科中心の高等学校 (以下技能

高等学校という)への移行=今 日,産業界では技能の重

要性にかんがみ,鋭意技能教育の充実に力を注ぎその教

25

い`■口
"レ



育内容,施設,時間,成果などは現行の高等学校教育に

比較しても,い きさかも逝色のないものも多い。したが

って一定レベル以上の企業内訓練施設 (認定職業訓練所

など)は,技能高等学校として認可すべきである。

また将来は中小企業で活用できるよう一定レベル以上

の公共職業訓練施設を母体とする公立の技能高等学校の

設立も考慮されてしかるべきである。

□企業内訓練施設での教育の高等学校単位としての認定

の拡大=技能高等学校に移行しない企業内訓練施設につ

いては,現行連携教育のワクを拡大し,学科,基本実習

応用実習などについて,一定のレベル以上のものを高等

学校の単位として認定する。

これにより通信制ないし定時制の高等学校に通学し,

容易に不足単位を取得する道が開かれ,高等学校卒業の

資格が得られる。したがって現在みうけられる職業訓練

所と定時制高等学校との二重通学による生徒の負担はき

わめて軽減され,学習の能率化,学校と職場との一貫性

ある教育が推進されるであろう。  )
□一般教養教育と家庭科教育を主とする企業内教育施設

の別種の高等学校 (家政高等学校)への移行=今 日,女

子を多数雇用する紡績業,その他の産業における女子教

育は,一般教養教育ならびに家庭科教育の面では,相当

充実しているものが多い。したがって一定レベル以上の

企業内教育施設は, これと別種の高等学校 (家政高等学

校)と して認めるべきである。

(3)そ の 他

□資格検定制度の充実・拡大=各種の資格検定制度を格

段に充実・拡大して,学校卒業資格,その他の社会的資

格をうる機会を増し,青少年の勉学意欲を向上させる。

□社会教育施設ならびにレクリエーション施設の充実=

教育をうける機会の少ない青少年のため,青年学級など

社会教育施設を充実することが望ましいが,あわせて地

域のレクリエーション施設 (集会場,体育館,運動場な

ど)を充実し, レクリエーション活動を通じて青少年の

人間形成を行なう。

日本教職員組合

「 中等教育改革についての見解」

わたしたち日教組50万の教師は日本の教育についてつ

ねに最大の関心をはらってきた。教え子を再び戦場へ送

るまいと決意し, 日本の未来をになう子供達や青年達に
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対して「平和と真実をつらぬく民主教育」の確立をはか

ることが,戦後日本の教師にあたえられた最高の歴史的

使命であると確信するからである。

しかし教育上の諸問題について,こ れまで政府の意図:

してきたところが,わたしたちが国民とともにねがって

きたところと必ずしも一致せず,反対に基本的に対立せ

ざるをえないでいることは,たいへん不幸な事態だとい

わなくてはならない。わたしたちは,こ れまで機会ある

ごとにそれらの′点について指摘し,政府の注意をうなが

してきた。

文部大臣は 1958年 6月 24日 ,中央教育審議会に対し

て,いわゆる所得倍増計画に関連した「人づくり政策」

にあわせて, 第 1に「期待される人間像について」, 第

2に「後期中等教育のあり方について」諮問した。そし

て,同審議会の答申も間近いと伝えられている。

このときにあたりわたしたちは,わたしたち日教組に

属する教師が10有余年にわたってすすめてきた教育研究:

活動の成果にもとづき,「後期中等教育」についての基

本的な考え方と当面是正されるべき問題点とを,国民の

まえに明らかにしたいと考える。

I 基本的な考え方

1 後期中等教育についての基本的理念

①基本的態度

日本のすべての青年に対する教育は,戦前・戦後にお

ける国民教育のあり方に対するきびしい反省,検討と日

本の民族および人類の未来に対する歴史的展望のうえに

たって充実されるべきであって,当面の一時的な利害,

打算のうえにたって改善されるべきではない。

②後期中等教育の基本的目標

(1)日 本国憲法の精神の尊重=青年の教育は日本国憲法,

教育基本法の精神にのっとり,民主主義の貰徹した社会

の実現を志向し,真理と平和とを希求する創造性ゆたか

な人間の育成を目標とすること。

(2)青年期の教育の確立=青年の教育は,みずからの個性:

と将来の進路に対する認識の芽が人々のなかに育ちはじ

める,人間形成の途上において最も大切な「青年期」を,

みのりゆたかなものにすることを保障する教育であるべ

きこと。そのためには,すべての青年が自然と社会とに

ついての深い広い理解と健全な批判力とをもち,こ の社

会ではたすべき使命の自覚にもとづき,みずからの個性

を確立しつつ進路を正しく定めることが可能になるよう

に一般的な教養を高め専門的技術の基礎をきず くこ と

を,ま ず中心におくべきこと。



Ⅱ 理念の制度的裏付け

①完全な中等教育の整備

以上の理念の実現は,完全な後期中等教育制度,具体

的には公共性を貫徹した高等学校教育制度の充実 0整備

によって,は じめて可能になることc

②教育における正義の実現の原則

日本の民族の国家との将来を考えるとき,すべての日

本の青年が完全な中等教育である高等学校教育の機会を

均等に享受しうるようにすべきこと。それはファシズム

をうちたおした戦後の国際的情勢のなかで,いちだんと

強調された「教育における正義の原則」の貫徹という世

界の動向と一致するものであることを確認すること。そ

の実現のための保証として,高等学校制度のあり方につ

いて,以下の3つ の原則を確認することc

(1)小学区制の確立=人間と人間との間の不当な差別を廃

絶し,かつ高等学校教育の均等な整備,充実,発展の上

に 6・ 303制を一貫しての教育を完からしめるためには

高等学校は小学区制におろすことが大切であることを確

親すること。

(2)男 女共学制の尊重圭教育における男女間の不当な差別

は,教育における正義の問題以前に,社会正義の問題で

あることを確認すること。

(3)総合制教育の推進=青年たちが平等にそれぞれの創造

的な個性を自覚し,ゆたかに開発することを助成するた

めには,総合制高等学校教育を発展させることが重要で

あること。

Ⅲ 大いなる改革一-6・ 3・ 3制―一の挫折 (略 )

Ⅳ 戦後の教育改革理念高揚の必要

①理念の再確認

理念を放棄した政府の教育改革の方向に反して,わた

したちは国民の高等学校進学要求のひろまりという量の

力をまえにしてさまざまのことを学んだ。一言にしてい

えば,さ きに述べた理念と制度度的裏づけのための原則

を再確認する必要の自覚である。そして現実の 6・ 3・ 3

制の実情を一歩でも理念に近づける努力をか さね て き

た。わたしたちは,国民とともにすすめてきた教育研究

運動の成果をおりこみながら,再確認した理念にもとづ

いて新たな教育的実験を展開しようと考えている。

②理念を生かすための現状の修正

さしあたって,わたしたちはさきに述べた理念・原則

に加えて,つ ぎの 2点を新たな実験開始の出発点にした

いと考える。

(1)新たな普通教育の創造=後期中等教育はその内容面に

おいて,すべての青少年を対象にして,自 然と社会とに

関する科学の基本を中′いにし,芸術教育,体育を包含し

た,専門基礎教育と一般教育との統一のうえに立つ新た

な普通教育を創造し, これを志向するもるであること。

(2)課程の差別なき分化=後期中等教育は進学するとしな

いとにかかわらず,すべての青少年に生産と労働とにつ

いての基礎的な準備を用意するものであるべきであるか

らその課程における一定の分化は必要である。しかし,

その分化はつぎのような点の配慮のうえに行なわれるべ

きものであること。

1)後期中等教育が,青少年がみずからの個性を発見し

自党しはじめる青年期の教育であることを考慮するなら

ば,分化によって青少年がみずからの個性をじゅうぶん

に発見, 自覚しうるような保障を必要とすること。

2)その保障として,第 1に分化の時期はできるだけ遅

らせるような配慮が必要であること,な らびに分化した

以後においても,他の課程に移 りうる可能性を保障する

ようにする。

3)第 3に ,分化は従来の農工商水産等のような職業近

代的な分化ではなく,科学の領域にみあった分化である

べきこと。

4)課程を分化させても教科目は基本的に共通とし,時

間数の配当において一定の重みがつけられたようなもの

にすること。

5)こ うした分化は総合制高等学校において,は じめて

可能であるし,ま たそうすべきであること。

③中央集権的一斉教育改革の打破

日本の政府がこれまでおこなってきた一連の教育制度

改造は,じ ゅうぶんな準備実験期間をおかず,創意ある

さまざまな個別の改革のための実験を認めず,すべて中

央集権的に一斉に強制されてきた。スウェーデンやイギ

リスなどの諸国では,あ くまで当初の理念を放棄せず,

理想の実現にむかって10年,20年にわたる長期の実験的

な施策と研究を繰 り返す努力をみずからもかさねてきて

いる。また政府以外の教育関係者が,それぞれの発意に

よって行なう自由な実践的教育実験を奨励している。そ

して,それらの成果を咀囁 (そ しゃく)しつつ長期的計

画を段階的に実施にうつしてきている。この際政府はこ

れらの動向にじゅうぶん学ぶべきであり,民族と国家と

の将来にかかわる教育改革という事業を,特定の範囲の

人々の恣意 (し い)に よって変改するような態度をあら

ためるべきであるとわたしたちは考える。
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V当 面 の 課 題

以上のような観点から,当面つぎのような措置が講ぜ

られるべきであると考える。

1 後期中等教育は小学区制,界女共学制を原則とした

全日制 3年,定時制4年の完全な中等教育機関である高

等学校で行なわれるべきであって,勤労青年学校,職業

訓練所,各種学校などで代置すべきではない。

11)高等学校設置基準の完全な実施につとめ,学校格差是

正の措置を直ちにとること。

(2)働 く青年の教育機関は定時制課程を主体とし,すべて

の働く青年の定時制就学を可能にするため,労働時間内

有給通学を保証しうるような立法化を,早急に行なうこ

と。通信制課程は,地理的条件により定時制課程に通学

不可能なものの就学を保証する本来の役割を明確にし,

少なくとも.現状のような集団入学は是正すること。

(3)利潤追求を目的とした事業内職業訓練と公教育との安

易な連携は,公教育を阻害しているの｀これを廃止する

こと。

2 高等学校においては,一般教育を重視するとともに

専門基礎教育をほどこし,生産労働に結びついた教育を

行なうこと。

{1)現在の一般教育の内容を再検討し,枝葉末節的なもの

を切 りすて,憲法と教育基本法に即しつつ科学と教育の

結合をふかめること。

口)現行の職業課程は一般普通教育と専門基礎教育の上に

過度に細分化されない職業教育を最終学年に行ないうる

ものとするが,その単位数は現行より大幅に圧縮するこ

と。この見地からいって,現在一部に開設されている技

術高校ごときものはつくられるべきではない。

(3)定時制課程の教育内容は,全 日制課程と本質的な差異

をもつべきでない。とくに卑俗な実用化は許されてはな

らない。

14,生徒会,特別教育活動においては, ことに生徒の自主

性を尊重し, 自主的規律を重視し,生徒指導主事の設置

など戦前的補導制度をつくるべきではない。

3 高等教育への機会を阻害されている働く青年に対し

ては,じ ゅうぶんな施策を講ずること。

11,生活保護法の改正,奨学資金のワクの拡大,額の引き

上げ,授業料減免措置の拡大,教育予算増大による父母

負担の軽減,通学バス・ボートの配置などを通じ高校教

育への機会や能力の開発を阻害している条件を排除する

努力がいっそう強力になされること。

9)義務教育の段階で学習におくれを生じているものは,

基本的に義務教育のなかでそれを回復する措置がとられ

なければならないが,高校段階でもその克服のために特

別の指導を行ないうるように, クラス定員,施設・設備

によりよい教育条件を用意すること。

(3)身体障害者に対する高等学校教育を飛躍的に拡充する

とともに,精神障害者に対する継続的な養護教育の施設

を整備すること。

4 欧米の資本主義諮ぃ,4・ l会主義諸国に比し,あ まり

にも劣悪な教育条件をすみやかに是正しなければならな

い。

(1)1学級の定員は40名以下とするが,定時制課程,専門

基礎教育,職業教育の時間は30名以下とし,さ らに少数

にしていくように早急に努力すること。

け)2教科以上の担当の解消や, 授業時間数を週 15時間

(定時制にあっては10時間)以内とし,教育研究や生徒

の生活の生活指導を行ないうる教職員の定数が確保され

ねばならず,そのため,すしづめを強要している高校定

数法は抜本的に改正される必要がある。なお高校教員は

原則として 4年制大学卒業者をもってあてるべ きであ

り,工業教員養成所にみられたような特別な措置はとら

れるべきでない。柔道・貪1道の教員についても同様であ

る。

(3)私立学校に対する財政補助を強化すること。

5 中学校 0大学との関連については,最小限つぎの措

置が必要である。

(1)中学校における現行コース制は廃止すること。いわん

や職業中学校などつくってはならない。

(2)高校入試選抜は高校増設,格差是正など廃止する方策

がとられるべきであるが選抜を行なう場合は内申書重視

の方針をとること。

13)大学入試問題に関しては国立大学・同夜間大学の新増

設・大学格差是正の施策を基本とし,選抜においては内

申重視の方策をとること。大学格差を助長する大学制度

の改悪は行なってはならない。
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奮鰤ル 環言属黒の導入状況
1950年 ごろをさか い に,は じまった日本の技術革新

か,外国技術の導入に大きく依存していることは周知の

事実である。現在においてもまだまだ外国技術の導入が

多い。科学技術庁の発表によると,39年度の技術導入の

件数は甲種*500件,乙種**541件 である。

*甲種  契約期間が 1年をこえるもの,対価の支払

額が 1年をこえるもので,対価を外貨で支払 う

もの一一
｀
外国為替及び外国貿易管理法、 (外

為法)の特別法として制定された ｀
外貨に関す

る法律、によるもの。

**乙種  契約期間が 1年以内のものあるいは 1年を

こえるものでも,対価を円で支払 うもの一一

｀
外為法、により認可された外国技術援助契約

すでに昭和 24・ 25年以来 39‐年未までに,技術導入に

よる対価支払額は3132億 にのぼり,件数では,甲種3062

件,乙種3389件である。

39年度の対価支払額 甲種では 500億 4千万円で,38

年度にくらべて,12.3%の増加,乙種では58億 6千万円

で,前年度にくらべ42%の増加となっている。

国別件数 次の図のようにアメリカが過半数をしめて

いるが,前年度にくらべると, ヨーロッパからの導入が

ふえ 34.3%か ら 42.0%と なり,ア メリカは前年度が

62.8%であり,減少している。

導入技術の内容の一般的傾向 ①細かい技術導入が多

くなった ②消費財部門の導入が多くなった ③合弁形

態による技術導入が増加傾向にある。こうした傾向から

見のがしてならないことは,優秀な外国技術の導入がむ

ずかしくなってきていることである。というのは,外国

側にとって細かい技術や消費財部門への技術輸出は,お

こなうが,大規模な優秀な技術を日本へ輸出すると,日

本の企業が国際競争力を高め,結局,外国にとって不利

であるとみているからである。それで合弁形態による技

術導入, とくに外国資本の経営参加などの形態をとるも

のが増加している。

技術部門別状況 電気関係では,弱電関係が多くテレ

ビのカラープラウン管,VTR,ラ ジオ受信機,テ ープ

レコーダーに関するものが多い。

機械関係では, 自動車に関するものが多く,自 動変速

装置,オ ーバードライブ装置,ブ レーキライニング材の

製造技術,プ ロパソガスインジェクターなどがある。つ

いで建設関係,化学機械,工作機械の順である。

金属関係では,鉄鋼の鋳造溶解に関するものが多く連

続鋳造法などである。

化学関係では,化学工業用プラントに関するものが多

くナフサの水蒸気分解による水素の製造法などがある。

このほかエチレンを原料とするさくさんビニールの製造

法,尿素を原料とするメラミン製造法 `電解法にかわる有

機法過酸化水素の製造法などがある。このほか,合成樹

脂の加工技術 (発泡ポリスチレンで鋳物の型を作る技術

塩どによるびんの製造技術など), 塗料としては, アク

リル塗料,金属メッキと同様の原理で塗装する電導性塗

料の技術などがある。

このはか,カ メラノ光学材料関係で,22件の導入があ

り,フ イルム簡易装てんカメラの製造, フイルムカセッ

トの製造に関するものである。

いぜんとして多い企業倒産の件数

｀
高度経済成長、の名のもとに,好況をうたわれてい

アメリカ

54.8%FI 号リ

件 数

業種別件数 下図のように,重化学・電気部門に集中

している。
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た日本も,1962(昭和37)年 ごろから,企業の倒産件数

がふえていき,その後も,不況の拡大によって,企業倒

産はいぜんとして高い水準をつづけている。

負債額 1千万円以上の企業の倒産件数は, 1962年 に

1779件 ,1963年に1738件 であり,1964年 以後は,下 図

のような状況で,その件数はいちじるしくふえている。

1964年 の企業倒産月別件数

100     200     300     400     500     600

日本製品のデザイン・商標盗用の実態

一一年間では90件におよぶ―一

デザイン・商標の盗用,模倣といえば,かっては日本

の業者に多いように思われていたが,最近は外国商社が

日本製品のデザイン・商標を盗用する事件がふえてきて

いる。さきごろは,新聞紙上で,韓国で日本書籍の ｀
海

賊版、 (出版社や著者の許可をえずに, 無断で出版する

どろぼう版)が問題として取 りあげられたが,デザイン

・商標の盗用も,通産省のしらべによると,①昭和35年

以来年々ふえていき,年間約90件におよび, こんごもふ

える状況にあり,②盗用 0模倣した国は,台湾 (55件 )

を筆頭に,ホ ンコン(9件),ア メリカ (8件 ),韓国(7

件),ス ペイン (6件 )な どが日だっている。しかし,こ

れらの国以外でも,た とえば,三立電気は38年に,ア メ

リカの業者とホンコンの業者に, トランジスタラジオの

デザインから包装箱まで模倣され,約 450万円の損害を

受けている。また, 日立製作所では, ミシンの商標をパ

ラグアイで盗用され,未解決であるのに,昨年末には,

フランスの業者が料理用器具の商標 H`ITACHI´ と類

似の H`IBACHI、 をフランス政府に登録するといった

事態がおこっている。

とくに, 日本品を模倣して作った商品は,技術的に粗

悪品が多いため, 日本製品まで粗悪品ととられるおそれ

がでてきている。このままにしておくことは,輸出振興

上,ま た国際信用上からいって不利な条件になるので,

通産省でも対策を検討することになっている。 (A)

■月

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

1年間の

倒 産 総 数

4212件

1965年 1～8月 までの企業倒産月別件数

8月 までの倒産総数 3787件

100     200     300     400     500

1月

2

3

とくに,昨年の 10月 から今年の8月 まで,毎月 400件

以上が倒産し,不況の拡大をしめしている。おそらく今

年度は,現状がつづくかぎり, 倒産総件数が 5000件 に

およぶにいたるだろう。

しかし,不況による大企業の倒産は,最近の政府のテ

コ入れによって減少し,中小企業の倒産が増加 して ヽヽ

る。しかも,大企業は,カ ルテルの結成,生産調整や人

員の整理,合併などによって不況の切 りぬけをおこなっ

てきていて,中小企業への ｀
不況、のしわよせが強まっ

ているので,中小企業の今後の倒産は続くことだろう。

3θ

1品 TITl別 棋倣件数

(35年度γ39年度 )



後 期 中 等 教 育 の

ま え が き

後期,中等教育の問題についてのべるにはいささか経験

カミ浅すぎるし,手もとの資料が皆無に等しい状態でいさ

さかおこがましい言い分にならざるを得ないでしよう。

そこで,かつて私が小学校や中学校で理科や技術科の援

業を受けもっていた経験と,高校の授業を担当してみて

感じたことを現象的に皮層の部分をまとめてみるより外

にないと思います。それはとりもなおさず私への反省と

今後の課題となってプラスになると思うわけで,みなさ

んの御叱正をいただくことにより,一層それがかなえら

れると思います。いうまでもなく,前期中等教育は当然

後期中学校教育に連らなるもので,単に切り離された個

々の担当の授業のみにとじこもるべきものではないこと

.は 当然ですが,ややもすると自分自身の範囲内で千呂から

隅 までようじではじくりまわす傾向がなきにしもあらず

です。中学校の教師だから高校のことは関係ないなどと

↓ま言わないまでも,小学校や高校についてなるべく知っ

ていたいと思うのはだれでもでしょうが,教育条件の整

っていない現状では少しむ りな注文になるでしょうか。

以下順を追って思うまま綴ってみましょう。

い っばんの通念 とは

普通課程の高校はもはや大学受験予備校化していると

い う。大学受験が学科目知識ベーパーテストである以上

知識をつめこまなければ当然大学に進学できないから止

むを得ないのが現状です。だからといってそのまま肯定

してしまってよいでしょうか。ある教師は教師集団によ

る授業研究をそれほどしないし他校の教師間の交流研究

もしない。したがって旧態依然の授業を進め,生徒がそ

れに追従できないときには,生徒の不勉強をなじり叱叱

鞭励,大学の合格率をきそっている。極端な教師は大学

別過去十数年来の出題傾向をたん念に調べあげ,それに

ついて重点的講義をしている
。

まことに熱,い な親切 な

(?)教師がいるという。これに対し教育条件は少し違 う

けれどもある定時制高校の生徒のアンケートについてあ

る教師は次のような結果を示していた。

学校生活の学習面で,学校の講義がおもしろくない一一

3.3%, 十分勉強にうちこなない一-12.1%, もっと指

導を親切に一→3.6%, 学校が何となくおもしろくない

一-2.9%でぁって,教師は指導計画および指導の改善

はもちろん学力向上のための相談等積極的生徒指導が必

要であるとのべていた。

また青少年進路相談所の小松氏が発表したものによる

文部省調査では, ｀
高校を卒業して就職した仕事が学校

で学習した学科とどのていどの関連があると思っている

か、という調査によると,工業課程の卒業生は普通課程

や商業課程の卒業生に比べれば,関連あると答えたもの

の割合が多いが,それでも「あまり関連がない」あるい

|ま「全くない」と応答したものが 4割近くいる(下表)。

このことから小松氏は,生徒の学習 0適性 0興味・性格

・体力等からみて, どんな仕事ができるのか,したいの

か,合っているのかを,学習成績・心理テスト・ 日常の

行動経験の観察結果等の諸資料に基づいて考察させねば

ならないとのべている。

関連の程度 1普通課程 % 商業課程 % 工業課程

非常にある

あ   る

あまりない

全 く な い

わからない

たしかに進路指導の問題としては,その通 りだと思う

のですが,その根底にある関連の問題そのものが問題だ

レ

Ｈ

ｐ

ン

・・７

シ

‐＞７４
２．６

::::)64.2
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と思う。仕事を選ぶ前の段階つまり学習の内容そのもの

に吟味しなければならない問題がないでしょうか。受験

対策そのものからもっと内容の整理に目を向けたいもの

だと思います。もちろん直接仕事に関連ある教育内容の

みを考えようと言 うのでありません。仕事に関係のある

基礎教科,それは常に基本的なものでいつでも転移でき

る科学的思考性,倉1意性をもつ態度・能力をもっていな

ければならないでしょう。職業課程はその上に立って,

さらに仕事 (企業)に近い内容を追求してゆけばよいの

です。基礎教科は職業課程の科目とは常に関連あるI贋序

性をもたなければ意義はないと思う。断片的な職業教科

を授けても企業内の養成 (Off the JOb Trainingや

On the JobTrainingを 含む)の ようにはゆくまい,近

ごろはもっと企業(生産現場)と 基礎学科の関連を強調し

て,一部では,VeStibule(入門)SCh001 CO‐ opirative

(産学協同)SCh001形式のものが企業には生まれてきて

います。

科学技術振興措置はとられてttるか

私は経験はありませんが,普通高校ではおそらく科学

振興措置だけではないでしょうか。その法的裏付けとし

ては理科教育振興法によってなされているようです。19

51年以後から始まる外国技術導入による産業界の要求に

よって,産業教育振興法のあとにつまり1953年 8月 に理

科教育振興法が成立しています。これによって,かなり

施設設備は整ったといわれますが,死んでいる教材も多

くあるようですし,生かしたい教材は少なかったり,現

場ではかなり戸まどう場面もみられるようです。したが

って体制は整っても,内容は整理されていないことがあ

るわけです。

科学的思考,言言をとなえる場合,かなり中間教材や

消耗品が必要になるわけですが,その費用捻出に苦慮す

ることが多いわけです。その上,与えられた時数では,

まじめに授業すれば時間数がたらないので結局時数を 1

～ 2時間 (週当り)オ ーバしなければならないのが現実

だろうと思います。でないと,大学受験にさしつかえが

でてくるわけです。

工業教育の場合は,多分に施設設備をもつている場合

が多いようです。しかし,初級技術者養成 とい う目標

(?)か らはちょっと問題がありはしないでしょうか,工

業教育研究会では,かなり研究協議を重ねているらしい

のですが,そ してまた私も研究校のいくつかの研究テー

マを過去のものからみましたが,それは工業科目の現象

的追求,た とえば指導計画や指導法もかなり挙げられて

32

はいるものの,T.Ⅵr.I.(Training Within lndustry)

の指導票を越えないようにも思えるのです。まだ細かい

方法や Trainirgに 考慮する余地が多分にあるやにみら

れます 。ある教師は言います。「戦後工業高校は無暗に

増加して,科学技術教育は振興されたかにみえるけれど

も,そ の教育内容の改善,つ まり真に有用な人材の養成|

を考える対策が非常におろそかにされているのではない

だろうか。たとえば工業科では工業上の用語を憶えさせ

浅く広い一般的知識をできるだけ多く生徒に記憶させる

ことだと考えている,理科教育もそれに影響されていて

公式を暗記してその公式に数値を代入して答を正確に出

せばよいと考えるようになる。まして理科と工業教科を

有機的に結びつけることなど考えない。工業科目と理科

の教授内容が重なった場合でも,別々のものとして記憶

しょうとする。とにかく科学史の上からみてもこれでは

こまることは自明の理です。欧米の科学水準に一刻も早

く追いつこうとするあせりがみられ,そのために基礎が

軽く頭でつかちな人間になってしまう
｀
卒業して直ぐ役

に立つ人間を作るということはすぐ役立たない人間を作

ってしまう事で教育は将来役に立つような人材を養成す

る事である、という言葉は貴重です。一般的に工業高校

卒業生は,機械は使える, トレースは一応作法通りひけ

る,技術用語は知っている,だから工業界に飛び込んで

も,ひ とまず大過なく(?)要領よく仕事はできるであろ

う。しかし一度自分の才能をのばして本腰をいれて新ら

しい機械の設計をしたり,改良を加えたり研究したりと

いう段になると仕事は進めなくなってしまう。工業の一

般的な知識を単に頭につめ込むだけに頭を使って,新ら

しい新鮮な知識や技術を湧き出さす日がふさがれてしま

う。これでどうして科学技術を進歩させ,発展させる事

ができるだろうか」とc

日立茂原工場の西尾氏は,次のようなことを教育に要:

望しております。科学的生活態度の養成として,SCien‐

tific apprOachと いぅことを学校生活の中に滲み込ませ

てはしい,ま た公徳′いや礼儀,「組織に対する批判と個

人の主体性」の上に,デモクラシーが積立てられるよう

な教育,労働に対する正しい理解,協調′らの養成,積極

進取の精神。このように考えてきますと何かまだ現在の

後期中等教育には企業にもあまり歓迎されそうもない様

な気もしないではありません。特に普通課程高校におい

て個々の反撥と知識注入に汲々としている生徒を思うと

体制は整っても個人の意識の問題が体制にともなわない

ようです。もちろん例外はどこにもありますが。

こうしてみてきますと,現場をあまり知らない科学技

17.:
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術振興かけ声決議なんてものは,あ まり気のりがしませ

ん。たとえば1953年 8月 7日 の衆院の本会議の決議文,

1957年 の文部省の科学技術振興方策 (こ れは主として大

学の理工系学生の増員,科学技術教育の質的充実をのべ

てはいるが,大学生と研究者のみのいわば上級技術者養

成に力′点がおかれている。この中に 5年制の中級技術者

養成の学校制度改善が必要だとしている)。  この前に実

は1956年 に日本経営者団体連盟技術教育委員会から「新

時代の要請に対応する技術教育に関する意見」 (本誌 19

64・ 9月 号参照)がだされ,(1)今後の経済発展に対応す

る技術者 0技能者の計画的養成教育,(2)義務教育におけ

る理科教育・職業教育の推定等について年次目標を設定

するとともに所要の経費を計上して速かに計画の実現を

図ることが極めて緊要であることをのべています。その

中の一文を引用してみましょう。「一国科学技術振興の

基肇は幼少年期における理科教育・職業教育の徹底にあ

るので小学校・中学校におけるこれらの教育は積極的に

推進しこれが拡充を図るべきであ り……」「工業高校の

内容については,学校所在地域の産業の特色を充分に考

慮し,必要な知識と技能を授けるばか りがなく,産業人

としての人格教育・ しつけ教育にも力点をおくべきであ

る。戦後の工業高校生は技能においても基礎知識におい

ても甚だしく不充分であるが,こ れは主として年限が 3

年であることおよび,教職員の資質の低下に因るもので

ある。従って効率的な初等教育を行 うため,中学校と結

びつけて 6年制とし,一貫した教育を行い得る道を拓く

必要がある」とのべている。また翌年にも「科学技術教

育振興に関する意見Jを再びのべて政府を鞭たつしてい

る。

このように体制をととのえようとしていることは重要

であるが,産業教育振興法はすでに1951年 6月 に公布さ

れていることに注目すべきで体制とのアンバランスがこ

こに生じているとみられるわけです。さらに1957年 11月

11日 ,中央教育審議会は,文部大臣松永東氏に科学技術振

興に関する答申(本誌1964・ 9月 号参照)を し,高等学校

および中・小学校における科学技術教育について「高等

学校および中・小学校卒業者の質の向上が切望されて,

教育内容および教育方法の改善 (算数・数学・理科およ

び技術に関する教科においては内容を精選して基本的・

原理的事項が系統的に十分学習されるようにする)(中
学校 0小学校の教育課程において算数・数学・理料教育

を強化するとともに,工作等の学習を改善充実して技術

的・実践的態度の育成を図ること)。  高等学校の各課程

の特色を一層生かすようにするとともに,普通課程にお

いては進路に応ずる教育を充実するためコース制を強化

すること。また………短期の技能教育を施すため,高等

学校の別科の制度を活用して産業科を設けること。その

他教員の現職教育を行 うこと。社会教育における科学技

術教育について通信教育・ ラジオ・テレビが科学技術知

識の普及・向上において果たす機能によって向上に資す

ることを図ること,科学博物館の設置を奨励すること」

などがかかげられています。ここでも1953年 8月 に理振

法が成立していますので,あ とで内容が改善されてもそ

れにともなう援助の理振法が時点の上でかなりのちぐは

ぐなものが生じているわけで,極端な場合は,古典的な

理振法は辞退したいくらいで,む しろ教材 (施設設備)

については現代科学体系に即したもつと改正したもので

なければならないのではないかとの言葉もきくくらいで

す。

さて,こ れらについてその後教育課程の改訂が行なわ

れ,科学技術館ができ,テ レビ 0ラ ジオで通信制講座が

設置されてきたわけで,こ れについては,さ まざまの批

判なり意見がでてきているわけです。たしかに国の方策

として科学技術教育に対する体制は,一応できたにはち

がいなかろう。しかし,ま だ検討も未熟なのに,早 く体

制をととのえなければならないという理由で,高校のコ

ース制の強化や 0職業課程の別科制を強化するとしたな

ら, これ以上に現場は負担と困難を伴 うのではないでし

ょうか。日経連の要望する真の教育が現場に透透しない

うちに,国は体制を急ぎ教師は追いかけられ,企業が望

む人間像とは別に,生徒・児童は受験のための棒暗記と

すぐ役にに立つ技術を一生懸命に身につけ,非か[学的態

度で卒業したとしたらどうなるでしょうか。各種学校に

対しては地方公共体は補助金すらだしていない地方す

らある。すぐ役に立つものに援助を与えず,一方ではす

ぐ役立てようと意図する方策をだし,大企業体は,企業

のものまねをした卒業生はいらないというし,労働市場

があって労働者がいないと中小企業ではなげくし,全 く

行き違い急ぎ足で走る道路に教師はどの車に乗って追い

かけたらよいでしょうか。へたをすると道端の鉄塔にぶ

つかって大けがをしかねない。ゆっくり考えながら徒歩

でゆこうものなら向うの方からぶつかってきて頭を割ら

れないとも限 りません。

(市川工業高校教諭)
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古
同 校 教 師 が み た

技 術 教 育 の 再 編 成

1塩  沢 国

は  じ め  に

こんな大きな題名を編集部より与えられて,少なから

ず迷ったのであるが,小中高一貫教育の立場から,少 し
,

でも前期中等教育に参考になる点があればと,あえてペ

ンをとることにした。それというのも本年の夏季教研の

御岳集会において,後期中等教育ではもっと技術教育の

本質や教育技術の面にわたって,迫求しなければならぬ

と痛感したからである。また私ЁI身が長く高校の工業教

科 (本年電理・製図)を担当して l Flも 前期中等教育の

経験のない人間であるからである。したがって高度な教

育理論も, もち合わせず, こうした題名に対する発表な

どできる人間ではないので,相当勝手な解釈や,誤 りも

あると思われる。高校の教師はどのようなことを考えて

いるのかと御判読いただくことにして,ま ことに雑ばく

なものであることを,最初におことわ りしておきます。

1.高 校生に対する調査から

つぎの「高校 1年生がみた技術教科」から再編成を考

えてみたい。 (も とより1教師 1学校の調査程度で設問

も当を得ているか疑間であり充分なものでないが検討の

手がか りとしたい)

65.9。 10現在 工高電気 1年 98名

1年生がみた中学時代の技術教科について

(1)一言でいってどんな印象が残っているか,

(自 由記入を整理すると)(※は説明の中に入れる。

数字はすべて%)

※つまらなかった…………………44%

※面白かった………………………38

製作品の印象だけ…………。………8.4

そ の 他……………………………・3.2

34

彦 二=」 |

白   票…………………………………6

(2)技術教科に意欲がでた………… ……68  理由※

技術教育に意欲がでなかった………32  理由※

(3)高校の教科との関連で深 く感じた教科は次のどれか

■)工業教科に対して

数学 (25),技術 (22),理科 (31),英 語 (6.1),

国語 (3.6),社会 (1・ 8),lR体 (1・ 4),音楽 (O.6)

美術 (0)

2技術教科は高校の何の教科に最 も関連があると感じ

た か 。

実習 (52),電理・電気 (16),機 械一般・機械 183)

製図 (6.2),数学 (34),理 科 (62),英 語 ro 7)

ェ業 (0.7),入試 (0.7)

(4)技術とはどういうものか

C教えてくれた……17  くれなかった……73

教えてくれたが分らなかった……10

12に うしたことがわかっていたらもっと意欲がでた…

…13%,で ない……2%, 分らない………47%, 白票

……38%

(51技術について次のことに関係して考えたことがあった

ら,それぞれ:こ 0をつけよ。

戦争につかわれる (15),平和に使われる (30),資本

家に使われる (11),民衆のために使われる (35),そ

の他国の発展のため (5),宇宙開発 (3),人 間生活向

上 (3),生 活のため (1),白票 (17)

(6)どんな割合でやったか

実習製作組立 (48),講義 (49),白票 (3)

好きだった内容

電気 (26),機械 (23.2),製 図(20),金 属加工(17.5)

栽培 (2.9,,木工 (6.6),その他 (1.4),白票 (2.5)

(7)高校へきて技術教科をやっておいてよかったか。

―

―

― ― ―

―

||



①よかった…………86,た めにならなかった……14

②技術教科は大事である………73  理由※

技術教科は大事でない……… 4  理由※

白   票……………………………22

(8)女 子 と分れている同じ教科をともにすべきか

すべきである……15, しなくともよい……60(理 由

は大部分単純であった) 分らない……25

{9)入 試のため技術教科にどのように影響 したか。

意欲増進 (11),意欲減退 (6),軽視 (21),重視 (15)

考えるようになった (11),暗記的になった (21),影

響なし (9),白票 (4.2)。

■0全体的にみて学習意欲のあった教科

理科 (25),数学 (21),社会 (15),英語 (9.1),

技術 (7.7),保体 (6.3),国語 (5.0),音楽 (4.5),

美術 (4.1),全部 (0.5),白票 (0.5)

学習意欲のなかった教科

国語 (20),美術 (18),首滲 (14),技術 (7.1),

保体 (7.1),数学 (6.4),理科 (1.9),白票 (3.9)

原 因

性格能力 (32),趣 味 (30),校 内教師設備 (20),

入試 (10),友達 (6), 社会的原因 (2), 家庭的原

因 (0)。

以上あ りのままの記録であるが, この結果だけからみ

ると(1)の 技術教科に対する印象は自由に書かせたことを

整理要約した結果であ り,問題点をさらに整理してみる

と

a.面白かった 38%の 内容

教師がわか りやす く教えてくれた……………………16

ただ面白かった……………………………………14.4

自由で気楽であった……………………………… 2.6

生活技術が身についた……………………………………… 2.1

いいと思 う。よかった…………………………… 3.1

b.つ まらなかった 44%の 内容

簡単,外面的で実習だけ…………………・・:… …17.3

むずかしく理解できなかった…………………… 8

テス トのための科 目だから……………………… 5.3

まとまりがない…………………………………… 4

教師が軽視していた…………………………………………… 4

講義が多い……………………………………・……2.7

その他 (さ わがしいなど)… ………………… …… 26
以上の結果をみると,教師集団の自主編成の必要があ

:る と思われてくる。それはつまらないとい う%の多いの

をみると,現在の栽培から始まって製図・木工・金属加

工・機械・電気・ とあれやこれや製作的な実習もあ り,

講義もあるなかでそれぞれに関連がなく,ま とまりのな

い外面的な教育課程の編成にあるからではな い だ ろ う

か。面白かったとい う理由は,問題があるかもしれない

が, このデーターに関する限 り,技術教科教育を支えて

いるのは,直接にはわか りやす く熱′らに指導されている

教師の精神的肉体的犠牲によってである (も ちろん間接

的にはそれを側面的に支持する教文活動,民 間 教 育 団

体,学者を始めとする各種の機関ではあるけれども)と
いえるのではないだろ うか。

これだけでは,不充分なので(2)の 技術教科に対する意

欲の問題と一緒にして検討してみたい。

C.技術教科に意欲がでた 60%の理由

興味 (18),作 る喜び (16),指導よい (9),面 白い気

楽 (8),必 要 (5),そ の他 (3),白 票 (3)。

d.技術教科に意欲がでなかった 37%の理由

つまらない興味なし 112), 講義分らない (7), むず

かしい (7),教 師嫌い (3),不 必要 (2),そ の他設備

テス トなど (5)。

意欲のでた中で,指導よい 9%は,興味にも作る喜び

の中にも教師の指導の苦労が入っているけれども,作 る

喜びに比率が多いとい うことは,彼等は本質的に労働と

創造の喜びをもっていることである。

(1)でつまらなかった者が多かったが,(2)では逆に意欲

のある者の方が多いというのは,簡単で実習だけでまと

まりがなくつまらないと思っている者でも,作る喜びや

その他の理由で意欲はもっているとい うことがいえるの

ではないだろ うか。

さらに17)の 技術教科は大事である大事でないの内容を

整理してみると,

自 票…………… 22%

大事である 73%の理由

基礎的常識 として……………………………………………18

実用的で生活技術のため………・………………20

社会に出た時役立つ, 自分の将来のため……13

高校との関係上…………………………………・9

世界や,わが国産業の発展のため……・……… 5

人間性を向上するため………………………… 3

実証的だから……………………∴・……………… 2

その他………………………………・……………… 2

大事でない (4%)と する理由

高校では役立たない…………………………… 3

中 途 半 端・・・・… … … ……… … … … … … 1

以上であるが1lX2X7)の これまでの結果を総合してみる

と
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F「象 ・意欲

面白かった…・…………38% 意欲が出た……………60%

つまらなかった………44% 意欲がでなかった……37%

・重要性

大事である…………………………………………73%

大事でない…・……………………………………… 4%

以上技術教科の重要性は大部分の高校生が認めており

大半が学習意欲をもっているにもかかわらず,つ まらな

いとする者の方が多いというところに再編成の問題を考

える必要があると思われる。また大事であるか,ないか

答えられない者が22%も でたということも技術の本質に

かかってくる問題である。また大事であると答えている

内容に生活技術というのが多いのも気にかかる。ここで

ひとまず整理検討してみると,各教材内容がそれぞれ関

連のある体系的なものとするため (単純な外面的な経験

学習にしな・いため)つぎのように考えてみた。たとえば

機械,電気,金属を一つにして力学的
夕

ものを中′いに

(電気理論,物性論を含めた)体系化して製図と関連さ

せてこれらを中′いに精選しまとめあげてみたらどういう

ものだろうか。

しかし,こ れは技術というものの自然科学的な一方の

極を教えるにすぎない。強いて言えば,生産の極を教え

るにすぎない。強いて言えば,生産的実践における自然

科学的法則の意識的適用 (武谷理論)に なるのではない

だろうか。

また, これだけの編成では,かれらのまことにつまら

ないとする批判に答えた編成になるとは思われない。そ

れについては次の設間によって考えてみたい。

設間が妥当であったか疑間であるが,技術とはどうい

うものかという質問に,教えてくなかった とい う者が

73%で たとぃうことである。これは技術というものの本

質を教師でも簡単に言えないのに,ま た,絶えず追求し

てゆくべきものなのに,む りな設間であると思ったので

あるが,前の技術教科の重要性に答えられない者,ま た

技術について考えたことという設間に答えられない者 ,

印象でただ面白かったと答えている者などが多いという

ことを総合してみると,技術とは,戦争とか平和とか,

民衆のためにとかに関係して考えたことがあっても,そ

れ以上には考えていないといえるのではないだろうか。

これでよいのだろうか。私はこの程度ならばいくら自然

科学的側面をよくしても技術科の印象は今後それ程変ら

ず,本当の意欲というものは,でてこないのでないかと

思う。技術というものがどういうものかの理解程度が,

自然科学的側面からの理解程度に比して,社会科学的側

36

面からのとらえ方が,余 りにも貧弱であるところに原因

しているように思う。技術というものが社会的条件と切

り離すことができないということは,技術教育は社会科

学的倶1面 もあるという考えに立って自然科学的側面に対

する一方の極としてよいのではないだろうか。成長しつ

つあるかれらが体制の矛盾の中で無意識的に技術教科に

対する不満としてこうした欠けた側面を感じとっている

とみるのは,果していい過ぎであろうか。一般に技術者

自身も社会的倶1画 を,知ってか知らぬか,関係ないもの

としている人達がまだ相当いる。そうしたことが 1つの,

要因となって技術者は余り利日でない人種として過去に

軽視されてきたのではないだろうか。社会科学的側面の

教育は前期中等教育において発達段階を考えても社会,

国語と比べてみればむ りではないと思われる。

さらに(3)の 高校との関連教科をみるとき,高校の実習

教科との関連が過半数を占め,社会・美術等との関係が

少ないのは,いかに技術教科が片足で歩んでいるかが分

る。私は現在,社会・自然の両足によって技術教科に関

しては歩まねばならぬと思っている。自然科学的面だけ

で歩むことは,最 も体制の望むところであり,43年度文

部省教育課程指導要領改定にも,発展する科学技術のた

めの教育として,基本的事項の精選等も, 自然科学的面

からのみ強く出るのではないかと想像される。社会科学

的側面こそ自主編成において重点をおく所ではないか。

技術教育の本質については技術教育9月 号に福島要一先

生が突いておられるので,私のような不勉強な教師の触

れるところではない。

(6)の 調査によると,実習と講義が学校によってまちま

ちであったため平均してみた結果であるが,こ れでよい

のではないだろうか。ただ教育内容の問題であるが,社

会科学的側面を講義の方に多くとり, 自然科学的な面は

実習の方に多くとり,それぞれの比率は半々位がよいの

ではないか,少 なくとも,社会科学的面は%以上は必要

ではないかと思われる。教材は生産技術概論,あ るいは

技術概論として, とり入れてもよいのではないか。あた

かも工高の工業概説に相当するものともいえる (こ の工

業概説は工高とて自主編成しなければならないほど不満

なものであるけれど工業経営よりはよい)。 この生産技

術概論の内容が問題であるが,た とえば,技術史,賃金

原価計算などは大事な内容ではないだろうか。

以上が実態調査からみた感想を 2点にしぼって再編成

を考えてみたのであるが,その他の項目は他の立場に関

係あるので,そ こで検討することにする。



2.現 在の高校の問題点から

現在の高校教育には余りにも問題点が山積している。

私の都合で工高に関係が多いが,工高だけの問題ではな

ヽヽ。

第 1に就職進学の問題から考えてみたい。普通科が進

学予備校であるなら,技術系の高校は就職予備校である

ことは,すでに知られている。とくに工高の3年生は,

1学期から青田刈 りが始まっているのに,今年度は 2学

期になっても,昨年の3割にも満たなヽヽ決定状況 であ

る。最近,工業専門という企業に都合よい,高校とも大

学ともつかない,およそ学校体系からはずれた異質のも

のが別にできてから,工高においても変化が でて きて

いる。職業訓練所化をたどるもの, どうせ自分は,ス タ

ッフにはなれないとさとった者が進学組に入り,それに

よって進学予備校も分担させられてゆく工高,産学協同

の先頭に立つ工高,技術高校等と種々様々に動 い て ′ヽヽ

る。こうした学校で本当の技術教育ができるだろうか。

技術革新に転身のきく近代的な資本の喜ぶ技術教育はで

きても,技術者が解放されるような本質的な技術教育は

望むべくもない。就職ということはとにかく現実の生徒

のためには, ということで′心配してしまう。昨年は太平

ムード,そのもの,本年は就職取消しの連続,教師も生

徒も不景気風を真正面にかぶったかっこうである。最近

の卒業生が学校にきたからきいてみれば,倒産したから

自然退職したとのこと,ま た転職を希望する者の多いこ

と,大企業では, うだつが上らないと中小企業をほとん

ど希望してくる。また「先生は本当のことを教えてくれ

なかった」と教師不信の言葉もきく。これなどよい方で

最初からこの体制の中では教師等当てにしていない者が

,増えているようだ。それでも卒業生はよく尋ねてきてく

れるが,技術革新,自然科学的な技術の話など一言も出

てこない。かれらの日から出てくるのは,労働条件,人

事管理,安全管理,賃金,転職,景気の話で昨年の大平

ムードの時代でも決して卒業生は うわついた話はもって

こなかった。言葉のはしはしにも,あ きらめと,不安と

焦操の入りまじった,矛盾への何んともや りきれな っヽい

がよく分る。かっては,エ リート意識に得々とした言葉

を聞いた時代もあったけれどかれらとて悩みは同じだっ

たと思われる。最新の技術進歩の動きを映画等視聴覚教

育に訴えて生き生きした授業展開をしていると思ってい

る教師でも,やはり知らぬは教師ばか りのひとりではな

いだろうか。最新を誇る設備教具もよいけれど,ま ずそ

うした問題に解決と勇気を与え強く生き抜ける教育内容

をもった技術教科に編成してみたいものである。

第 2に学習意欲の問題がある。技術教科をもつ高校に

おいて,最近数年目立ってきている問題である。それは

学習しようとする者が少なくなってきている こ とであ

る。しかし一部を除いては大部分真面目にだまって講義

をきいている。もちろん,中には内職をしたり上手に眠

っている者もいる。これは学習意欲低下の問題のグルー

プと別のグループに属する。また英語の時間に技術教科

の理論の本をみたり,技術教科の講義に英語の教科書を

みるといった,すべて授業の時の本と違 う本を出してい

る,あ まのじやく式のグループがある。しかしこれらは

何かそこに意欲があり,青 年期の特徴からでてくるグル

ープで結構社会で,た くましく生き抜き斗ってゆくグル

ープである。もちろん教師とtノ て人知れぬ神経をすり減

らしながらアドバイスしている。

しかし問題は最初の全然iま欲のないグループである。

これらを頂点に級全体が学習意欲を減退させ て きてヽヽ

る。教育上の教育効果沢1定 としてのテストなど数人程度

の反応がある程度ではないだろうか。しかし外面は非行

に走るわけでなく,外からみればまことに静かな授業風

景である。最近数年のこの現象こそ,選抜と選別のゆが

められた教育体制が,遂に若々しい青春のエネルギまで

もむしばみ,学習意欲はもちろん,人間的な意欲まで喪

失させ始めてきている。 2年生では現在の悩みの中で,

学習の悩みが最も多く43%,つぎに人生,就職,進学が

20～25%に なっている。したがって,選抜体制とともに

いかに学習負担が生徒の意欲を減退させ悩ませているか

が分る。また農・工・商それぞれ30%以上が,最初から

職業課程を志望していたのでなく,そ のため大部分が入

学後も不満と′
i図みとおきらめの中で学校生活を送ってい

る。これらは技術教科i■ 意欲を示さず,普通校を志望し

ていた生徒である。難解な理論をいう場合でも理論とは

どういうことか。数式の理論をいう場合にも数と図形が

いかに大事であるかを説明し納得させて入ってゆく始末

であるc問題も学校で必ずやる時間をとり,おちこぼれ

のないように生徒をみちびくことは,中学校も高校も変

わ りないのではないか。普通科においては,教師の講義

と関係ない入試のための暗記と計算をやっているのにす

ぎないのではないか。したがって,後期の中等教育の工

業科においては,物性論を含めた力学的なものを基礎教

科として,単位を多くとり,他 の応用教科を一般化しわ

か り易く編成したいと考えている。中学校の場合も内容

を高度化するとともに編成し直すことは同じではないだ

ろうか。



第 3に生活指導の問題があるc非行に走った今までの

生徒をみると,ほ とんどが孤立化しゆがんだ体制の犠牲

者になっている。これらの生徒を救い正しく導くには,

集団主義教育の中で成長させる以外にないのではないか

と思う。

技術というものが本質的に生産技術であるならば,技

術の階級性を考えなければならない。というのは個人プ

し―の生産技術というものはあり得ないからである。集

団の中における技術学習というものが現実の生産技術者

の中で盛んに行われ,生産そのものが個人的生産であり

得ないことが分かる。たとえ資本の命ずるままとはいえ

集団による生産である。集団による技術学習の中にこれ

らの非行化を防ぐ1つのかぎがあり,かれらを新しい生

産技術者に成長させることができるのでは/_~い か。それ

は現に講義には遅刻・早退・久席してもこの意欲のない

生徒が,実習,製図には,真面目にJl席 している。これ

らのことを総合してみて,実習における製作組立は,集

団による各自分担の大きな製作組立の方が生活指導上,

また生産技術本来の形からいっても人間的触れ合いを通

じて技術というものが理解されてゆくのではないか。高

校においてはよい結果を得ているのであるが,こ れを邪

魔するのはテスト体牛1で ある。製図だけはひとりひとり

正確性をみて,図学と設計計算の講義の時以外は,図面

書きに対してのびのびしたふんい気をもたせることにし

ている。私自身級をもっていることもあるけれど,生活

指導の面からこうした面を大事にしたい。

中学校の設計製図において製作図であったら,製作の

時でもよいけれど原価計算を行い,材料費労務費経費の

学習内容もできると思う。したがって,工業という生産

技術であるなら,最後は工業化するために図面というも

のが必要であるところが,技術科の理科とは全然違 う点

であり,簡 単な製作図と立体図形が必要になってくる。

立体図形はその正確性と立体的に思考図を画けるために

大事な役割をもっている。私は相貫体の作図は最後は切

抜き,自 分で組立てさせる事にし́ている
=二

こではごまか

しのきかない正しくものを教る能力がついていく。また

電気実習においてセットを組む場合, ヒューズ,標示燈

によって間違いを事実によって判断する能力をつけるこ

とにより,余 り言葉の説明は使わない「すがよいのではな

いか。ともかく技術家庭科が発足していらい,座学が上

で実習が下であるとしたような,かつてのつまらない偏

見を打破って,彼等は生き生きと考え収組んでいる。現

在では教師の方で実習の方に意欲をもっている現状であ

る。この陰には技術科教師の実習というものを教育的に

3θ

組み直していった不断の成果ではないだろうか。このこ

とは長い工高の歴史の中でも最も強調してもよい事実で

あるc

3.小 中高一貫教育の立場から

第 1に テスト体制の問題がある。先に高校の問題でも

分 り調査(9)で暗記的になった結果,一部技術教科を重視

する生徒がでても学カテストに対して拒否しなければな

らなしψ陸質のものである。結局前期および後期中等教育

が中学 0高校という形でテスト体制を通して断層を生じ

させ一貫教育の妨げをしている。全入による後期中等教

育の義務化と小学区制にするため, ともに教師集団の統 |

一と運動が推進されるか否かにかかっている。

第 2に男女共学の問題がある。(8)の結果, しなくとも

よいが多く出ているが,高校 3原則の 1つである男女共

学も工高が一番遅れている。昨年教研の工業分科会でと

りあげて今後活発になってゆ く傾向であるが前期中等教 :

育においても男女共学は当然のことと思われる。家庭電

気・家庭機械なども,機械,電気として,今までの学習

負担を少なくして,共学できるようにすべきではないだ

ろうか。少なくとも生産技術概論はもちろん製図をはじ

め男女共学ができる。社会主義国の女子技術者の活躍を

知れば,当然できるはずだのに, これらの取組みが中・

高校とともに遅れている。

第 3に ,発達段階の問題として実習における丸のこの

使用は,技能の′点,安全営理の′まからいっても高校の段

階であり,中学校では,教育価値がなく教師のみ使用す

るものである。また,小学校の後期に図画工作を,美術

・技術に分離し技術科として独立させ, これに木工を移

した方がよいのではないか。栽培は今までのものに農業

技術の社会科学的面を生産技術概論の形で講義すること

によって生きた農業技術の基本問題を理解させることに

なるのではないか。

第 4に ,教師の労働条件からみる時,技術教師ほど労

働条件が悪い。まず実習では生徒15人 に 1人の教師がつ

くことが望ましいことだろう。そうしたことが組織的な

力によって達成されなくてはならない。また,産業教育

手当も当然要求し,ま た,行政当局は出さなければなら

ないものである。多面的な編成と時間と生徒数,無手当

の現状二れこそ再編成における社会料学的な問題であり

技術教育発展のために小中高一体の教師集団の中で解決

ヒンたいと願っているものである。

(長 野工業高校教論)



超大型化する船舶

一一日本が世界をリードーー

わが国の造船業は,朝鮮戦争まで,本格的な外航船の

注文がほとんどなく,なべやかま,お寺のぼん鐘まで作

るというありさまでしたが,朝鮮戦争を期に,海上荷動

きが活発化し好況がおとずれ, “技術革新,期にはいり

ました。その後,ス エズ動舌しを期にして,国際的に新船

建造がさかんになり,わが国の造船所にも注文が多くな

り,31年には,進水量では世界 1位 となり,その後 9か

年世界一の造船王国となっています。

わが国の造船量の発展
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現在就航中の最大は “日章丸"(13万 2千重量 トンー

37年 10月 建造)ですが,今年 9月 末には,石川島播磨重

工業の横浜造船所で東京丸 (15万重量 トン)が進水しま

した。15万重量 トンといえば,甲板の広さは12500m2,

長さは東京駅より長 く306m,幅は47.5m,高 さは10階

だてのビルより高 く,喫水16mと いゎれています。この

船で 1回に運ぶ原油は 18′ 入 リドラムかん926万本にあ

たります。石油資本が,こ うした大型化を目ざすのは,

販売価格の25%を しめるという,石油輸送費を引きさげ

ようとする要求と,海運会社が大型化によって トン当り

建造費を安 くするとともに,船の操縦の自動化によって

乗組員を少なくして,船員費の引きさげをねらっている

からといえます。この東京丸の建造費は, 日章丸より安

く,乗組員はわずかに 29名 でよいそうです3 このこと

は, 4年前の 5万重量 トン級のタンカーで約60名 の乗組

員を必要としたのとくらべると, 自動化装置による合理

化が明らかです。

造船工場の技術革新のひとつ一― モノポール設計

図の写真フィルムを拡大して,現寸で鉄板を自由に

切断していく
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しかも,こ こ数年来,船舶は大型化する方向にあり,

この超大型化船舶の建造においても,日 本は先頭をきっ

ています。

今年の8月 末現在で,10万重量 トン以上の建造中船舶

(未着工船もふくむ)は ,41隻であるが,その うち26隻

は日本の造船所が受注していますcその内訳をみると,

三菱重エーー15万重量 トン以上 4隻
10万重量 トン以上 6隻   計10隻

F:立造船―-15万重量 トン以上 1隻
10万重量 トン以上 6隻   計 7隻

石川島播″F重エーー15万重量 トン以上 3隻
10万重量 トン以上 2隻

計 5隻

以上の 3社が世界の 1～ 3位を独占しています。
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この東京丸が今年末に就航すれば,世界最大のタンカ

ーですが,以上の計画の中には,来年度着工予定の19万

1千重量 トン (出 光タンカー)があります。現在,マ ラ

ッカ海狭の通行可能な喫水は,17.5mま ででありますの

造船工場の技術革新のひとつ一一 プロック建造。

プロックごとに組みたてて,それが起重機を使って

流れ作業で船が建造されていく。

大容量化する入力発電設備

一一佐久間ダム発電所の1.5倍 の

出力 50万KW発電機ヘーー

数年前まで,発電所といえば,佐久間ダム発電所に代

表されるように,水力発電所が, 日本の電力事業の主要

地位をしめることが,一般国民の常識でありました。し

船から陸上げした石炭をコンベアで貯炭槽に運ぶ

売劣賞言霧蕎[優 :ふ 1夏[F貸象榛羹去亀ご[≧
油 の使用は制限 されている。

4θ

で,20万重量 トン (喫 水17m)の超大型船が海に浮ぶの

も, もうすぐのことでしょう。

このような,超大型船建造競争をめぐって,造船技術

の革新も著しく,流れ作業が本格的にとりいれられはじ

め,船員の自動化をめぐって,電子技術をもつ現4勿作業

員の不足が,企業内教育の課題となってきています。

かし現状は,火力が日本の電気事業で主となるようにな

っています。とくに, 日本の “技術革新"が本格化する

昭和30～31年 ごろから,火力発電機の大容量化が,ア メ

リカのG.E.会 社からの技術導入によって実現され ,



その後,日 ざましい発展をとげ,すでにいまでは,佐久

間ダム発電量 (35万 KW)を しの ぐ,37万 5千 KWの 発  冨諄
電機がつくられています。このような入力発電設備の大

容量化によって,各地の新鋭火力発電所の発電量も大き  40万

くなり,100KW以上の発電所が出現しています。 しか

も,こ こ1～ 2年の うちに,出 力 50万 KWの発電機が  30万

製作されることになっていて,45年 3月 に完成する中部  20万
電力尾鷲火力の 3号機, 4号機は, 50 KWに なる計画

であります。                      lo7」
しかし,こ うした超大型火力発電機の第 1号機は,こ

れまで,外国 (主 としてアメリカのG.EC会社)か らの

導入により,第 2号機から技術提携によって日本の企業

が製作するばあいが多いのです。

このように,大容量の火力発電設備が増設されるにと

もなって, “亜硫酸ガス"の 公Jが問題化し,現在87万

入力発電機最大容量増加の推移

年度 30  32  34  36  38  40  響  44
5千 KW(17万 5千 KWの 発電機 5機)の 出力をもつ横

浜入力発電所をめぐって,公害が問題化しています。と

い うのは,横浜市の高台で,最悪の場合,亜硫酸ガスの

濃度が 0.14PPMに なるといわれるからであ ります。こ
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のため 6号機 (35万KW)の 建設にともない,公害対策

が社会問題化し,C6号機の煙突を150mに し,こ れに

既設の煙突の 2本を吸収し,②残 りの 3本の既設煙突を

130mの 煙突 1本にまとめ, 0煙突の排煙速度を現在の

毎秒 16mか ら30mにすることになりました。これによ

って,亜硫酸ガスは,一番濃度の高いところで, 0・ 036

PPMになるといわれています (A)

発電機

貯  炭  槽

ここを出た石炭は小麦粉のように小さく粉砕される

鋼

42
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図 学 習 の 実 践

― 第 3角法の指導を中心に一

)

1.油 土による立体の作成

製図学習で生徒が抵抗を感ずるものに正投影法 (第 3

角法)と 読図とがある。読図は加工学習はもとより機械

学習の指導で直接みることのできない機構とか,機械の

部品を図面によって理解するときにたいせつである。

製図学習の入門期には,頭にうかんだ構想を図面に直

接表わしたり,逆に第 3角法で表わしてあるものを見取

図 (斜投影法などで表現してある)で描くのも困難であ

る。すなわち,図面と見取図の間に具体的な立体を作 り

その立体をはしわたしとして理解を早めようとするわけ

である。具体的な立体を表わすものとして,つみ木,鋳
型,紙粘土,粘土,だいこん,い もなどあるが,取扱い

の簡便さから油上がよい。

加 図
～ 具体的な立体 (油土)―― 第三角法で表わ

した図

次に油土を使用して感じたことをのべてみる。

C油土とその用具 市販の油± 1人 250g,へ ら数種を

使って細工をする。気温と油上の硬さで,冬は硬 く夏

は少しべとつき困った。

O油上で作った立体であるからあまり精度は要求できな

い。相当苦労しても平面がなかなかできない。したが

って,おおよそ形ができればよく,それで学習にはさ

しつかえない。

C第 3角法の指導で油上で単純な立体を作 り原理を理解

させる (詳細は実践例に)。 また, 平面的な見取図を

みて油上で立体を作れば読図学習が具体的にできるc

評価にも利用できる。自作の図面を交換してお互に油

上で立体を作らせれば図面を正しく読まなかったり,

図面が約束通 りかけていなければ正しい立体ができな

い。このようなことに油上を使用すると数分で立体が

でき,終ればつぶして次の立体を作ることができて好

都合である。

Oぶんちんの立体を作るとき,そ の構想を油上で作ると

具体的に表現でき,欠点もよくわかり考案設計の段階

で利用できる。

2.授 業 の 実 際

正投影法 (第 3角法)の実践例を指導者の立場よりみ

た感想をかいてみる。

(1)第 1時 第 3角法の説明

掛図により第 3角法の説明をする。立体を平面にかく

方法の 1つであることを重点に。

投影図法説明用教具による指導

図 1

透明な板
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実 践 的 研 究

福 蔵
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実 践 的 研 究

教具について

図 1の ような透明な板 (透明な下敷,定期入れなどを

利用)で半角筒形を作 り,その中に立体を支える針を作

り,それに油土やいもなどで作った立体をさしこむ。

そして半角筒形の外側に写図用の透明なフイルム (セ

ロハンやナイロンの袋など利用,第 1角法の時は不透明

紙)一図2～図5-を重ね,それに中の立体をみてマジ

ックインクなどで立体を描いた後,写図用フイルム (不

透明紙)をはずし展開し,第 3角法 (第 1角法)を説明

するのに使用する。図 1の ような透明板に直接かくと消

図 2

LIり 1な フィl・ ム

:]4'iliぼ
l

|1l mi「 く(方1) 正面図 )佃 1面 14/1(イ T)

図 3

えにくく別の図をかく時に不便であるが,図 2～図 5の

ように別の紙にかくので各面が手軽に展開される。第 3

角法の時に使 う写図用フイルム(セ ロファンを使ったが)

にマジックでかいたが,エ ンピツでかける透明な紙があ

ると便利がよい。投影図法説明用教具を使って図6の立

体を油上で作ったものをセロハンにかき,それを開いて

第 3角法の図を完成させた。

反省 立体の正面をはっきりさせること。

生徒の自己評価でうまくかけたもの45人中39人。

油上で立体を作るのに予想以上の時間がかかった。事

前に油土になれさせる必要がある。

(2)第 2時 かくれ線のある立体

①次の図 (図 7)を第 3角法でかいてみる。かくれ線に

ついて説明する。

`4

図 4

②図 8の立体ABC(か くれ線のあるもの)を油上で作

り第 3角法でかく。

反省 A,B,Cの うちまちがいの多かったのは,B
の平面図であった(図 9)。 図の2, 3の ように破線を引

く位置のあやまりである。このあやまちは油上の立体を

みて作図したので立体を作るときαとみの長さのちがい

をうっかりみのがし, α<わ とい うことがわからなかっ

図 8

『

Ⅷ

側面図 (左 )側面図 (右 )

判
“
薔



実 践 的 研 究

がつかない。

図 9

l θくι

2 α>b

3 α=わ

たと思 う。油上の精度について考える必要がある。

(3)第 3時 次の図(図 10)を 作図する(ド リル)。

油土を使わないで作図したときの正答者は,45人 のう

ち,A28人,B23人,C38人,D33人である。油土

を使用した結果 45人中42人 までが理解できた。

反省(図11参照)Aの 右側面図の不正確なものが多か

らた。T第 2時」のB図 と同じくαよりわが長いことに気

図 10
Q )  CI

図 12

ようなことはなかった。D図の矢印の部分 (図 12)が
,

正面図では破線になることが理解しにくい。円,円弧が

かくれ線で表わされる時も理解しにくいように思う。

に)第 4時 かんたんな立体の製図

図13の立体を製図するのに,作業を 1～8に 区切 り指

導 した。

図 13

30

①準備の段階

④ りんかくをかく◎標

題らんを作る◎図形の

大きさをきめ,それに
10

したが って図の位置を

きめる。

②下がきの段階

④基準になる線をきめる①基準になる線にデバイダで

寸法をとり印をつける。◎水平線,すい直線を引く

③仕上げの段階

④実線の部分,破線の部分をかく⑮寸法線,寸法補助

線を引き寸法を入れる

反省 下がきで,細いうすい線をかいた方がよいが,

約半数の生徒は守れた。細いうすい線がかけない原因は,

紙がうすいと不安であること不注意によるものである。

理解しにくいものについては,油上で立体を作 り,そ

れをみてフリーハンドで図をかき,寸法を入れたものを

みて製図させた。

第 3時までは図をフリーハンドでかいたが, ここでは

製図用具を使って,製図をさせた。

以上第 3角法の指導を中′いにかんたんな立体の製図が

できるまでの授業のあらましをのべた。この指導を通し

て理解しにくい第 3角法について,生徒に抵抗を少なく

することのために努力したつもりである。今後はこの実

践をもとにして,製図学習全般について合理的な授業い

できるよう考えてみたい。 (出雲市立第中学校教諭)

B図の平面図で中央の穴がかくれ線になることがわか

らない(図 115)。 穴が平面図ではだ円になることに気ず

いたものが45人中 5人いた。 C図については問題になる

図 ‖

□

囲
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安 全 教 育 の 実 践

― 安全規定の作成と

は  じ め  に

あらゆる教育の場において,児童・生徒の安全教育が

叫ばれている昨今,の こぎり・かんな・のみ・その他の

手工具はいうまでもなく,機械類を使用する技術料では

安全指導が重要なことは,今さら論をまたない。

技術料で,生徒に機械をどの程度まで使用させるかと

いうことは, 1つの問題であろう。たとえば,木材加工

では,教料書に出ている自動かんな盤・角のみ盤・手押

しかんな盤・丸のこ盤等について,教師の示範にとどめ

るべきか,一部あるいは全部を生徒自身に使用させてい

いものかどうか, この問題を毎年課題として実践的研究

を続けてきた。

本校には,機械多 木工室・金工室がそれぞれ 1室ず

つあるが,木工室と金工室とは設備が不十分の上,現在

43学級という大規模学校であるために,そ の利用度が高

い。木材加工では自動かんな盤・角のみ盤を教師の監督

のもとに使用させ,丸のこ盤・手押しかんな盤について

は,教師の示範を主体としていたが,昨年度は,生徒の

一部に使用させた。いざ指導してみると,古い機械・安

全装置の不足・注意力の乱れる生徒等のために,教師は

過敏な神経を使い,安全規定の作成が,一つの課題とな

ってきた。

かといって, クラスの内の 1～ 2名を助手として,養

成しておく方法は,事故を防ぐには役だつだろうが,義

務教育, とくに正規の授業において,特定の生徒のみを

熟練させ,他の大多数の生徒には,そ の機械を使用する

46

経験を持たせないことになり学習指導 として疑Flを 感ず

る。

そこで,今年度は,少 々行き過ぎかと思ったが,手押

しかんな盤・丸のこ盤 ともに,全員に使用させることを

目標に,安全規定の作成に着手し, ここに「動力機械の

安全′い得」 と名称をつけて,今春 6月 に作成を終った。

まだまだ問題点も多 く,研究の途上 とい うべきものだ

が, ここに,そ の規定の一部と,規定に従って実践して

みた作業の実態 (2学年木材加工)と を,合わせてのベ

ることにする。

1.本 校の施設 0設備の実態

本校は,終戦直後に新制中学の新設 とともに,工業高

校の一角に校舎を借 りて創立され,以後,次第に生徒数

も増加して,昨年がピークで48学級,2,400人 に近 くな

り,今年は 43学級, 2,000人 を越える大規模学校である

が,技術科関係の施設・設備は次の通 りである。

各室・機械類の配置平面図

①丸のこ盤 ②手押しかんな盤 ③自動かんな盤

C角 のみ盤 ⑤木工旋盤 ⑥両頭研削盤 ⑦金工旋

盤 ③ボール盤

□

□
□

回

回

□

木 ■:三

,隼

イ,南

室

□ 回

令 工 室

実 践 的 研 究

橋



実 践 的 研 究

木 工 室 (1室) 5間 ×5間 ,

金 工 室 (1室) 5間 ×7間 ,

機 械 室 (1室 ) 3.5間 ×5間 ,

職業相談室兼準備室 (1室)1.5間 ×5間

機械類としては,丸のこ盤 0手押しかんな盤・自動か

んな盤 0角 のみ盤・木工旋盤・糸のこ盤(足ぶみ式)・ 金

工旋盤 0卓上ボール盤・両頭研削盤等各 1台ずつ。

以上であるが,そ の他,の こぎり・かんな等の木工用

の手工具については,生徒各自に,すべて希望購入をさ

せており,学校にもいくらか備えてはある。

2.木 材加工で取 り上げる題材と

使用する機械類

例年, 1学年では板材を主体として,植木鉢台を 1人

■品製作とし, 2学年では,角材を主体として,作業用

こしかけか,生徒用こしかけ,慮 るいは長いすなどをグ

ループ製作してきた。

前述の通 り,昨年まで,急増する生徒数にいすが不足

をきたしていた関係上,材料費として学校予算から出し

てもらい,作品は学校へ返却していたが,今年から学級

減となり,昨年度と今年度は, 2年生も1人 1品製作と

いう方針をとってみた。

まえがきでも述べたように,角のみ盤・自動かんな盤

・ごくまれに丸のこ盤 (ほぞ作 り)については,数年前

からすべて指導教師の監督のある場合のみ,生徒に使用

させてきた。

もちろん,事前に教料書にある使用上の注意事項およ

び,そ の他にも追加説明した後,実地に当たっては,そ

の確認と指導教師による示範をしてから,生徒に使用さ

せていた。

丸のこ盤による横引き,お よび,手押しかんな盤につ

いては,教師の示範にとどめていたが,昨年度は,生徒

の一部に使用させてみた。しかし,い ざ指導してみると

機械も古く,安全カバーも不充分の上, クラスの中には

注意力の乱れる生徒もあり,事故が発生した場合の迅速

な処置ができるかどうかも疑わしく極度の神経を使 う。

そこで,指導書や,出版されている安全使用′き得や専

門書を参考にして, 1昨年,半紙 2枚余り程度の「木工

機械安全使用′き得」を作成し,それを生徒に配布して,

1昨年と昨年には指導してきた。そして昨年は,一部の

生徒に手押しかんな盤 0丸のこ盤も使用させたが,危険

な点も多い。今年は,実験的に生徒全員に,手押しかん

な盤・丸のこ盤ともに使用させて作業を行なうことにし

たので, どうしても安全規定が必要となり, この機会に

と,先ず手初めに, この安全規定の作成に着手すること

にした。

3.安 全規定の作成

(1)作成にあたっての留意事項

安全規定を作成するに当たっては,次のような点に注

意した。

0 生徒の危険を未然に防ぐことに最大の目標をおく。

(2 万一の事故発生時には,迅速に処置ができること。

③ 上の目標を達成させるために,本校の実態 (た とえ

ば,生徒数・生徒の想定される言動 。機械の構造と性

能・室内のようす等 )々に合致していること。

④ 籾上の空論にならず,実際に使えるものであること

⑤ その規定を守ることによって,機械を使用する態度

が身につくこと。

⑥ その規定があるために,機械の使用が低調にならな

いこと。

⑦ その規定を学がことによって,機械の構造や使用上

の注意等の知識が豊かになること。

③ 文章はわかりやすく,具体的であること。

⑨ その機械の一般的な注意事項ととt)に ,本校の機械

について,そ の注意すべき点をわかるようにすること

(例)手押しかんな板では,長さ300m m以下 (本校の

ものは 400m m以 下)の材をけずらない。

以上のような観点に立って,規定を作成したのである

が, ここでは,その一部分だけをのせることにしよう。

(2)動力機械の安全′き得

まえがき

G 動力機械の安全の一般的′い得

a.服 装

b.行動・整頓

C.機械操作

d.事故発生時の心得

② 動力機械の安全使用上の注意

a.動力機械の一般的留意事項

b.木工機械の安全使用

④ 手押しかんな盤  ⑮ 自動かんな盤  ◎

丸のこ盤

③ 角のみ盤  ◎ 糸のこ盤

C.金工機械の安全使用
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③ 両頭型研削盤  ◎ 卓上ボール盤  ◎ 金

工旋盤

(3)事故発生時の′き得

① 事故が発生した時は,すべて指導教師の指示に従 う

こと。

② 作業 (授業)は ,すべて (学級全員)中止すること

③ 指名された生徒以外は,速やかに室外に出ること。

④ 連絡員 (各連絡先に,各 2名ずつ選出しておく)は

冷静かつ敏速に,指導教師の指示を受け,その連絡に

当ること。

事放発生時お連絡網

1輸摯主任ト

睡≡菱憂憂≡|←

4.機 械室の整備 と安全具

以上の冊子を,生徒 1人ひとりに配布し,教料書を教

えた後, 2時間余を当てて, この規定を説明した。

その後作業にかかったわけであるが,規定はできたも

のの,機械および機械室内外の整備も不完全のために工

夫をこらし,危険に対処することにつとめた。

まず,機械室の人口に,ベ ニヤ合板 1枚の大きさで機

械室使用上の注意を記入してかかげ,さ らに,各機械の

上 (床上 2m位の所)にベニヤ合板%の大きさで,各機

械についてのおもな使用上の注意を天じょうからつるし

た。またどこの学校でも行なってるように,分電盤など

の危険個所には,安全標識をは り, 1人ひとりの作業で

あるから,他の生徒 (班員)は見学の形 となり,床面(コ

ンクリー ト)には,見学者を機械に近づけないため,機

械から適当な間かくに線を引くことも考えた。

本校の手押しかんな盤・丸のこ盤は,ベ ル トカバーが

あるだけの古いものであるため,次のような安全具を考

えて使用した。

図 1 板おさえ

{1)手押しかんな盤 :

板おさえは,教科

書を参考にして作

った(図 1)。 テー

ブルにつける安全

具は,図 2の よう

に作成してみた。

(2)丸 のこ盤

丸のこ盤については,横引き用とほぞ切り用との2個

の安全具を製作したが, ここでは後者をま)げ る。

最近の丸のこ盤は,いずれも安全カバーがあるが,本

校の機械は古く,の こ刃が裸になっているので,図 3の

ような安全具を作成して使用している。

〔注〕 左図の斜線の

部分が,軸受け部

およびその上部の

部品にはまりこん

で固定されるよう,

になっている。

ずわ

図 2 安全カバー

図 3 安全カバーをつけた図

図 4

4θ



実 践 的 研 究

5.実 際指導に当た って

こうして,教料書を教え,安全規定を指導してから,

事故発生に対処するために,規定に従って連絡係を選出

させ (各 クラスから各 1名ずつ,したがって2ク ラス合

併では計 2名)作業に入る。機械使用の順序は手押しか

んな盤・ 自動かんな盤・丸のこ盤の順に作業を進める。

しかし,初めての生徒に,長い材 (長いものは 3m位 )

を手押しかんな盤にかけることは,む りであるので,足

4本の内, 2本分だけを荒削りをしないまま,手のこで

切断して各自に分配し,手押しかんな盤・自動かんな盤

・丸のこ盤の順に, 1人ひとり加工させることにした。

そして他の材は,時間の関係もあり, 自動かんな盤で荒

削りを行ない,手押しかんな盤・丸のこ盤にはかけない

方針をとった。

まず,第 1週 (2時間連続時間)は,名簿順に 5～ 6

名ずつ機械室に入れて,自 動かんな盤で荒削りを行ない

他の生徒は木工室で,作業内容の再確認および,荒削り

をしない足材, 2本分を両刃のこで切断させる。

一方,機械室で荒削 りができた材から木工室へ運ばせ

1人分の長さ (足・足ぬき・座板など)を両刃のこで切

断して各自に分配した。

第 2週から,い よいよ手押しかんな盤に入ったわけで

あるが,休憩時間に前述の安全カバーを固定しておき,

クラス (2学級の男子が集まっているから,45～ 46人 )

を 4班にわけて,班ごとに機械室に入り,機械の構造・

危険箇所 。おもな注意事項や姿勢の確認,お よび示範を

行なった後,生徒に使用させた。

いよいよ開始となったが,生徒は前テーブルわきに,

教師は,危険防止と姿勢を指導する関係上,後テーブル

わきに生徒と並んで立ち,指導監督したが,安全カバー

と安全具のために生徒自身も精神的な恐怖′いをあまり示

さなかった。

ただ残った問題は, 1つの班を機械室で指導するため

に,他の3班は,木工室で手工具による加工を行なって

いることになるが,50人近く個々に指導すると, 2時間

を要するので,木工室での作業が,全 く指導者なしの形

となることである。しかし,結果からみると,仕事の内

容が手かんなによるかんなけず り,あ るいはすみつけの

段階であるから,負傷者も出なかったし,休憩もとらな

いで,熱′いに作業を行なっていた。事前の指導をよくし

ておけば,可能なことであると思われる。

第 3週では,第 2週 と同じに,班ごとに丸のこ盤によ

る切断を行なった。手押しかんな盤の場合と同じく,丸

のこ盤の構造 0注意事項の確認・示範等の後生徒各自に

2本分の長さの足材を半分に切断させた。

時間的には, 1時間で全員が終るので,次の 1時間は

木工室で指導できるから,思 ったより落着いて指導が可

能であった。

以上のように,全員に機械を使用させたのであるが,

角材を主体としたこしかけの, 1人 1品製作となると,

可成 りの時間を要し,ま た,木工室に指導者なしの作業

もあまり多くなると問題もあり,角のみ盤によるほぞ穴

あけと丸のこ盤によるほぞ作りについては,全員に行な

わせることができなかった。

む す び

前年度まで,生徒に機械を使用させることは, 自動か

んな盤と角のみ盤にとどめ,他は危険を予想してほとん

ど禁止したり,た とえ使用させたにしても,極度に神経

を尖らせていた上,極一部の生徒にとどめていた悩みも

今年度は,全規定の作成と,安全具類の使用によって,

型の古い危険な機械類も,危険をともなうことなく,生

徒に指導できるものであることを教えられた。また,生

徒の機械室内の態度で顕著にあらわれたことは,例年,

態度の好ましくない生徒が何人も出ていたが,今年は,

安全規定を作成したためか,全行程を通じて, 2年男子

全部の中で 1人 しか出なかったことであるc

以上,今年度作成したのは,木材加工・金属加工につ

いての安全規定であるが,機械や電気についての安全規

定も近いうちに作成したいと′思っている。

施設・設備の不充分,多い生徒数,多い持ち時間数の

中にあって,作業期間中の教師の疲労度は,危険率,あ

るいは事故発生率と深い関係があると思われるが,助手

もいない中学校技術料においては,現場の教師は,一層

の安全指導に力を入れるとともに,一方,国あるいは県

や市町村,ま た学校当局においても,前述の事 故発 生

の原因となるような要素を解決するよう努力していただ

かないと, とかく軽視され易い中学校技術料の発展はお

ろか,技術料を担当する教師も少なくなり,ひ いては,

高度に生長した産業の発展にもブレーキをかける結果と

なるのではないだろうか。

(新潟市立関屋中学校教諭)
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♯…
トタン板 (あ えんめ っき鋼板 )

技術・家庭科の 1年の金属加工では,あえんめっき

鋼板 (ト タン板)がよく使われています。 1年の金属

加エーー薄板金加エーーチリトリの製作というすじみ

をおう大多数の学校では, トタン板は,金属加工で不

可久の材料となっています。

ちえんめっき鋼板が,は じめて日本に輸入されたの

はいつごろのことか,ヤまっきりしていませんが, “ト

タン"と いうことばが,ポル トガル語の “トウタアー

ガ"か ら転化したものといわれていることから,明治

以前に,ポル トガル船によって,長崎に運ばれてきた

ものだろうと推察されています。

トタン板は,形によって,平板,波板 1号 ,波板 2

号,コ イルの 4種類があります。波形は,あえんめっ

きをした糸岡板に,定められた形状寸法を波形につけた

ものです。           )
波板 1号 (大波)

トタン板の幅は,762mmの なかに,914mm,1000
mmの 3種類があります。

実用化されてきていて,現在,こ うした着色 トタンの

JIS規格化が検討されています。

の金属は,ふつ うのばあいよりさびにくい。

化学反応を起こしやすい順序の例

(イ オン化傾向の大きなものから小さなものへの順序)

1匿‐
lク
ロム

|→睡巨]→|ニ
ッケルト画 |

あえんは,鉄にくらべると,イ ォン化傾向が大であ

るから,鉄板とあえんとの接触である トタン板では,

鉄板はさびがでにくい。あえんは,湿気や炭酸ガスに

あっても,表面にうすい炭酸塩の膜ができて,膜によ

って内部の酸化を防ぐのです。しかし,ちえんも,塩
をふ くむ空気やアルカリにあうと,おかされ,し たが

って トタン板も腐植を早めるので,建築材料に使 うば

ちい,塗装し, 2～ 3年 ごとに塗 りかえるわけです。

だから,技術・家庭科で, トタン板で製品を工作する

ばちいにも,その使用箇所によって,塗装しなくては

ならないわけです。すずめっきしたブリキ板は,すず

が鉄にくらべると,イ ォン化傾向が小であるので,す

ずめっきの膜がやぶれると,イ ォン化傾向の大き1ヽ鉄

は, 鉄だけのばあいより早 くさびるのです。 です か

ら,かんずめのあきかんなどを使って工作するとき,

切断箇所以外の折 りまげ部などのけがきには,けがき

針を使わない方がよいわけです
=

木材塗装の 目どめ剤

目どめ斉1に は,水性目どめ斉1と 油性目どめ剤 が あ

り,水性目どめ剤が広 く用いられています。

1 水性目どめ剤―一との粉, ご粉, クレー粉,陶
土などを水でとかし,結着剤として,にかわ,ひめの

り,さ く酸ビニール乳化重合体などを用います。半透

明の着色目どめをおこなうときには,パ ステルカラー

目どめといって, ご粉または硫酸バリウムに,い くら

― (茶 )な どがあります。

水性目どめの配合例一一との粉80, ご粉10,に力、わ

油性目どめの配合例一―との粉65,バ ー ミス トン25

油ワニス2,ボイル油 2, ミネラルスピリット少量。

建築材料に使われるトタン板は,加工後ペイントや  かの顔料をまぜて用います。顔料には,陽紅朱 (赤),

コールタールなどを塗装するが,1954(昭和29)年に  カーボンブラック (黒 ),フ ァース トグリーン (緑 ),イ

着色あえんめっき糸岡板 (カ ラー トタン)が市販されて  エローオーカー (黄 ),コ バル トブル ユー (青),ア ンバ

トタン板は,かんづめなどに使われるプリキ板 (す   (10%水溶液)10。

ずめっき糸岡板にくらべると,綱板がさびにくい。それ 2 油性目どめ剤一一水性目どめ剤の結着剤のかわ

はなぜでし ようか。 2種の異なる金属が水分のあると  りに,油性ワニスを用い,それに,と の粉,ご粉,ク
ころで接触すると,電気化学的な反応があらわれ,化   レー粉などをまぜ,テ レピンなどで凍 りあわせたもの

学反応をおこしやす く, 2種の金属の うち,よ り活動  です。着色剤にはイェローォーカー,カ ーボンブラッ

的な金属 (イ オン化傾向のより大きな金属)は,ぶつ  ク,紅がら,ア ンバーのほかに,黒 ワニスなどがらり

うのばあいより早 くさび,イ ォン化傾向のイヽさなほう  ます。

665(波 っけ前762)
1

波板 2号 (小波)

ギ さ_:電け前762)__J
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一般教育としての技術教育のありかた

西  田  泰  和……Ⅲ

ま え が き

生き生きとした子供と,豊かな知性と感情と意志を持

ったみ師のいる具体的な授業過程の進行しつつある場面
を離れて,こ の教科について論ずるとい うことは,意味

がないと思われるかも知れません。しかし,技術科をど

うみるかという原理面が不充分であると,学習活動を正

しいIJl条に乗せることを困難にするのみならず,いつの

間にか,進路特性に応ずるという名の下に,一般教育と

しての技術教育を,職業教育の方向に分裂せしめる懸念

があります。それで技術科教育のありかたについて考察

してみることは,極めて大切なことだと考えるのであり

ます。

1 技術科 と技術の科学

技術科の性格については,労働観を養うとか,実践力

を育てるとか,色 々な見方がありますが,近項は技術科

でも,他の教科と同じように,科学を大切にせねばなら

ぬ ということに,大 きな関心が払われているようであり

ます。一般に科学という言葉を用いることやそれを教え

ることについては,全 く絶対的に批判の余地がない程 ,

信用され強調されるものです。技術科で,技術の科学を

取 り上げるということについても,同様であると思いま

す。近代技術は,自然科学と技術学とが相互に浸透し合

つているところにその特徴を持っています。そのような

法則性の前提なしに,近代技術を理解することは不可能

であります。生産過程において用いられる労働手段は,

道具から機械に移行し,労働力としての技能も,経験的

熟練から,技術学の意識的な適用におきかえられていま

す。このような事情を無視して,思考から離れた伝習的

な職人仕事の習熟にっとめたり,単純反復作業に耐え得

ゐ能力を養うだけでは,批判がでてくるのも当然のこと

といえましょう。夕1え ば,自転車のパンク修理や皿洗い

の仕事を一日中辛抱強く反復してみても,そ こから知的

な興味や,洞察力などが生れてくるわけはないし,新し

い技能に転移していく可能性が,あ るとは考えられませ

ん。こういうわけで,技術科において,近代技術の前提

としての特殊の科学である技術学 (工学 農ヽ学など)の

基本を習得することの大切さを強調した点は,高 く評価

されねばなりません。この点を無視すれば,教科の根底

が揺らめくことになります。

しかし,だからといって,技術科の性格を技術学とか

法則性を習得することで,片付けてしまってよいもので

しようか。物を作ることや,働 くことの意義,労働過程

において,主体性を発揮する労働力に属する技能,労働

力の価値,経験によつて生じる驚きやよろこびの感情 ,

重要さを感じとる能力,困 難を克服する能力などを無視

するわけにまいりません。

2 技術科 とプロジェク ト法

技術学を教えることを強調することから,技術科の有

力なる教育方法としてのプロジエクト法,すなわち具体

的 な 々考了Йぢ面において問題を解決していく指導

法,の利点まで流し去ってしまってはならないと思いま

す。生活や経験による教育が,全 く無力になってしまっ

たとは考えられません。

われわれが,職業・家庭科と,技術 0家庭科を通じて

実践してきたいわゆるプロジェクトによる指導で,作業

経験と知的をどう統一するかにおいて,あ まかった点が

たしかにありました。.い んちんとか本立を作る作業で得

た知識や,技能の各々が,一体どう他の作業に転移し,

発展していくのか,ばらばらの知識ではなく系統的で,し

かも実践においてその威力を発揮させるには,ど うした
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らよいかという難問にぶつか りました。そういう点を鋭

く追究し,一層の成果をあげるために,改善していくた

めの努力が必要であります。しかし経験や働くことの本

質的な意義を追究することなしに,現在やっている物を

作る学習は,系統的知識から引き離してしまう悪い方法

であるときめつけてしまうことは,こ の教科の発展に必

らずしもよい結果を生むとはいえません。子供の精神の

発達や,技術の発達の筋道や,技術の本質的意味を考える

とき,技能とか,経験や労働を,技術科で取 り上げるこ

とが,悪いこととは考えられないのであります。授業の

質を高めていくための批判は当然なければならないが,

すべてを否定したり,経験による教育から系統学習へ
,

さらに人的資源開発へというように,流行を追いまわす

ような姿勢は建設的であるとはいえません。

3 技術革新 と技術科

ところで,こ のように科学をことのほか重視する背後

には,現代の技術革新が大きく影響しているという事実

を見逃すわけにはいきません。ここ十年間に,技術はい

ちじるしく変貌しました。大阪の日本橋とか東京の秋葉

原の界隈を歩いていると,ST真空管式のラジオが,た く

さん店に陳列してありましたが,今ではほとんど姿を消

しました。家庭の中を見ても,白熱電灯は,螢光灯にな

り,プ ロパンガスの普及で,ま きや炭が追放されました。

科学技術は驚異的に進歩し,技術者・労働者 に,深

く広い知識を手に入れて,新しい技術を使いこなす能ヵ

や,倉1造力を要求しています。経営者の団体や,政府に

おいても,技術革新に応ずるための労働力を養うことや

創造的能力を,開発することに大きな関′いを示していま

す。そのことは,いわゆる・人づくり"な る言葉によっ

て端的に表現されています。技術者や科学者が多く生ま

れ,生産力が高まっていくことには,誰 も異論はないと

思います。学校教育がこのような点に役立つょうになる

ことは,当 然のことといつてよいでありましょう。教育

の現代化といわれるものにも,こ のような産業界の事情

が反映されています。

しかしこの現代化なるものが,普通の方法では消化の

できぬ程の分量と,高い程度に引き上げられた内容を,

創造的能力を発揮するごく少数のエリートを選抜するた

めに,非創造的な知識の詰込みと,テ ス ト万能にもとづ

く方法で展開されると,大へん困ったことになります。

困らないように,道徳教科において,勤労の精神や,労

働の尊さの話を,十分に吹き込んで,心構えとか,心の

持ち方をつけるという方法もありますが,それ では現代
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社会に内在する労働疎外ないし人間疎外の問題と取組ん

で,積極的に打開していく勇気と知性を持った実践力の'

ある人間に育てることができません。

音楽や文学などの芸術が,特定の人間のものではなく

万人共通のものであるように,技術もまた国民全体の一

般教養 であらねばならぬということを考えたとき,技術

科の指導において,技術学とか技術法則などのむづかし

い言葉をちらつかせて,教室の中で疎外現象をおこさせ

ないようにしたいものです。 ,

技術的実践は,自然素材に手を加え,我々の生活に有

用な,最も効率のよい形に変換する目的を持った活動で

す。技術的な課題を解決するには,思弁ではなく行動的

な思考が必要 です。技術の本質が発明にあり,発明は倉1

造であるならば,行動的思考は創造的思考であります。

倉I造的思考が働くには,人類の豊かな文化遺産としてのヽ

科学的知識を持つ必要があ ります。教育はそれを伝達す

る役目を持っています。しかしそのことによって,子供

の心理と論理を無視してはなりません。科学の系統を,

高校や大学なみに早期に取 り上げることは,発達を促さ:

ないだけではなく,む しろ抑圧することになる場合もあ

とを見なければなりません。ルソーが,日 と手 と足 は

我々の最初の哲学教師であるといいましたが,こ の点の

考慮が必要でありましょう。

4 技術と価値

もともと,科学の法則は没価値的なものであります。

我々の生活や,生産などの主観的目的から離れた客観的

な普遍妥当な法貝1の世界を形成しています。ところが技

術は実践であり,必 らず価値や経済性の問題とからみ合

っています。技術的実践の場面において,客観的法則性

が,主観的目的と結びついて,具体的な生産物となって

我々の前にあらわれてきたときに,それが我々の生活を

豊かにすることもあれば,それがために,生活を奪われ

る気の毒な人間もでてきます。現今の経済事情 の下 で

は,そ ういう弊害が常に生じています。ある立場にいる

人は,あ る技術を高く評価しても,他 の人々は低く見てい

るかも知れません。例えば生物学や農学などによって裏

付けられた栽培技術は,工学技術とは異った特別な性格

を持った技術 で,工学技術と同じように,我々が,生活を

営むために欠くことのできない重要な技術です。それに

もかかわらずその方面の才能を持っていても進出したが

らない者がでてきます。栽培の労働では生活の維持が困

難となることが多いからです。それは社会的に正しい評:

価が行われていないところに原因があるようです。この



ように,技術では必らず価値観の問題がついてまわ りま

す。

だから技術の教育は,理科の教育以上に,複雑で,む

づかしい問題を持った教科であるといえます。このむづ

か しさが,教科の内容の選定においてもあらわれてきま

す。技術の教科を通して,生徒をして何がよくて何が悪

いのか,何故不当な評価が与えられているのか,原因は

どこにあるのか,こ ういったことについて判断させるこ

と,すなわち価値判断の能力を養いうる土台を作ってや

ることが必要だと思います。

これがこの教科が他の教科と違っている′点であり,教

科の独立を宣言する根拠の一つになるのではないかと考

えます。そうすると,こ れは生産過程の客観的契機であ

る自然科学的法則を持ち出すだけではだめで,生徒自身

の能力に適した生産の場を提供すること,すなわち技術

を通して,教育することの必要が生じてくるのでありま

す。そこでは当然労働のしくちや安全や,人間の関係な

どを含んだ社会科学的な方面にも接触せしめるような手

続きが必要であります。

5 技術科 と技能並びに手の労働

次に労働過程における技能について考えてみたいと思
′います。労働,学習,隼活,芸術など,人間の活動のあ

るとろこには,必 らず技能がみられます。技能がなけれ

も,労働過程において,工具や機械を扱えないし,書物

も読めないし,科学的研究や芸術,その他どんな職業に

もつくことができません。それにもかかわらず技能とい

う言葉を使 うと,や り方主義におち入るとし,敬遠され

ます。それは技能とは,習慣的に何となく身につくもの

で,思考作用は全く伴わないという誤った考え方をして

いる人の話を聞いていると,技術の教育であって,技能

の教育ではない。技能は習慣的,無意識的なもので,操
り返しているうちに,何となく身につくが,技術は客観
‐的・意識的なもので,生産に科学的要素が多くなれば,

技能はだんだんと少くなってくるといわれています。こ

の見方は一方的であります。労働手段の体系又はその適

用であるところの技術が発達すると,それに伴って技能

も次第に,た んなる経験的熟練から,科学的知識が浸透

した高度な技能になるという関係が見落されていると思

います。

そのような労働技能が形成される過程では,意識が完

全に参加し,無意識のうちにくり返しているうちに,何
となく身についてしまうなどということはあ りません。

一定の課題に従い一定の方法にもとづいて形成されるも

ので,思考と動作が一致しているものです。

フォル トウナー トフとベ トロフスキーは,心理学入門

において,労働を倉1造的なものにするには,既得の知識

と,実技を有意義に応用せねばならぬと云っています。

そして技能の転移について,「特別の実験の結果,技能

の肯定的影響が生ずるときは,個 々の労働動作が,組織

的に習得され,他の類似動作との差異や,応用方法を理

論的によく理解しているときでした。新型の機械に移る

ときには,自 分の知っている機械とどう差異があるのか

その機械を使うにさいヒ́て,いかにどうして動作や操作

をかえなくてはならぬかを理解することが大切です。」

といい,さ らに続けて,「積極的思jる また新しい方法の

こまかいところまで意図的注意を払うことが,技能の移

行を可能します。」(P219原 EEi伸 夫訳新書館)と 述べて

います。

以上のようにみてくると,技術科の教育において,労

働の技能を習得すること|ま ,全 く不要であるとはいえな

くなって参 ります。木材加工や金属加工の過程で,基本

的な手の工具や,旋盤を扱ったり,機械を分解して,そ

のメカニズムを調べることのできる巧みな手を造ってや

ることは,い くら技術が進歩してもその教育的価値を減

じるようなことはありません。また手をみがくというこ

とは,大脳の発達にも役立つといわれてお ります。

生産の基本的原理としての技術学も,労 lfJ」 過程の中で

手と結びつくことによって,生きてまい ります。客観的

世界を認識するのに大切な役目を果じている手を無視す

ることは具体的知識をうばいとってしまいます。技術科

の教育は頭だけでは成立しません。必らず手を働かす労

働から行うこと,すなわち技能から始まって,機械や電

気などの工業技術へと展開していき,その結果として技

術学的知識が確実になるような指導が工夫されねばなり

ません。メリーニコフとスカー トキンは,い っています。

に精通することは,あ たかも現在の技術の最高の水準を,

雲 2菱生酔 墾生た三L,1‐2″血墜上とし_
てしまうようであるが,それによってこそ,現在の機械に

ついての概念を個人的な感覚の経験から汲みとられた豊

富な具体的な内容によって満たすのを助けるのである。」

ンビエ トの総合技術教育 P198

6 技術科 と労働

労働を技術科で取 り上げることは,疑間だとする考え

があ ります。既に述′tた ように労働の疎外や分裂の現象

が,現在の生産過程の中に内在しています。このような



1情況において現実と結びつかないような労働過程を,学

校の中で取 りあげたところで,それは一方的に勤労の尊

さとか,協調の精神や,忍耐心を押 しつけることに終っ

てしまう。また科学は実践の中から生れたものではある

が,一たん生れでると,独自の体系を構成するもので,

わざわざ労働や実践に直接結びつけなくても,間接的に

論証に頼って認識することができる。技術科の教師はず

い分無駄なことに精力を消耗する性向を持っているとい

われたこともあ りました。一体労働過程を学校の中で,

教育学的に熟慮した形においてとりあげることが,資本

主義社会の中では不可能なこ1で ■)り ,ま た無駄なこと

であるのでしようか。

ここで労働の本質的意味を考えてみると,ま づ哲学の

分野では,人間存在の本質を,理性人から工作人へと変

ったことを認めています。創造ヒ́発見する人間に,人間

存在の根拠をおいているのであ ります=人間は技術を発

明し,こ れを駆使して, 自分の周囲の自然を変革してま

い りました。人間は労働過程に_お いて造具を作 り,用い

ることがなかったならば,到底今日の偉大なる文化を倉1

造し得なかったでありましょう⊃労働はすべての人間の

生活の根本であり,労働によって入間は,主体的な諸能

力を獲得したのであります。

第二に心理学的に労働をみた三きに,例えば子供の行

動を観察したとき,物を作るということに強い関心を示

します。中学生では生産に用いられている工作機械や原

動機を観察したり操作すること,‐ 模型を製作した り,電

気器具を分解,組立する仕事に大きな興味を示します。

そのような仕事は,子供にとっては創造的労働の意味を

持ち,それを経験することに大きな驚きやよろこびの感

情を示します。すなわち価値を感じとります。創造的労

働に熱中することは,子供等の将来の生活の方向に一定

の影響を与えるものです。そのことは科学者や技術者と

して貢献した人たちの伝記の中i二 示されていますし,生

徒たちのかいた文章の中にもあらわれております。労働

するということは,人間の本質的属性であり,子供の自

然的欲求であるとすれば,労働は人間形成にとって欠く

べからぎるものであります。

教育過程の中に,労働や技術的実践を全く含まないと

き,人間の精神の発達は,かた寄ったものとなりましょ

う。こういう意味から,技術科は労働の教科としての性

格を備えているといつてよい 〔ありまし′ょう。

7 技術科教 育の方法

以上の論述により,技術科の教育 では労働手段の中で

最も一般的,基本的なるものを選び出し,その由来と,

使用法や労働過程ないし技術的実践の過程において行 う

のが原則であると考えます。

しか しすべての労働が技術科の指導に役立つものとは

いえません。教育的な意味を持つものとは,生徒に,生

産の科学的原理を適用させまた理解させるのにふさわし

いもので,こ れが,他の実践的な課題を解決するときは

役立つ,連続性 と発展性に富んだものでなければな りま

せん。

また技術科においてとりあげる技術的実践 は,個 人

的,集団的作業の組織を知らせ, さらに経済機構につい

ての知識に触れるものでなければなりません。

技術,家庭科の授業を通して,労働用具を整頓するこ

と,労働時間を有効に用いること,作業計画を立案する

こと,材料を経済的,合理的に使えること,ス ケッチを

したり図画を読めること,な どの諸能力を獲得すること

は重要なことです。

技術科の授業に関連した見学や映画なども必要です。

現ftの 生産の代表的な機械,電気化学工場を見学させる

ことによって,金属加工での旋盤作業や,電気学習とし

てのラジオの組立が,見学の中に生かされてくるでしょ

う。

このような主として技術的実践による指導の方法によ

って,技術の科学を教えるという側面と,技術科の訓育

的側面が,内画的に統一せられ,技術科教育が,単なる

知識詰込教育でもなく,単 なる技能教育でもない,人間

形成のための教科としてその成果に期待を寄せることが

できるのではないでしょうか。

われわれ技術科教師の前途には,解決せねばならぬ多

くの困難な問題や矛盾が横えています。時には実践の過

程において,行きづまりを感じることもありましょう。

そうしたときにみんなの経験を持ち寄 り,語 り合うこと

によって,一層豊かな授業を創造するための偉大なる力

を得るでありましょう。
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守られなければならない

一世界平和大会でのバナール教授の演説よリー

7月 ヘルシンキにおいて世界平和大会が開かれ ,

クの94ヶ 国を上まる98ヶ 国から1470人の

この大会における世界平和評議会代表

バナール教授の閉会演説は,国際的

て,われわれにいろいろな貴重な示

以下にその一部を紹介することにし

なお,バ ナール教授 |ま ,イ ギリス学士院会員であリロ

ンドン大学バークベッグ 0カ レッジの教授であ り,物質

の分子構造を専攻する科学者。その著書には,「科学の
)

社会的機能」「歴史における科学」 (と もに邦訳あり)

など,技術教育にたずさわる教師にとって,必読書とも

いえるものがある。

「……大会の全体を通じて,支配的なテーマは,帝国主

義の憲悪,帝国主義がもたらす戦争,ま すます増大する

戦争準備の負担,さ まざまな方法で帝国主義に抵抗し,

これを弱めようとするあらゆる国々の諸国民の活動を分

析 ヒ́itこ とです。

現代における支配的な帝国主義がアメリカ帝国主義で

あることは,疑間の余地がありません。このことは,こ

の国が他とくらべて,ぼ う大で容易に利用できる富をも

ち,世界のいたるところで,こ の富と影響力を増大させ

ようと努力している傾向に,も っとも直接的にあらわれ

ています。アメリカ帝国主義が,こ とあるごとにもちだ

して くる原則は,反共主義の旗のもとで進められます。

ア´ヾリカ政府の内外では,ア メリカの経済界をますます

支配している軍部・独占資本にとって不利な思想や行動

について,な んでも共産主義であるときめつけています

オ:, こうしたことに対しては,ほかならぬアイゼンハワ

ー前大統領自身がかって国民に警告を発したことがあり

ますcア メリカ政府は,い ままでよりいっそう公然と,

しばしば,つ ぎのような原則をふ りまわしている。それ

は,ア メリカ政府が,あ る国の政府に対して,共産主義

的だときめつけ,あ るいは共産主義の影響下に入る可能

性があるときめつけることができるなら,そ うした国に

対して,ア メリカはいつでも軍事力で干渉する権利があ

り,義務さえあるとしていることである。これは,… …

アメリカの世界支配宣言にひとしいといえます。

この際限のない支配のために,国際的協定による各機

構は本来の性質を失い,抑圧されてしまいました。国際

連合が介入しているようにみえる場合でも,き まってな

んらかの代行機関……たとえば世界をとりまくさまざま

な軍事同盟のようなものがつくり出され,あ るいは,ア
メリカ海兵隊の上陸を神聖にして侵すべからぎるものに

するために,米州機構を利用した ドミニカ共和国の場合

のように,見えすいた見せかけを使います。

わたしがこれらの事実をあげるのは,こ の大会に参加

した人びとには,その本質をはっきりつかんでいるが,

大会の外では,ま だ十分にわかっていない人が多いから

です。たとえば,西 ヨーロッパゃァメリカの多くのまじ

めで自由主義的な人びとは,ま だ帝国主義のことを比較

的害のない,禾」益さえあたえる作1度のように考え,そ し

て自分たちが劣等だとみなしている人種の解放斗争を,

平和を暴力的にかきみだすものであるかのように考えて

います。しかし,実際には,世界中で何百万という人び

とを殺し,ご うもんにかけ,さ らに何百万という人びと

を脅かしている帝国主義の凶暴化にたいする正義の抵抗

が解放斗争なのです。

現情勢の切迫のゆえに,大会の注意は当然のことなが

ら,ベ トナム侵略戦争に大きく集中しました。この侵略

の性格は,ま すます公然とした,野蛮なものになってい

ます。植民地戦争は,こ れまでもあったし,植民地体制

のすべては,こ のような戦争を基礎としてきずかれまし

た。しかし,ベ トナム戦争は,程度も種類もいままでと

はちがっています。一方ではナバーム爆弾,有機化学製

品などの近代的破壊兵器が前例のないほど集積され,こ

れまでの戦争をいちじるしく上まわる盲爆によって,民

間村落が破爆され,男女子どもが殺傷され,農作物がだ

めにされている。こうした破壊兵器にたいして,英雄的

なベ トナム人はたたかいつづけ,し かも成功をおさめて

います。

ベ トナムで侵略戦争を支持しているのは,ア メリカの

武器と金だけで支えられている,一連の不安定で不人気

な政府だけです。これと非常に対照的なのは,解放民族

戦線 (ベ トコン)の権威です。解放民族戦線は,国際上

での一国の政府としての本当の条件をみたしています。

すなわち,国上の大部分支配しており,外部の力による

直接間接のを支配を受けず安定しています。

ベ トナム解放斗争についての大会の決議は,それが単

なる決議にとどまらず,ベ トナム侵略戦争の残虐さ,ひ
どい不公正,ま つたくの気違いぎたに反対して,世界は
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とんどのすべての国で自然発生的におこっている多くの

活動を結集するにちがいありません。アメリカ政府の姿

は,世界中で,不可避的に,奥底まで汚れたものとして

受けとられるようになるのでしょう。しかしこの大会で

われわれをもっとも勇気づけてくれた特徴の一つは,ア

メリカ市民が大ぜい,こ の大会に参加し, 自国政府の戦

争政策にたいするかれらのに くしみがどんなに強いか ,

かれを支持する数千の人びとが侵略戦争に反対しつづけ

ている活動について報告されたことである。

植民地戦争の性格についての受けとりかたは,植民地

あるいはかって植民地であった民族と,過去に力によっ

て自己の支配をおしつけた国の市民とでは,き わめて違

っている。後者のばあいは, どえ,な 犠牲を払っても交渉

による平和をという考えかたにかたむきがちです。

たとえば,イ ギリ不女王の夫君は, ローデシアで,外

人少数者があと数年支配した方が,時期尚早に多数派が

統治するより望ましいと,公然といっなではなかったで

しょうか。しかし,こ うした考えかたは,ま だ植民地と

して残っている国々,と くにアフリカでは,ず っと前か

ら人民の意見ではなくなっています。かれらは長年にわ

たる抑圧と屈辱にいためつけられたために,南 アフリカ

の人種差別やポル トガル植民地のばあいにみられるよう

に,も はや安静な ドレイ状態を続けるより,危険な解放

戦争の道を選ぶものであることを,身をもって示しまし

た。ベ トナム人民も,解放争で同じ選択をしました。こ

れによって,かれらの抵抗の決意は強まり,戦争停止の

ためにアメリカ政府と交渉するという考えを拒否する気

持ちを強めています。

この交渉拒否は,成果を生む交渉をやる条件がまだ存

在していないからです。ジ ヨンソン大統領が,がんこに

南ベ トナム永久占領を,主張し続ける限り, “無条件討

議"の話は,どんなに大げさなものであっても,無意味

で偽善的なものであり,早かれおそかれ,こ のことはだ

れにもわかるでしょう。

ベ トナム侵略戦争反対についての大会のよびかけは世

界のすべての人びと,つ まり,われわれがこれまで働き

かけてきた人びと,今後働きかける人びとにたいし,も っ

と多くのことをや り,各 国でもっと多く人びとを結集し,

ベ トナム人民にたいする侵略戦争を続けることを不可能

にし,こ の戦争が,全般的戦争にひろがるのを阻止する

圧倒的世論の力をつくりだすようよびかけたものです。

わたヒ′たちがいま必要としていることは,も っと多く

の人びとに,ま たひとりひとりに,も っと多く平和のた

めにも活動してもらうことです。わたしたちは,平和を
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めざすあらゆる運動を拡大しなければなりません。また

同時に,こ の斗争での見解の相違が, 目標の一致ほど重

要でないことを,少なくとも理解するように,人民を教

育しなくてはなりません。

平和|ま 不正義な搾取をなくさない限 り, じっさい|よ 二

せものということになるでしょう。科学や技術の進歩の

不可避的な結果として新しい世界が生れるまえに,帝国

主義と帝国主義を象徴するすべてのものは,な くならな

くてはならないでし よう。この新しい世界は,今 日.技

術的,経済的に可能です。ただ途方もない経済・軍事体

制によって,ご く少数のものの利益のために,その実現

が妨げられ,制限されているのであって,かれらはこの

体制を維持するためにむだな努力を払っているのです.

戦争の`恐怖や植民地抑圧が一掃された世界で|ま ,世界

のあらゆる諸国民は科学の助けをこえて自分たちの能力

と自然資源を最大限に活用することができるでしよう。

そしてそれは,全人類の豊かな共通財産になるにちがい

ありません。わたしたちは,将来,こ のなやみか 1,解放

されることを全面的な確信をもって期待することができ

ます。しかしわたしたちが,待 っていればひとりでにこ

うなるものでありません。これには活動,それも骨の折

れる活動が必要であり,こ の活動の最初の部分は,ヽ ま

おこなわれている戦争をやめさせ,こ んご戦争の1,こ る

脅威をなくすことでなければなりません。

世界の諸国民は,恐慌と窮乏の中に生きることを余儀

なくされてきましたが,こ の現状をこれ以上ずっとがま

んすることはできません。ましてベ トナム,その他世界

の多くのところ,すなわちコンゴ, ドミニカおよび新旧

植民地主義が支配しているあらゆるところで見ら,れ るよ

うに,こ の現状が,搾取の強化,野蛮,戦争に結びつい

ているばあいには,け つしてがまんすることはできませ

ノし。

ここ数年間の偉大なできごととして,ア ジア,ア フリ

カ,ラ テンアメリカの諸国民が解放を達成したことは,

それが,不完全なものであるにしても,こ んごの成果7D

前兆です。平和,独立, 自由はかちとらなければならな

いし,ら守れなければなりません。

民教連の 日韓条約反対声明

日本民間教育研究団体連絡会 (民教連)は ,日 韓条約

に対する反対声明を発表した。

「隣の国と仲よくする条約がなぜ悪い」とか「友好条約

O
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だからよいのではないか」といった,条約の 本 質 を見

きわめない意見が横行している中で,こ の反対声 明の

意義は大きいといえよう。すでに韓国では,大衆の反対

を銃剣でおさえつけ与党だけで批准を強行し, 日本でも

十月国会での批准が野党の反対をおしきって強行されよ

うとしている。そうした批准国会をひかえ批准阻止の国

民運動もようや く高まりを見ようとしているし,学会な

どでも批准反対の動きが見られてきている。子どもの将

来の幸福を願 う教師として, 日韓条約は「友好条約」だ

という宣伝にまどわされることなく,その本質を見きわ

めて,自 己の立場をはっきりさせなくてはならない。そ

のための参考に資するため民教連の反対声明をつぎにか

かげよう。

「ベ トナムにたいするアメリカ帝国主義の侵略行動が残

虐の度を加えているさなかに,長い間自民党政府の懸案

とされていた日韓会談が促進され, 日・朝両人民の大き

な危惧と反対を無現して, 6月 2,日 に日韓基本条約の調

印が強行された。

いうまでもなく,こ の条約は,米 0日・韓の軍事的提

携の強化をめざすもので,朝鮮民主主義人民共和国や中

華人民共和国など,ア ジアの全人民をおびやかすもので

あり, 日本独占資本の南朝鮮侵略のちらわれである。し

たがって,世界の平和を破壊するアメリカ帝国主義を強

力に支援するものであり,ベ トナム侵略戦争とも深 くか

かわ りちっている。日本の民主主義教育の前進をめざす

われわれ民間教育研究団体は, 日韓条約の本質を正しく

把握し,あ らゆる形での反対行動に結集しなくてはなら

ない。

日韓条約の締結によって,われわれと同じ教育原則に

よる民主主義的民族教育の実現をめざす在 日朝鮮人学校

は,学校の存立をおびやかされ,母国語による教育を否

定されるなど,ま さに破壊の危機に直面することになっ

た。在日朝鮮人青少年の うち,朝鮮入学校に就学するも

のが約 4万人, 日本学校に就学するものが約10万人とい

われている。もともと日本政府は,朝鮮人学校を正規の

学校として認可することを拒否しつづけ,在 日朝鮮人の

民主主義的教育の権利はく奪をおしすすめてきた。すで

に文部省は,日韓条約の調印直後, “日本に永住しよう

とする韓国人は, 日本の学校制度のもとで,小 。中学校

とも義務教育として日本人と同資格で就学する"と いう

方針を明らかにし, “韓国国籍証明のない朝鮮人の教育

は,その後の検討課題として扱 う"と のべている。

これによっても明らかなように, 日韓条約の締結によ

って,在 日朝鮮人の民主主義的民族教育の権利は,根本

からはく奪されようとしている。このことは,在 日朝鮮

人の民主主義的民族教育は,即ち反日教育だと断定し,

一貫して弾圧の企図をもち続けてきた反動権力の,具体

的なあらわれであると判断される。在日朝鮮人の民主主

義的民族教育の圧迫は,在 日朝鮮青少年の日本への “同

化"をめざすものである。また,朝鮮民主主義人民共和

国にたいする敵視政策いもある。それが日本人であろう

と,期鮮人であろうと,その国の青少年をより立派な民

族として形成しようとすることは,も っとも基本的な教

育原則である。在日朝鮮人の民主主義的民族教育の圧迫

は, 日本の平和と民主主義を求める国民を抑圧するなか

でおきているものであって,在 日朝鮮人の民主主義的民

族的教育の擁護は,ただちに日本の平和と民主主義を守

る道につながるものである。

われわれは, 日本ならびに朝鮮人の民主主義的民族教

育の発展をねがい, 日朝の友好と親善の強化を心から願

うものである。日本の平和と民主主義をめざすわれわれ

は,こ こに日韓条約の批准に反対し,在 日朝鮮人教育に

たいする日本政府の反動反教政策に深い憤 りをこめて。

反対を決意するものである。」

各研究団体の 日韓条約反対声明

三上東大教授 旗田都立大教授 四方岐阜大学長など

朝鮮研究者179名 は, 日韓条約は,南北朝鮮の研究者た

ちとの真の交流研究を妨げるものとして, 9月 6日 反対

声明文を発表した。

また,歴史学研究会では, 9月 17日 ,歴史研究者の集

会を開き, 日韓条約に反対する声明文を採択した。

さらに, “日朝学術交流促進の会"(会長 務台理作

東京教育大名誉教授)では, “日朝両国科学の交流,国

民の交流"を妨げる, 日韓条約に反対する斗争を強化す

ることと,在 日朝鮮人の民族教育への弾圧反対を総会で

決議している。

こうした反対運動にたいし,政府は批准強行のためP.

R。 のための費用として, 5億の金をばらまいていると

いう。しかも、山手自民党広報委員長が右翼国体の会合

に出席して日韓批准の協力を求めたりして,警察当局の

ひんしゆくを買うといったことさえおこっている。

文部省教研の研究主題



文部省は40～41年度の教育課程研究集会の全国共通研

究主題を決定し,去る8月 31日 に各都道府県教育長あて

に通知した。そのなかで,中学校・高等学校の技術教育

関係はつぎのとおりである。

技術・家庭 (男 子向き) 第 1学年の内容を系統的

・調和的に指導するには, どのようにすればよいか。

中学校学習指導要領 技術 0家庭 男子向き第 1学

年の内容に示されている各項目を,系統的・調和的に

指導するため,過去 4か年間の研究成果をふえまなが

ら,次の事項を中心に研究する。

1各項目の基礎的技術の精選と題材の学習過程にたい

するその位置づけについて

2 各項目相互の関連,発展的系統を考慮した指導計

画について

3 指導の効率を高めるための教具の準備とその活用

について

4 生徒の創造的思考力を伸ばし,)基礎的技術を真に

身につけさせるための指導の段階やI員序について

技術・家庭 (女子向き)  「被服製作」に関する基

礎的技術を習得させ,衣生活を合理的に営む態度を養 う

には, どのように指導したらよいか。

日常生活に必要な衣服に関する技術を習得させ,学

習経験を通して,衣生活の向上に努める態度と倉1造力

を養 うために,次の事項を中心に研究する。

1 内容の精選と指導計画の作成

2 効率的な学習指導法のぐふう

3 教材・教具・資料の整備と活用

4 衣生活の合理化・改善をはかるたこ)の 方法

職業に関する選択教科  職業に関する教科の運営上

の困難点はどのよ,夕こ解決したらよいか。

職業に関する教科を,生徒の進路・特性等に適合す

るよ うに運営するために,次の事項を中心にして研究

する。

1 進学希望者の多い学校の場合,組み分けによる指

導上の困難′点をどのよ うに解決したらよいか。

2 就職希望者の多い学校の場合,生徒の必要を満た

すだけ教科の種類を設けることが困難なときにはど

うしたらよいか。

3 学習指導要領に示されている標準的な内容の復習

が困難な場合,その取 り扱いをどうしたらよいか

4 明確な進路が決定していない生徒に対する指導を

どうしたらよいか。

高校の職業教育

農業  農業自営者の養成を目的とする学科における

学校農場による稲作実習の指導計画と指導法および農場

の管理運営の計画と方法は,どのようにあるべきか。

工業  「建築実習」および「土木実習」はどのよう

な内容を, どのように指導すればよいか。

1 建築科における総合的な科目である「建築実習」

は,建築物の変化に伴い,実習の内容が大幅に変化し

た。また「建築実習」は,その性格上従来から実施方

法に困難を伴っている。そこで建築実習の内容どのよ

うに体系づけて,どの程度指導すればよいか。具体的

な指導法を研究する。

2 「土木実習Jを土木科の総合的科日という立場か

ら検討し,その性格にふさわしい内容について研究す

る。「土木実習」は,測量実習が大部分であったころ

と異なり,その内容が豊富になっているので,内容の

精選,バ ランス等を考慮して,改定学習指導要領の内

容の具体的な実施策を研究する。

商業  簿記会計関係科目の内容は,どのように改善

すればよヽヽか。

企業の経理実務の近代化に伴い,高等学校商業教育

内容も,こ れに即応するように改善する必要があると

考えられる。すなわち伝票会計はどのように取 り入れ

るか,会計機|よ どのように取 り扱 うか,ま た従来の内

容で省略してさしつかえないもの,省略してはならな

いものはなんであるかについて研究する。

家庭  保育に関する指導は,どのような内容を, ど

のように指導すればよいか。

商業学校女子生徒の一般教養として,乳幼児の保育

に必要な知識,技術,態度や正しい児童観をじゅうぶ

ん養 うために,保育指導の 目標 と内容「家庭一般」

「保育」の各科目における扱い方と指導計画の作成 ,

適切な学習指導法,施設設備,教材教具等について研

究する。

水産  「冷蔵・冷凍」は,どのような内容を,どの

ように指導すればよいか。         (R)

ク
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ロニクスの簡単な応用装置(3

インタホン (室内電話)は, アメ リカではイン

ターカムなどとも呼ばれ,10年 以上まえから普及

し,広 く家庭にも利用されてきたが,わが国でも

ようやく最近になって,旅館や料亭などで利用さ

れるようになった。つぎに, ごく簡単なインタホ

ンの記号配線図を示すと, 1図のようであり,図

からわかるように,電源回路 0電力増幅回路・電

圧増幅回路からできている。いま図のスピーカ①

に向って話をすると,それをスピーカ②で聞くこ

とができ,切 り換えスイッチを反対側に切 り換え

ると, スピーカ②に向って話をしたとき,それを

スピーカ①で聞くことができる。このようにイン

タホンは,二つのスピーカを,切 り換えスイッチ

iこ よって, マイクロホンとスビーカに使い分け,

両者の間で簡単に送受話できるし́くみであるが,

一般に音質の悪いのが欠点である。

1)主要部分 (部品)の しくみと働き

(a電源回路  200Vく らいの直流電圧 と,6.3V

の交流電圧をえるための回路で, 1図でわかるよ

うに,交流式 3球 ラジオの電源回路とまったく同

証 増幅鵬
―  

―

電鳩 幅咄

|

|

10.“μF

図 1 簡易型インタホン記号配線図
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じものであるから,その働きについては説明を省

咽各する。なお, この回路の整流管12Fは,たびた

び述べるように, つごうによりMT管 5MK9に

かえてもよい。

(b)電 力増幅回路  電力増幅管 6ZPlの第 1グ リ

ッドに加わった,低周波の信号電圧 (こ の場合は

音声電圧)を増幅し, スピーカを働かせるのに十

分な電力を持たせるための回路で, 1図からわか

るように,交流式 3球ラジオの電力増幅回路 と同

じものである。そのうえこの回路の働きについて

は,「 3,水位報知器」のところですでに説明し

たので, ここでは説明を省略する。なお, この回

路の電力増幅管 6ZPlは ,前回も述べた ように,

図2 圧増幅甲路の働き

電源回路ヘ

つごうによりMT管 6A R5にかえてもよい。

(c)電圧増幅回路 低周波増幅回路ともよばれ,電

圧増幅管 6C6の第 1グ リッドに加わった,低周波

の信号電圧 (こ の場合は音声電圧)を増幅し,大

きな信号電圧にするための回路である。この回路

は, 1図からわかるように,交流式 3球 ラジオの

検波回路から,同調回路と再生回路を取 りさり,

ヵソー ドヘ 2K Ωの抵抗 とlμFの コンデンサを接

続して,電圧増幅回路としたもので,その働きを

図示すると, 2図のようになり,電力増幅回路の

働きとほとんど同様であるから,詳しい説明は省

略する。ただし,電圧増幅回路と電力増幅回路を

比較しておくと,つ ぎのようになる。

電圧増幅回路は,電圧増幅管 6C6の第

1グ リッドに加わった,低周波の信号電

信号分 圧を1曽幅 して, プレー トの抵抗 250K Ω

(負荷抵抗 という)の両端に,大 きな信

号電圧をえるための回路である。一方電

力増幅回路は,電力増幅管 6ZPlの第 1

グリッドに加わった,低周波の信号電圧

を増幅して, プレー トのスピーカ・ コィ

ル (ダイナミックススピーカの場合は出

カ トランス)に,大きな信号電力をえる

(こ の電力によって, スピーカからもと

の信号音が出る)ための負荷が一定の場

図 3 出カ トランクスの取りはずしかた

③ ねじをはずす
ムービングコイルの

端子にリー ド線を

出カ トランス
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合,プ レー ト電流の二乗に比例するから,一般に

電力増幅管は,電圧増幅管にくらべ,十数倍大き

な電流が流れる特性をもってお り,負荷 (ス ピー

カ・ コイルまたは出カ トランクス)に大きな電力

が生ずるようになっている。なお, 2図の電圧増

幅管 6C6は,つ ごうによりMT管 6BD6ま たは

6BA6にかえてもよい。

(0切 り換えスイッチ  まえにも述べたように,

このスイッチは,ス ピーカ①からの送話をスピー

カ②で受話し,ス ピーカ②からの送話をスピーカ

①で送話するというように,たえず送話と受話を

切 り換えて,二つのスピーカの間で通話できるよ

うにするためのものである。したがって, この切

り換えスイッチには, キーを押せば回路が切 り換

わり,手を離せば回路がもどへもどるしくみの,

交換機用のスイッチがよい。両切 り型 の スナ ッ

プスイッチやスライドスイッチ (2回路4接点)

でも,一応まにあうが,送受話のさい,いちいち

「送話」「受話」に切 り換えなければならないか

ら,手間がかかり不使である。

(e)ス ピーカ  マグネチックススピーカでも,回

路構成のしかたによっては使用できるが (5図参

照), コーンが固いため感度が悪い。したがって,

事情が許せばダイナ ミックススピーカの, 日径16

cmま たは 13cmの ものがよい。なお, ダイナミ

ックススピーカを使用するときは, 1図からもわ

かるように,ス ピーカから出カ トランスを取 りは

ずしておかなければならない (3図参照 )。

2)回 路の働き

まず 4図の電源回路のスイッチを閉じると,電

源変圧器の 2次巻線に,それぞれ規定の交流電圧

が生じ,それらが回路の各所要箇所に加 わ るの

で,イ ンタホンが動作状態になる。

いま図のスピーカ①に向って送話すると, スピ

ーカのコーンが音圧で振動して, ムービングコイ

ルに小さな音声電圧が生じ,図の破線の矢印のよ

うに音声電流が流れる。この電流によって,Tl

の一次惧J(出カ トランスとしては,本来二次惧1)

に音声電圧が生じるので,電磁誘導作 用 に よ っ

て,Tlの二次倶1に 図①のような音声電圧が 誘 起

し
　
ヽ

図4 簡易型インタホンの働き
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し:6C6の第 1グ リッドに加わる。この第 1グ リ

ッドにはバイアス電圧がかかっているので,図の

②のように,音声電圧の変化につれて,そ の電圧

が○電圧の範囲で変化する。そのためプレート電

流も,図の③のように,② とまったく同じように

変化する増幅された電流になり, この電流の大き

いところでは,250K Ωで大きく電圧が下がり,電

流の小さいところでは,少 ししか電圧が下がらな

いから,図のA点の電圧 (プ レート電圧)は,図

の④のようになる。

さてA点に接続されているコンデンサ 0.01μ F

は,交流は通すが直流は通さないから,④の電圧

によって,図の破線の矢印のように音声電流だけ

が流れ,500K Ωの両端に音声電圧を生じるので,

電力増幅管 6ZPlの第 1グ リッドの電圧は,あら

かじめかかっているバイアス電圧により,図の⑤

のように,○電圧の範囲で④とまったく同じよう

に変化する。このためプレート電流も,図の⑥の

ように,⑤ と同じように変化する,さ らに増幅され

た大きな電流となり,ス ピーカコイル (出カ トラ

ンス)の両端に十分な音声電力がえられるので,

スピーカ②で,ス ピーヵ①からの送話を受話でき

ることになる。また,切 り換えスイッチを反対側

に切 り換えると, スピーカ②が Tlの一次側へ
,

スピーカ①がT2の二次側へ接続されるので, す

でに述べたようにして,ス ピーカ②か ら の 送 話

を,ス ピーカ①で受話することができる。

なおまえにも述べたように,イ ンタホンは,マ

グネチックスピーカでは十分な感度がえられない

し, ダイナ ミックスピーカを禾J用 した場合にくら

べ,音質も悪 く,ス ピーカ切 り換え回路もかえっ

て複雑になる。しかし事情によっては,マ グネチ

ックスピーカによらざるをえない場合もあると思

われるので,そ の場合の記号配線図を示すと, 5

図のようになる。

3)応用例-3局相互通話式インタホンー

上に示したインタホンは, 2局相互間 (二つの

スピーカの間)で通話できるものであったが,ス

ピーカ切 り換え回路をくふうすれば, 3局相互間

で通話できるようにもなる。 6図 はその 1例であ

7.{*fi4
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図 5 マグネチツクスピーカによるインタホン記号配線図
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図 6 3局相互通話式インタホン記号配線図

0 01μ F

さ・しこみブラグ

り,回路の働きの概略を述べると,つ ぎのように

なる。まず図の状態のときは,二つの子局からの

送話を,親局で受話することができる。つぎにス

イッチ Slを 反対惧1に切 り換えると,子局 Bは回

路から除かれ,親局からの送話を,子局Aで受話

することができる。さらにスイッチ S2も 反対側

に切 り換えると,親局からの送話を,子局AOB

おこなう研究がおこなれている。というのは, ソビエ

わ 卜の領内だけで,風力の
需話

だけを利用するとして

も,毎年350億～400億 kWの安価な電力が生産できる

からである。

風力は高度とともに増大する。今から20年ほど前

に,中緯度帯における高度10～12 kmの 上空,対流圏

の上限近くの層 (圏界面)に ,速毎秒 70～100mの恒

常的な風の流れが発見された。そこでの風のエネルギ

ーの集中度は,平均して地表近くの25倍 ,ジ ェット気

流の中では 500～2000倍に達する。このように圏界面

にある無尽蔵のエネルギー源の利用について研究が進

li局

(
(B)

でいっしょに受話することができることになる。

詳 しくはスイッチ S10S2の , 上に述べたそれ

ぞれの位置について,回路をたどっていただきた

い。            一一つづく一一

にしておくかというと,運搬気球の硬い外被と風車の

羽根を組みあわせ,風車の羽根が気球本体の外側に突

出し,気球はケーブルで一定の姿勢を保ってつながれ

るように構想されている。電力はこのケーブリを通じ

て地上に送られる。

気球は合成材料製で便い外被をもち,長 さ120m最

大直径40mで あり,出力は1500 kw, 年間発電 量 は

1000万 kwであるという。この気球に,テ レビやラジ

オの中継設備を取 りつけると,高空中継局ができあが

り,半径 650～720 kmに 電波サービスすることができ

るという。
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技   術  教  育    12月 号 予 告  <12月 20日 発売>
特集;技術・家庭科の反省と課題

第14次産教連全国集会の成果 (その2)…・佐藤 禎 一  「 こしかけ」製作学習の反省 と課題……宮

機械学習における指導 と反省……………小池一 清  機械学習で何をどこまでどのよう

機械学習で基礎技術をどうおさえたか…野畑雄次郎          に指導するか………西

グループによる棒材加工学習の          家庭科の効果的な学習指導法…………西

成果と反省………………宮本三千雄  東京都内の技術科施設を見学して……福

崎 甲子

出勝 雄

尾 貞 栄

井 秀 徳

<連 載>
エレクトニクスの簡単な応用装置に)…稲田  茂  後期中等教育の再編成 と進路・適性…稲本  茂

<ダイジエスト>欧米諸国における後期中等教育の再編成 。…・………………・……………………編 集 部

が111

◇ 周知のように, す`べての青年に完全な中等教育

を、ということは,世界の主要諸国の重要な教育の課題

となり,それぞれの社会体制に応じて,着実な教育改革

が進められています。しかも,それらの教育改革では,

科`学技術教育を、めぐる再編成が中′き的課題となつて

います。わが国でも,お くればせながら,こ こ数年来 ,

後期中等教育の再編成が, クローズアップされてきて,

今年中に「中教審」も答申を出すことを予定しています。

◇ しかし,わが国の後期中等教育の改革意見の多く

は,本号の資料にも出ているように,現在の中学校修了

時期が進路決定の年令であると,意識的あるいは無意識

的にきめて,後期中等教育に入ると同時に,コ ースを多

様化することを提案している′点に,大 きな特徴があると

いえます。そのように多様化することを,「生徒の適性

・進路に只「して」ということばで合理化しているように

見うけられます。そうヒ́た考えかたの根底には,中学校

修了時の「適性」を固定化してとらえる「素質論」的な

考え方があるように思われます。このことは世界の主要

諸国の教育改革の実際が,青少年の進路決定の時期をで

きるだけ遅らし,青少年の潜在的可能性を十分にのばす

ように,い くたの考慮が払われていることからみると,

現代の教育思想のほんすじから離れているように思われ

ます。

◇ 中教審の答申が出ると,いろいろな論議がさかん

に展開されることになるでしよう。そのばあい,青少年

の将来の成長と幸福をねがうわたしたちは,答申にどう

対処するか,い まから,各種の意見を批判検討しておく

必要があります。本号の特集は,そ ういった意味で,み

なさんに参考資料を提供するものです。次号以下にも,

各種の意見や資料をつづけてのせていきたいと考えてい

ます。

◇ 連盟委員の中から,下記の諸氏が編集委員会を構

成し,本誌から編集を担当することになりました。みな

さんの御助言や御助力をお願いします。

編 集 委 員

稲本 茂

小池一清

水越庸夫

¨
記後

¨

¨
集編

¨

」
１

キ‐″卜`| 『

池田種生

清原道寿

佐藤禎一

村田昭治

植村千枝

後藤豊治

向山玉雄

技
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れ
て
い
る
文
学
、
こ

れ
こ
そ
私
た
ち
が
子
ど
も
に
す
す
ん
で
与
え
た
い
も
の
で
す
。
こ
の

全
集
は
、
数
多

い
世
界
の
名
作
か
ら
、

い
つ
ま
で
も
子
ど
も
た
ち
の

心
に
残
る
作
品
だ
け
を
厳
選
収
録
し
た
も
の
で
す
。

日
オ
リ
ン
ポ
ス
の
十
二
神

・
八
ま
た
の
オ
ロ
チ
　
世
界
の
神
話
／
藤
沢
衛
彦
編

図
ト
ン
キ
ホ
ー
テ

・
ほ
ら
男
爵
の
冒
険
　
西
洋
の
古
典
／
中
島
健
蔵
編

日
西
遊
記

・
杜
子
春
　
東
洋
の
古
典
／
村
上
知
行
編

日
竹
取
物
語

・
源
氏
物
語
　
日
本
の
古
典
／
富
倉
徳
次
郎
編

□
愛
の
か
な
し
み

・
ジ
ニ
ー
ル
叔
父
　
世
界
の
文
学
（
Ｉ
）／
山
室
　
静
編

回
外
套

・
川
へ
の
階
段
　
世
界
の
文
学
（
Ⅱ
）／
山
室
　
静
編
　
　
　
　
・・

日
小
さ
き
者
へ
・
高
瀬
舟
　
明
治

・
大
正
の
文
学
／
和
田
芳
恵
編

□
伊
豆
の
踊
子

・
湖
の
中
の
川
　
昭
和
の
文
学
／
古
谷
綱
武
編

回
日
本
の
詩
と
歌

ｏ
世
界
の
詩
と
歌
　
世
界
の
詩
歌
／
阪
本
越
郎
編

岡
閉
じ
ら
れ
た
都
ラ
サ

・
南
極
の
ス
コ
ッ
ト
　
探
検
物
語
／
菊
地
重
三
郎
編

回
ピ
ー
グ
ル
号
出
帆

・
０
の
暁
　
科
学
物
語
／
串
田
孫

一
編

回
私
の
幼
年
時
代

・
平
和
は
し
ず
か
な
声
で
　
随
想
金
言
／
武
者
小
路
実
篤
編

（Ａ
５
判
／
箱
入
美
装
／
９
ポ
ニ
段
組
／
各
巻
平
均
〓
８
頁
／
解
説

ｏ
年
表
付
）

世界名作のパノラマ ! uヽ～中学生向)
東
京
都
文
京
区
高
田
豊
川
町
３７

振
替
口
座
／
東
京
九
〇
六
三

一
番

同

Ｈ

□
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●中学の「技術・家庭科」副読本の決定版 !
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実 技

習 術

■板倉聖宣・ 大沼正則・ 道家達将 0岩城正夫編

科学の秘密 .′ 真理を

追求する科学者の姿/
科学者の夢 と情熱を生

きいきと再現 した科学

史の児童版/忽ち重版!

サンケイ児童出版文化賞推薦
回は本年度読書感想支コンクール課題図書
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解 解

木 製

工 図

技 技

術 術

数学=ピ タゴラスから電子計算機まで

宇宙=コ ロンプスから人工衛星まで

原子=デモクリトスから素粒子まで

電気=ら しん盤からテレビジョンまで

機械=時計からオー トメーションまで

交通=く るまから宇宙旅行まで

化学=酸素ガスからナイロンまで

物質=鉄からプラスチックまで

生物=家畜から人工生命まで   ｀

医学=おまじないから病気のない世界ヘ

技
｀

術 ‐

教
一　
１ノ
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□
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固
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ネ

定
価

一
五
〇
円

（
〒

一
二
円
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Ｂ
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判
　
上
製
　
風
入
　
定
価
各
六
五
〇
円
　
別
巻
一
〇
〇
〇
円
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〓
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技
術
科
の
学
習
は
む
ず
か
し
い
と
い
ゎ
れ
て
い
ま
す
「

そ
れ
を
や
さ
し
く
指
導
す
る
の
が
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ

て
も
む
ず
か
し
い
こ
と
で
し
た
。
こ
の
全
集
は
、
内
容

を
す
べ
て

「
図
」
中
心
に
解
説
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

甲
学
生
が
理
解
し
や
す
い
ば
か
り
で
な
く
、
教
科
指
導

に
お
い
て
も
参
考
書
と
し
て
活
用
で
き
、
教
師
の
指
導

を
よ
り
効
果
あ
ら
し
め
る
副
読
本
で
す
。
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